
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
に
お
け
る
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
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黒

田

卓

【
霧
】
死
・
九
年
青
に
ギ
↓
フ
ー
ソ
地
方
の
忠
都
重
フ
シ
ュ
・
に
勃
発
し
た
嚢
蜂
建
モ
9
・
・
。
ア
ー
．
シ
ャ
あ
ク
｝
・
に
　

よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
「
小
専
制
」
期
に
終
止
符
を
打
ち
、
立
憲
制
を
再
確
立
す
る
上
で
の
一
大
要
因
と
な
っ
た
点
で
、
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
史
上
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
に
つ
い
て
、
従
前
の
研
究
に
お
い
て
は
、
立
憲
革
命
史
の
一
部
と
し
て
の
言
及
は
あ
る
に
し
て
も
包

括
的
な
論
究
が
未
だ
に
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
に
お
い
て
も
共
通
し
て
み
ら
れ
た
、
住
民
の
自
治
組
織
的
性
格

を
も
つ
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
な
ら
び
に
蜂
起
と
そ
れ
に
引
き
続
く
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
へ
の
進
軍
の
主
力
部
隊
と
な
っ
た
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
を
手
掛
り
に
し
て
、

ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
を
中
心
に
論
述
す
る
。
そ
の
際
、
最
初
に
蜂
起
前
後
の
「
公
的
」
な
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
の
比
較
を
行
な
い
、
次
に
「
社
会

民
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
及
び
ザ
カ
フ
カ
ズ
地
方
か
ら
の
支
援
部
隊
の
検
討
を
通
じ
て
蜂
起
の
実
態
を
把
握
し
、
最
後
に

テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
の
有
し
た
意
味
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
憲
革
命
史
の
一
側
薗
の
考
察
を
試
み
た
。
　
　
　
　
史
林
六
七
巻
一
号
　
一
九
八
四
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
i
・
シ
ャ
ー
冨
。
書
目
唐
ρ
α
、
諺
嵩
G
o
鼠
げ
の
ク
ー
デ
タ
（
一
九
〇
八
年
六
月
二
三
日
）
以
降
（
「
小
専
制
」
期
①
ω
叶
O
げ
畠
似
自
監
①

留
σ
Q
寓
醜
）
、
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
（
一
九
〇
五
～
一
一
年
）
の
主
要
舞
台
は
地
方
都
市
一
と
り
わ
け
武
装
蜂
起
と
い
う
形
態
を
伴
っ
た
と
い
う
点
で
は
、

北
部
イ
ラ
ン
の
二
都
市
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
と
ラ
シ
ュ
ト
ー
に
移
る
こ
と
と
な
る
。
ク
ー
デ
タ
後
、
長
期
武
力
抵
抗
を
示
し
た
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
に

呼
応
し
た
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
は
、
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
i
部
族
軍
の
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
占
領
と
共
に
、

立
憲
制
回
復
と
い
う
　
連
の
イ
ラ
ン
政
治
史
上
の
画
期
を
成
す
諸
事
件
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

テ
ヘ
ラ
ン
攻
略
、
シ
ャ
ー
の
廃
位
、
第
二
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
今
や
地
方
が
首
都
の
動
向
を
決
定
付
け
る
」
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状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
両
都
市
の
蜂
起
を
包
括
的
に
考
察
す
る
為
に
は
、
都
市
住
民
の
自
治
的
組
織
と
し
て
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
（
磐
甘
日
窪
）
及
び
蜂
起
や
進
軍
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

力
部
隊
と
な
っ
た
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
（
旨
。
智
げ
巴
冒
）
の
分
析
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
元
来
、
ペ
ル
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

語
で
「
集
会
・
結
社
」
の
語
義
で
あ
る
が
、
立
憲
革
命
期
に
は
独
特
の
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
。
ラ
ム
ト
ソ
の
見
解
に
拠
っ
て
要
約
す
れ
ば
、

ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
帯
下
で
、
そ
の
起
源
を
宗
教
的
な
あ
る
い
は
文
学
的
な
集
り
に
も
ち
、
革
命
の
直
前
に
は
秘
密
結
社
と
し
て

専
制
の
暴
露
、
民
衆
の
教
化
を
通
じ
、
西
欧
の
産
物
で
あ
る
法
の
支
配
、
議
会
の
確
立
等
を
要
求
し
、
立
憲
制
期
に
は
そ
の
成
果
を
防
衛
す
る

拠
点
と
な
っ
た
。
い
わ
ぼ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
伝
統
と
西
欧
的
近
代
政
治
体
制
の
橋
渡
し
的
存
在
、
　
「
新
旧
を
つ
な
ぐ
環
」
で
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
は
、
特
に
立
憲
制
の
確
立
以
降
、
急
速
に
増
大
す
る
が
、
そ
の
性
格
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
類
と
し
て
、
一
般
に
、

「
公
的
」
な
も
の
（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
の
憲
法
補
則
第
九
〇
～
九
三
条
に
よ
っ
て
法
的
に
承
認
）
と
「
非
公
的
」
な
も
の
（
問
法
第
一
二
条
）
に
大
別
さ

れ
る
。
イ
ヴ
ァ
ノ
ブ
は
「
公
的
」
な
地
方
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
を
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
指
導
性
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
・
地
主
・

聖
職
者
の
掌
中
に
あ
っ
た
も
の
の
、
イ
ラ
ン
の
よ
う
な
封
建
制
が
残
存
し
、
半
植
民
地
状
態
に
あ
る
国
家
に
お
い
て
、
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
進
歩

的
性
格
を
有
し
た
。
特
に
タ
ブ
リ
ー
ズ
、
ラ
シ
ュ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
都
市
と
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
実
上
の
最
高
権
力
を
行
使
し
、
革
命
の
深
化
の
過
程
で
、
そ
の
階
級
構
成
は
い
く
ら
か
民
主
化
の
方
向
に
転
じ
た
、
と
。
以
上
の
所
論
に
つ

い
て
は
、
大
筋
、
首
肯
で
き
る
が
、
ギ
ー
ラ
ー
ソ
に
関
し
て
は
十
分
遅
体
系
的
論
証
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
立
憲
革
命
が
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

権
力
を
ど
こ
ま
で
奪
取
し
た
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
な
ら
、
地
方
に
よ
り
性
格
を
異
に
す
る
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
の
活
動
・
変
遷
を
史
料
上
か
ら

再
構
成
す
る
こ
と
も
立
憲
革
命
研
究
の
重
要
な
作
業
の
一
環
を
な
す
と
言
え
よ
う
。
こ
の
作
業
を
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
並
び
称
さ
れ
る
ギ
！

ラ
ー
ン
の
地
方
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
に
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
の
第
一
で
あ
る
。

　
次
に
問
題
と
す
る
の
が
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
（
聖
戦
霊
団
α
の
戦
士
白
。
無
げ
Φ
仙
の
複
数
形
）
で
あ
る
。
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
と
同
様
、
ラ

シ
ュ
ト
蜂
起
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
参
加
者
も
総
て
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
と
呼
ば
れ
た
が
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
は
狭
義
に
は
イ
ラ
ン
人
「
社
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会
民
主
主
義
者
」
グ
ル
ー
プ
を
指
す
。
イ
ラ
ン
に
お
け
る
「
社
会
民
主
主
義
者
」
の
存
在
や
活
動
は
主
に
ソ
連
邦
の
研
究
者
に
よ
っ
て
注
目
さ

れ
、
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ラ
ン
の
「
社
会
民
主
主
義
者
」
組
織
は
イ
ラ
ン
社
会
民
主
党
（
鷺
草
ゐ
Φ
蓄
醤
飼
．
落
冒
あ
、
鋤
巳
愚
亭
①
細
雪
）
で

あ
り
、
　
「
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
」
組
織
－
イ
ラ
ン
社
会
民
主
党
で
あ
る
と
い
っ
た
諸
点
を
中
心
に
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

ザ
カ
フ
カ
ズ
地
方
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ギ
ー
ラ
…
ン
等
の
北
部
イ
ラ
ン
と
の
結
び
つ
き
（
主
と
し
て
イ
ラ
ン
か
ら
の
季
節
的
出
稼
ぎ
労
働

者
）
を
通
じ
て
、
イ
ラ
ン
の
「
社
会
民
主
主
義
者
」
が
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
や
ム
ス
リ
ム
社
会
民
主
党
門
ヒ
ソ
メ
ト
」
の
影
響
や
指
導
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
下
に
活
動
し
て
い
た
か
の
如
く
主
張
す
る
傾
向
が
あ
る
。
確
か
に
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
面
的
物
的
支
援
や
そ
の
思
想
的
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
し
得
な
い
畜
実
だ
が
、
そ
の
影
響
力
を
余
り
に
も
単
純
化
し
す
ぎ
る
こ
と
に
は
や
や
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ソ
連
邦
の
研
究
者
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ル
テ
ィ
ロ
ソ
フ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
社
会
民
主
主
義
の
名
の
下
に
、
様
々
な
傾
向
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
政

治
的
性
格
の
解
明
が
今
後
の
研
究
上
、
必
要
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
、
ギ
！
ラ
ー
ン
に
お
け
る
「
社

会
民
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
の
動
向
を
断
片
的
な
史
料
か
ら
跡
付
け
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
人
的
物
的
支
援
を
与
え
た
ザ
カ
ブ
カ
ズ
か
ら
の
義
勇

兵
部
隊
の
検
討
を
通
じ
て
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
の
実
像
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
三
に
、
従
来
の
立
憲
革
命
史
叙
述
で
は
戦
闘
の
詳
細
な
記
述
に
の
み
紙
数
が
割
か
れ
て
き
た
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
を
、
事
態
の
進
展

に
即
し
つ
つ
、
政
治
動
向
と
の
関
連
、
進
軍
部
隊
の
内
実
等
の
視
点
よ
り
問
い
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
軍
の
有
し
て
い
た
意
味
を
再
考
し
て

お
き
た
い
。

　
以
上
、
本
稿
の
取
り
扱
う
べ
き
課
題
を
略
述
し
た
。
ギ
ー
ラ
ー
ソ
地
方
の
立
憲
運
動
史
（
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
も
含
め
て
）
に
関
す
る
専
掌
は
イ

ラ
ン
本
国
で
も
極
め
て
僅
少
で
あ
も
し
か
し
な
が
ら
・
我
国
で
は
・
既
に
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
に
つ
い
て
加
賀
谷
氏
が
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
・
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

算
師
疑
が
更
に
詳
細
な
実
証
・
分
析
を
加
え
た
論
稿
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
を
中
心
に

立
憲
革
命
の
一
断
面
を
み
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
尚
、
虫
な
史
料
・
文
献
の
略
称
は
以
下
の
通
り
。

　
思
N
”
　
　
》
ザ
匿
ρ
伽
囚
器
蜀
く
矧
●
↓
ミ
画
血
潮
－
鴨
§
動
ミ
鋭
や
遠
守
§
野
戦
ω
夢
Φ
9
日
Φ
霞
9
1
P
b
。
切
し
。
①
ω
げ
9
1
財
ρ
房
げ
鯛
乞
・

36　（36）



イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

竈
設
．
”

↓
b
σ
N
”

曇
N
”

§
”

ミ
O
”

婁
”

宅
Q
．
”

箆
↓
”

屋
”

旨
　O
思
…

塁
摯
．

爵
”
蛸
韓．

、
男
O
℃
．
、
n

周
○
・
ひ
ひ
腿
○
。
随

尚
、　

も

①
．

　
　
や
㊤
メ

②

糞
℃
○
℃
こ

随
時
参
照
し
た
。

国
■
〉
σ
護
9
旨
蜂
蜜
、
．
ミ
§
富
鳳
§
馬
§
》
＆
尋
．
さ
馬
ミ
画
§
勲
軍
歌
コ
8
8
コ
㌧

》
骨
5
ρ
α
園
（
伊
ω
同
P
〈
同
曾
n
「
斜
黛
画
隷
遵
－
馬
自
噛
、
載
象
評
　
貯
N
㍗
黛
恥
」
織
｝
男
臼
伽
織
．
帖
、
多
多
・
刈
叶
げ
Φ
山
・
↓
①
げ
巴
叫
昌
℃
b
⊃
切
ω
①
　
ω
財
齢

瓢
勲
掴
①
d
P
O
一
一
団
ω
一
四
ヨ
H
（
Φ
巴
ヨ
働
窪
目
。
↓
勘
唾
黒
む
訪
一
馬
切
画
織
9
1
唖
㌣
生
恥
㌧
壕
勘
§
耐
斜
§
　
①
α
．
ω
・
ω
同
昌
創
話
劇
●
切
口
㊤
H
げ
ω
一
酌
b
σ
く
O
一
ω
・
日
①
げ
属
目
昌
り
ω
・
出
・
囲
ω
㎝
圃
・

諸
ρ
げ
爵
ζ
巴
。
貯
銭
α
Φ
．
↓
ミ
幕
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点
蛭
ミ
乳
9
－
7
馬
§
脇
ミ
ミ
ミ
ミ
感
》
乞
い
．
↓
①
げ
五
戸
．
一
①
匡
－
o
切
（
戸
9
Y
一
〇
匡
あ
①
（
Q
D
・
潤
．
H
9
。
ω
b
O
Y

§
亀
》
勘
瀞
ミ
ミ
噛
∵
§
畿
跨
“
合
唾
．
駄
ミ
ミ
や
旨
馬
騎
e
e
ミ
聖
君
ミ
犠
9
ミ
犀
黛
馬
§
畿
研
屋
馬
⑦
趣
惑
唖
翫
－
黛
馬
§
ミ
画
・
日
O
げ
構
簿
戸
戸
α
・

匿
・
U
．
図
ρ
げ
一
昌
9
§
恥
神
瞳
鵠
“
や
岩
盤
　
O
ミ
勘
謡
騎
黛
磯
　
三
斜
－
織
斜
砺
評
㍗
調
的
弓
疑
馬
鴻
織
“
8
8
論
O
袋
笥
Φ
傷
・
窯
●
国
O
鷹
q
ロ
げ
ρ
昌
．
菊
P
o
o
げ
戸
　
ω
．
鵠
’
同
Q
O
α
臥
。
・

国
げ
同
鯛
げ
同
ヨ
閏
騨
犀
げ
唖
鋤
り
轡
　
0
6
1
N
衝
§
職
翁
黛
．
㍉
0
9
S
馬
恥
訪
一
馬
§
砺
》
黛
鵠
無
鐘
黛
寒
馬
●
O
o
博
α
Φ
α
。
日
①
げ
目
飼
昌
蝸
昏
∂
G
巧
Q
o
①
ω
げ
・

．
諺
仲
似
”
O
一
一
9
1
げ
］
倒
畠
P
嬉
○
昌
・
き
職
偽
淘
－
馬
O
戸
畑
や
い
職
象
喚
宅
＆
趣
魎
魯
㍗
馬
さ
恥
誉
唾
鵠
“
遣
黛
蟄
㍗
馬
N
映
割
§
西
砂
目
酔
O
h
目
9
一
憶
画
望
潮
志
O
鵠
鋤
§
．
円
Φ
げ
鴫
9
－
P
ω
．
国
’
H
ω
㎝
ω
．

団
Φ
鷺
①
目
濁
鼠
p
昏
這
§
§
三
斜
ご
ミ
§
り
§
織
軋
駐
寧
ぎ
－
聴
映
ぎ
物
蕊
画
－
臆
ミ
。
、
§
寧
馬
ミ
§
§
紳
Φ
α
・
輯
ふ
巴
矧
ρ
ヰ
豊
ω
・
罫
旨
ω
．

旺
①
げ
同
鯛
P
卜
δ
㎝
ω
Φ
ω
巨

ら
》
び
α
O
叩
頓
㊤
巳
餌
α
緊
び
Φ
一
隔
伊
け
げ
餌
口
u
Φ
山
●
署
糺
－
匙
額
㊤
ひ
燥
1
｝
9
－
1
黛
恥
　
い
馬
特
9
轡
軌
9
一
執
恥
￥
馬
　
這
、
短
象
睾
い
§
曽
象
翠
ミ
茜
＆
亀
　
§
調
　
渓
神
騒
凄
　
肉
｝
ミ
．
象
導
9
篭
・
　
日
①
げ
同
帥
旨
鰯

ω
・
国
・
日
認
G
◎
’

．
》
財
U
H
〈
ω
似
一
9
一
目
。
§
織
－
職
老
恥
鳶
駄
－
瀞
9
1
1
黛
恥
『
貸
多
血
隷
｝
㌣
黛
恥
黛
斜
、
馬
馬
守
恥
弓
馬
瞥
－
馬
↓
馬
》
臓
蹴
§
e
a
O
多
占
昌
一
黛
馬
b
ご
象
慢
鴫
●
ゆ
●
喝
こ
⇔
・
α
●

同
H
a
臣
h
ω
げ
似
が
①
卿
O
吟
ミ
画
卑
恥
村
§
馬
込
き
－
馬
§
罫
ミ
“
⑤
黛
ミ
ー
馬
§
ミ
“
ミ
富
監
執
ふ
や
黛
馬
械
同
気
一
嵐
題
O
◎
§
v
§
轟
8
①
げ
缶
P
ω
●
国
・
H
ω
㎝
¢
・

国
。
。
ヨ
9
1
．
岡
一
菊
飼
層
同
P
寄
憾
§
§
掬
謁
漸
凄
蜜
臓
職
勘
や
・
b
o
臣
α
①
q
・
日
Φ
げ
白
血
戸
b
o
α
ω
朝
ω
げ
・

哨
興
罷
9
．
似
畠
臼
帯
膨
ダ
身
為
弓
繭
や
鳶
§
ミ
§
畑
－
忌
迎
尉
や
言
．
画
風
ミ
さ
書
ミ
古
§
怨
蕊
畿
達
ミ
点
㍗
§
野
日
①
疑
9
1
p
b
。
q
。
。
q
ω
巨

図
・
O
．
切
困
O
ぞ
昌
O
●
↓
淘
恥
℃
馬
黛
砺
三
野
苫
肉
鴨
ミ
O
畑
画
昏
ミ
O
§
駄
℃
O
気
1
嵐
℃
O
℃
。
O
ρ
旨
び
誌
山
σ
q
Φ
u
同
㊤
日
O
・
H
Φ
も
い
　
同
㊤
①
①
●

矯
論
ド
園
騨
び
陣
⇔
ρ
偽
、
び
①
ω
℃
同
O
〈
一
⇔
O
①
の
0
9
ω
℃
一
Φ
づ
口
①
o
庸
α
①
一
ρ
困
Φ
H
ω
O
匂
一
Φ
．
○
償
認
節
ご
曽
蝸
”
肉
恥
e
錠
馬
賊
黛
ミ
O
蕊
載
馬
罫
嵩
画
．
い
N
ミ
い
象
呂
層
貧
Q
◎
b
σ
”
℃
㊤
臨
ρ
　
H
り
一
①
i
メ

q
．
蹄
男
。
邑
σ
・
μ
○
曲
β
銭
亀
。
男
Φ
8
a
O
讐
①
」
G
ミ
§
憾
§
§
9
§
恥
ご
§
載
》
§
り
穿
い
ミ
』
・
。
心
（
お
O
O
）
”
O
き
（
お
O
・
。
）
る
ざ
（
δ
8
）
’

　　

@
の
ペ
ル
シ
ア
語
訳
“
国
・
い
．
閃
ρ
げ
営
9
譜
ミ
黛
ミ
古
b
ミ
巳
－
§
遷
古
守
§
り
O
職
§
軸
噛
汀
㊤
霧
・
回
急
げ
。
導
上
巳
冒
鯛
創
Φ
．
円
Φ
圏
繊
P
ω
。
国
．
一
。
。
㎝
O

一
㊤
G
。
b
二
”

立
憲
革
命
研
究
は
欧
米
学
界
．
に
お
い
て
、
国
際
関
係
や
ウ
ラ
マ
ー
・
商
人
・
部

族
等
の
社
会
諸
階
層
の
叢
・
命
参
加
等
、
多
角
的
な
視
点
よ
り
数
多
く
の
研
究
蓄
積

が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
立
憲
革
命
全
体
の
特
徴
・
性
格
を
対
象
と
す
る
同
論
は
知

見
の
及
ぶ
限
り
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
O
h
．
国
．
》
σ
茜
冨
巳
一
p
P
、
、
門
島
ρ
。
ミ
α
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ヨ
夢
⑦
勺
。
蹟
5
⇒
菊
。
く
。
冨
江
。
づ
r
．
．
h
養
3
㌶
3
い
簿
ミ
需
ω
、
疑
㌧
鼻
（
お
⑦
㊤
）
㌧
噂
や

　
齢
◎
◎
1
旨
Q
。
い
、
．
↓
7
0
0
帥
邸
ω
Φ
ω
o
h
二
δ
O
o
p
。
・
鉱
ε
賦
。
嵩
同
旨
①
く
。
ξ
け
一
〇
ロ
o
h
胃
9
斜
、
、

　
」
ミ
ミ
§
勘
ミ
§
㍉
冒
ミ
｝
ミ
、
ミ
～
§
風
ミ
馬
吋
土
層
⑦
ミ
ミ
盈
区
（
一
謬
り
）
㌧
℃
や
。
。
Q
。
ド
ー

　
鳶
合
累
図
．
閑
a
a
ρ
、
、
勺
名
濃
墨
℃
襲
撃
9
鵠
鶏
o
p
一
コ
昏
①
勺
①
錺
鍵
昌
夘
甲

　
く
。
冨
畝
呂
。
跳
δ
8
ム
O
＝
㌦
．
貯
秋
養
§
”
尋
凝
無
§
、
㌧
9
帖
獄
窮
沖
州
ミ
ミ
8

　
い
o
a
o
詳
H
O
。
。
9
℃
℃
。
①
①
島
㊤
・
尚
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
念
頭
に
お
き
つ

　
つ
も
、
テ
シ
ュ
ト
蜂
起
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
と
い
う
呉
体
的
歴
史
事
象
よ
り
立
憲
革

　
命
の
一
端
を
照
射
せ
ん
と
す
る
試
論
で
あ
り
、
他
方
面
の
個
別
研
究
と
の
比
較
検

　
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

③
鋭
辱
6
0
・
い
即
ヨ
げ
ε
p
．
、
U
冒
ヨ
．
ぞ
巻
人
三
）
勺
①
昆
臼
㌦
．
奪
㊦
遷
ミ
愚
犠
ミ
皆
ミ

　
N
物
ミ
§
㌔
N
口
血
Φ
血
嚇
．
、
の
⑦
g
卑
o
D
o
g
o
賦
。
ロ
。
帥
コ
血
け
げ
。
℃
o
話
義
塾
菊
。
〈
o
ご
口
。
ロ
o
h

　
一
〇
8
創
り
8
、
．
、
9
．
臥
ミ
ミ
遷
、
ω
ぎ
黛
蚤
蒔
（
ド
8
Q
。
）
’
℃
や
お
一
①
9
、
．
℃
Φ
冨
㌶
溢

　
憎
。
年
ぽ
巴
Q
Q
o
o
ざ
諏
。
ω
お
8
一
二
隔
”
．
9
甲
臥
ミ
s
ミ
．
硫
ミ
恥
誘
一
①
（
6
Φ
ω
y
℃
℃
．

　
海
一
◎
Q
P

④
　
ヨ
．
ρ
蛮
切
艶
o
ρ
　
ミ
貸
訟
ミ
喬
ぬ
　
℃
題
。
高
δ
、
寒
袖
N
8
気
－
遣
匿
。
｝
o
動
。
ひ
≧
o
∩
閃
零
り

　
ち
α
8
自
℃
・
に
？
＝
。
。
●
（
以
下
農
博
盤
O
じ
・
と
略
記
）

⑤
　
加
賀
谷
寛
『
イ
ラ
ン
現
代
史
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
五
、
四
六
頁
。

⑥
　
詳
し
く
は
、
八
尾
師
誠
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
と
ロ
シ
ア
ー
ソ
連
邦
に
お
け
る
研

　
究
史
上
の
問
題
点
1
」
　
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
＝
1
｝
、
一
九
七
八
、
一
四
四
i
一

　
五
七
頁
、
参
照
。

⑦
〉
．
望
三
ぞ
↓
巷
0
8
・
コ
」
山
。
艶
。
麸
冨
℃
咽
茜
葭
0
8
ξ
剛
雪
ぬ
象
。
岩
鴛
ヨ
。
。
宍
妄

　
笛
ε
器
藍
設
頃
一
、
6
鑛
Φ
置
5
ち
O
？
ド
リ
ニ
3
営
×
”
《
碁
苫
①
寂
》
も
。
§
題
》
も
、
§
桝
量

　
お
『
。
。
．
碁
b
。
”
。
ぢ
．
嵩
P
尚
、
近
年
の
ソ
連
邦
の
著
作
で
は
「
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
」

　
組
織
は
統
【
的
な
綱
領
を
有
し
て
お
ら
ず
、
個
々
の
組
織
が
独
自
の
綱
領
を
採
用

　
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
性
格
に
関
し
て
は
近
代
的
党
派
の
外
面
的
属
性
を
中
世

　
的
宗
派
の
特
質
に
独
自
に
結
合
ざ
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
幾
分
、
否
定
的

　
な
評
価
が
舶
え
ら
れ
て
い
る
。
∩
罫
ρ
拍
》
記
⑦
ρ
書
§
q
、
』
、
o
ミ
乱
。
濠
犠
誕
㌣

　
鳥
ミ
g
ミ
馬
車
（
、
電
ミ
町
回
懸
亀
恥
§
鳶
s
高
強
ミ
二
塁
8
鳶
、
£
題
§
γ
蜜
o
o
困
（
じ
σ
£
。
弘
り
◎
。
一
’

　
q
℃
●
α
①
一
α
◎
Q
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑧
団
纂
げ
缶
、
同
、
O
、
ミ
が
殆
ど
唯
～
の
専
著
で
あ
る
。
但
し
、
同
書
は
研
究
霧
と

　
い
う
よ
り
も
、
ラ
シ
ュ
ト
に
生
ま
れ
、
後
に
「
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
ー
」
運
動
に
も
参

　
冒
し
た
フ
ァ
フ
ラ
ー
イ
ー
の
得
た
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
史
料
と
し
て
の
側
面
が
強

　
い
。
従
っ
て
、
全
体
と
し
て
体
系
的
な
著
述
の
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
。
同
書
の

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
竃
騨
暴
母
。
司
洋
魯
匿
q
o
、
㌧
恥
受
恥
魯
恥
罫
ミ
§
嘗
§
9
ら

　
鼠
旧
き
ら
幻
閤
塾
遠
ミ
訂
ミ
§
達
ミ
．
弓
。
四
四
詳
ω
◆
類
藁
。
。
Φ
押
ρ
お
ふ
O
参

　
照
。

⑨
　
加
賀
谷
寛
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
の
性
格
に
つ
い
て
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

　
二
六
、
一
九
六
二
、
七
一
－
一
＝
頁
、
八
尾
師
誠
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
に
お
け

　
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
」
　
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
一
二
、
一
九
七
七
、
六
四
－
八
六
買
。

　
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
と
も
共
通
す
る
諸
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
特

　
に
八
尾
師
属
の
論
稿
か
ら
は
示
唆
を
受
け
る
所
が
多
か
っ
た
。
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第
隔
章
ギ
ー
ラ
ー
ン
地
方
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン

「
非
公
的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
も
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
は
数
多
く
存
在
し
た
が
、

殊
に
「
公
的
」
な
ア
ソ
ジ
ョ
マ

②ソ
は
、

ω
一
九
〇
七
年
二
月
頃

に
結
成
さ
れ
た
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
、
ω
一
九
〇
七
年
八
一
九
月
に
選
出
さ
れ
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
、
③
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
（
一
九
〇
九
年



イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

二
月
）
後
に
結
成
さ
れ
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
、
の
三
つ
の
段
階
に
画
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
章
で
は
、

ヨ
マ
ン
を
考
察
の
対
象
と
し
、
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
結
成
の
過
程
と
活
動
及
び
そ
の
人
的
構
成
を
検
討
す
る
。

（一一一一）

ア
ン
ジ
∋
マ
ン
結
成
の
過
程
と
活
動

こ
れ
ら
の
「
公
的
」
な
ア
ン
ジ

　
ラ
シ
ュ
ト
に
お
け
る
最
初
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
、
バ
ッ
ジ
ー
・
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
倒
帥
嘗
窯
。
＃
跨
①
α
な
る
人
物
の
家
に
設
け
ら
れ
た
ア
ソ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ヨ
マ
ン
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
〇
七
年
五
月
に
、
前
ケ
ル
マ
ー
ン
知
事
で
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
ヨ
。
饗
孚
。
冨
α
に
棒
打
ち
刑
を

科
し
た
為
に
悪
評
の
高
か
っ
た
ザ
フ
ァ
ロ
ッ
・
サ
ル
タ
ネ
N
既
舘
。
甲
ω
巴
冨
器
の
ギ
ー
ラ
ー
ン
知
事
へ
の
任
命
、
及
び
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

ー
・
シ
ャ
ー
と
首
相
ア
ミ
ー
ノ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
》
ヨ
貯
。
甲
ω
o
＃
帥
昌
の
立
憲
鰯
破
壊
を
企
図
し
た
言
動
の
情
報
を
受
け
る
と
、
ラ
シ
ュ
ト
の

大
群
衆
が
こ
れ
に
抗
議
し
て
、
こ
の
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
集
繕
し
、
市
内
の
バ
ー
ザ
ー
ル
を
閉
鎖
し
た
。
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
主
要
都
市
、

ア
ソ
ザ
リ
ー
、
ラ
ン
ガ
ル
ー
ド
、
ラ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ン
の
バ
ー
ザ
ー
ル
も
閉
鎖
さ
れ
、
ラ
シ
ュ
ト
、
ア
ン
ザ
リ
ー
か
ら
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

国
民
銀
行
の
設
立
を
要
求
し
て
国
民
議
会
（
旨
載
Φ
。
。
ゐ
ω
冨
鼠
由
①
日
巴
圃
）
宛
に
電
報
が
打
た
れ
た
。
　
こ
の
行
動
に
は
ラ
シ
ュ
ト
近
郊
の
農
民

（
　
　
ロ
　
　
　
　
同
伊
曽
団
ρ
）
も
参
集
し
た
。
そ
の
様
子
を
、
ラ
シ
ュ
ト
駐
在
イ
ギ
リ
ス
副
領
事
ラ
ビ
ノ
は
「
周
⇔
臼
ρ
P
囚
土
日
ρ
諺
。
。
巴
p
ヨ
の
方
面
か
ら
大
群
衆

が
帷
子
（
冨
h
竃
）
を
着
、
鉄
砲
を
持
っ
て
、
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
を
援
助
す
る
為
に
ラ
シ
ュ
ト
に
入
っ
た
。
彼
ら
の
前
に
は
太
鼓
（
賞
9
と
ウ
ラ

マ
あ
一
団
が
い
輸
・
」
と
記
し
・
。
シ
ア
領
事
ぎ
九
〇
七
年
夏
三
日
に
・
「
ラ
シ
・
ト
と
ア
ン
ザ
リ
ー
で
は
周
辺
の
農
民
が
寄
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
続
け
た
。
彼
ら
に
デ
モ
隊
が
応
じ
た
。
そ
し
て
赤
旗
を
持
ち
、
革
命
歌
を
歌
っ
て
市
へ
帰
っ
て
き
た
。
」
　
と
報
告
し
た
。
こ
の
騒
動
は
国
民

議
会
で
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
法
が
成
立
し
た
（
〉
’
国
・
一
三
二
五
年
犀
卿
げ
同
、
o
餅
肖
登
呂
月
／
一
九
〇
七
年
五
／
六
月
公
布
）
と
い
う
知
ら
せ
が
着
い
た

為
に
、
一
応
の
収
拾
を
み
た
。
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
と
そ
れ
を
支
援
し
た
群
衆
が
要
求
し
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
（
ρ
雪
9
あ
配
陣
。
B
ρ
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

冨
受
Φ
醸
魁
㊤
萬
。
＜
①
断
饗
枠
同
）
を
、
ラ
ム
ト
ン
は
「
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
す
る
が
、
少
な
く
と
も
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
関
す
る
限
り
、
不
備
は

あ
る
に
せ
よ
、
同
法
制
定
が
引
き
金
と
な
っ
て
新
し
い
州
ア
γ
ジ
ョ
マ
ン
の
成
立
を
み
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
同
法
が
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
州
ア
ン
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ジ
ョ
マ
ソ
選
挙
実
施
の
援
助
の
為
に
派
遣
さ
れ
た
モ
ア
ー
ゼ
ッ
ド
ッ
・
サ
ル
タ
ネ
寓
。
、
書
Φ
α
o
甲
ω
艶
富
φ
①
と
モ
ハ
ソ
マ
ド
・
サ
フ
ィ
ー
・
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ー
ン
蜜
。
冨
ヨ
日
ρ
α
留
訪
開
鼠
昏
に
よ
っ
て
大
モ
ス
ク
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
国
罠
議
会
が
知
事
権
力
に
対
し
、
如
何

な
る
禦
肘
を
設
け
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
点
か
ら
も
、
そ
の
内
容
は
十
分
検
討
に
値
し
よ
う
。
以
下
、
同
法
の
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を

　
　
　
⑨

抄
訳
す
る
。

　
ま
ず
、
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
の
任
務
に
つ
い
て
次
の
如
く
規
定
す
る
。

　
八
七
条
”
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
任
務
は
定
め
ら
れ
た
法
の
遂
行
に
つ
い
て
の
監
視
、
下
記
の
説
明
に
基
づ
く
州
に
特
有
の
諸
事
に
関
す
る
調

　
　
査
・
決
定
、
ま
た
は
州
の
利
益
・
重
要
事
・
繁
栄
へ
の
警
告
と
忠
告
に
限
ら
れ
る
。

　
八
八
条
“
法
の
制
定
は
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
任
務
外
で
あ
る
。

　
八
九
条
”
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
地
方
知
事
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
申
立
て
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
知
事
の
行
為
が
法
に
反
し
て

　
　
い
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
法
の
侵
犯
を
警
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
十
分
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
詳
細
を
政
府
の
中
央
官

　
　
庁
に
報
告
し
、
被
抑
圧
者
の
権
利
の
擁
護
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
他
に
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
の
任
務
と
し
て
、
不
当
判
決
の
調
査
、
税
の
微
収
・
送
金
の
監
視
、
公
共
事
業
へ
の
資
金
配
分
等
が
言
及
さ
れ
、

九
七
条
で
は
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
決
定
で
き
る
事
項
（
道
路
・
橋
・
病
院
・
孤
児
院
等
の
管
理
、
恩
給
・
奨
学
金
の
配
分
等
）
が
列
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
九
八
条
で
は
政
府
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
　
「
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
州
の
諸
事
情
や
必
要
事
に
つ
い
て
精
通
し
て
い
る
為
に
、
・
政

府
当
局
は
州
内
で
変
更
を
行
な
う
前
に
、
当
該
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
の
意
思
を
求
め
る
が
、
そ
の
意
思
に
服
従
す
る
必
要
は
な
い
。
」
　
と
し
、
一
〇

三
条
で
は
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
生
活
・
行
政
問
題
に
つ
い
て
、
自
ら
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
権
利

を
有
し
な
い
。
即
ち
、
行
政
原
則
、
国
家
の
憲
法
、
政
府
の
政
策
に
関
す
る
問
題
か
ら
成
る
飛
罰
や
政
治
問
題
。
」
と
規
定
す
る
。

　
以
上
の
条
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
は
政
治
問
題
の
討
議
権
や
立
法
権
が
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
専
ら
州
内
の
行
政

と
知
事
権
力
へ
の
抑
制
機
能
を
果
た
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
民
議
会
が
目
論
ん
だ
の
は
、
駿
州
に
完
全
な
自
治
権
を
与
え
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よ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
知
事
権
力
の
専
横
体
制
を
押
さ
え
、
中
央
政
府
の
支
配
の
貫
徹
を
一
層
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
さ
て
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
で
は
一
九
〇
七
年
五
月
の
騒
動
の
後
に
、
同
年
八
月
、
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
法
に
基
づ
い
て
、
初
の
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

挙
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
幾
つ
か
の
間
題
が
持
ち
上
が
り
、
結
局
、
本
来
、
選
挙
実
施
に
責
任
を
負
う
管
理
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

会
（
ρ
］
P
｝
O
圏
P
P
降
一
①
　
昌
O
掴
掴
ρ
目
）
の
メ
ン
バ
ー
に
階
層
別
に
選
ば
れ
た
ラ
シ
ュ
ト
代
表
六
名
と
地
区
代
表
の
一
八
名
を
含
め
て
、
二
四
名
で
構
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
特
徴
を
概
括
し
て
お
く
な
ら
ば
、
第
一
に
知
事
権
力
と
住
民
、

ま
た
住
民
間
の
対
立
の
仲
介
役
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
既
に
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
選
出
以
前
の
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
知
事
セ
パ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ダ
ー
ル
蜜
。
冨
ヨ
ヨ
ρ
α
＜
巴
圓
機
津
別
ω
Φ
℃
帥
匿
財
あ
諺
．
醤
ヨ
と
対
立
し
、
バ
ー
ザ
ー
ル
の
閉
鎖
を
繰
り
返
し
て
い
た
（
一
九
〇
七
年
二
一
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
、
新
し
く
結
成
さ
れ
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
も
真
先
に
、
　
二
週
間
の
内
に
、
四
日
、
専
制
や
抑
圧
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
用
意
が
あ
る
。
」

と
声
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
1
に
み
ら
れ
る
農
民
騒
動
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
仲
介
的
立
場
を
取
ろ
う
と
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
の
、
背
中
の
ト
ゥ
ー
ラ
ム
の
例
が
示
す
よ
う
に
地
主
の
利
害
を
代
弁
し
て
い
た
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
の
農
民
騒
動
が
単
な
る
即
自
的
抵
抗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
ど
ま
ら
ず
、
理
解
の
程
度
は
別
と
し
て
立
憲
制
確
立
に
起
因
し
て
い
た
こ
と
、
直
接
的
な
史
料
的
裏
付
け
は
得
ら
れ
な
い
が
ア
ブ
ル
・
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ズ
リ
ー
な
る
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
等
は
、
立
憲
革
命
が
農
民
不
在
の
革
命
と
評
さ
れ
る
だ
け
に
一
層
注
目
に
値
す
る
の

で
あ
る
。

　
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
完
全
で
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
の
州
行
政
に
直
接
、
携
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ヨ
マ
ン
は
「
総
て
の
事
に
…
ω
。
隔
置
川
の
管
理
や
繭
の
売
買
に
ま
で
も
…
参
画
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
し
、
後
の
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
も
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
農
民
に
対
す
る
付
加
税
（
目
。
。
。
O
奪
鐸
あ
魯
畠
］
）
の
廃
止
、
題
辞
の
結
婚
許
可
料
（
妬
く
習
あ
．
錠
口
。
。
剛
）
の
軽
減
、
司
法
会
議
（
ヨ
亀
①
。
・
ゐ
．
蝕
ξ
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
設
置
、
肉
や
他
の
食
料
品
の
価
格
統
制
等
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
他
地
方
に
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
を
組
織
す
る
為
に
、
ラ
シ
ュ
ト
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表1農民騒動発生状況（1907～1908）
発生wr　・場所

1907年3月

　Rasht

1907年6月～
Karganrttd

1907年6月

Leshte－nesha

1907年6月

　Ttilam

1907年7月

F渡man

1907年7月

　Shaft

1907年8月

　Gaskar

1907年9月

DeylamEn

1908年2月

　1〈asma

事　　件　　概　　要

約500名の農民が地主の圧迫から逃がれて，ラシュトのKhahar－Emamモス

クに避難，「今後，我々は小作料（mEl　ol－ejEre）を支払わない」と宣言。①

族長（khEn）‘Amid　os－Sal‡aneとその長子Arfe‘os－Saltaneの専制支配

に対し都族民が決起，族長一族の家を田幡・放火，一族を追放。以後，Arfe‘

os－SalCaneが1912年｝：　mシアの援助で支配を復活する迄の約5年間，岡地は

無政府状態。②

アンジョマンを作る為に派遣されていたSeyyed　Jalal　Shahr　Ashubは自ら

∫alal　od・Din　Shahと名乗り，農民に7年間，小作料と税を免除するとし，2，

3千名の農民を組織。投獄されるも，農民は彼を解放する為にラシュトへ行く

ことを宣言。③

手代・役人（pishk瓢r　va　farrash）とアンジョマン代蓑が小作料支払いの勧告

に派遣されるが，濃民は棒で打って追い返し，数曲名がラシュト・アンジョマ

ンの建物の内外をうめつくし，圧力をかける。④

同地の大地主Ifajji　Seyyed　Ra多iは農慰こ耕作を強要するも，逆に農昆に脅

迫され生命の危険を感じ，テヘランへ逃亡。⑤

同地の世襲の知事‘Ali　Khanの手口について，農民はラシュトに押しかけ不

平を申し立て，「下民㊧土地を彼は強奪した」と主張。⑥

2人のセイエドが人昆を抑圧したとされ，事件調査に役人が送られるも，セイ

エドから，賄賂を受け取ったとして農民が彼らを追放。⑦

Mirza　Mobammad耳oseyn　Qa4iなる者が農民を集め，赤旗を立てて，同地

の世襲の知事Moshlr　ol－Mamalek邸に押しかけ，彼を追及。⑧

同地の副知事§adエq　or－Ra‘ayaは同地に来るなら殺されようと脅迫されるが，

無視して出向いた為，二二で射殺さる。この宴件には多くの農民が関係してい

ると言われた。⑨

①MG，　S．11②MG，　S．34；Gpl（r，§．206－9；MBaHoB，　c．134．尚，1908年秋に数度行なわれた

知事Sardar－e　Afkhamと‘Amid　os－Saltaneによる同地への遠征と撤退については，　MG，　S．71

－4∫FO．248／970，　Nos．148，171－2参照。③MG，　S．30－1　④MG，　S．32－3　⑤M（⊇，§．37；

GIM，　s．　105　＠　MG，　s．　36－7　＠　MG，　s．　40　＠　MG，　s．　52　＠　FO．　248／940，　Nos．　39－40；

KBaHoB，　c．　252

時
期
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
立
憲

の
影
響
力
と
闘
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」
　
（
一
九
〇
八
年
四
一

五
月
）
と
も
評
さ
れ
る
。
　
確
か

に
、
本
節
冒
頭
に
示
し
た
騒
動

か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の

ま
り
つ
つ
あ
る
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン

。
争
U
8
一
Φ
…
…
筆
渇
望
）
は
強

事
（
ザ
ヒ
ー
・
ッ
・
ド
ウ
レ
督
掌 知9㊧事

実
上
の
支
配
者
（
門
も
窃
焉
Φ
誹

（一

縺
Z
七
年
七
月
）
と
も
、
「

ジ
ョ
マ
ン
は
地
方
の
現
在
の

ン
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
側
史
料

中
で
は
、
　
「
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン

こ
の
よ
う
な
州
ア
ン
ジ
ョ
マ

ラ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
ン
に
代
表
団

　
　
　
　
⑳

を
派
遣
し
た
。

ー
ド
、

レ
シ
ュ
テ
・
ネ
シ
ャ
i
、

・
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
ラ
ン
ガ
ル
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㊧

制
を
支
え
、
そ
れ
を
地
方
に
実
質
化
す
る
拠
点
と
し
て
、
ザ
ヒ
ー
ロ
ッ
・
ド
ウ
レ
自
身
も
「
知
事
業
務
は
停
止
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆

息
す
る
如
く
、
知
事
権
力
を
凌
駕
す
る
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
し
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
み
た
史
料
に
散
見
す
る
記
事
に
拠

る
限
り
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
法
の
規
定
す
る
範
囲
を
火
き
く
越
え
た
力
量
を
保
持
し
て
い
た
と
す
る
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
何
故
な
ら
、
岡

じ
ロ
シ
ア
側
史
料
中
に
も
、
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
、
　
「
そ
の
活
動
の
主
要
目
的
を
ラ
シ
ュ
ト
住
民
の
利
益
を
専
制
か
ら
擁
護
す
る
こ
と
、
都
市
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

備
、
生
活
費
軽
減
と
看
倣
し
た
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
の
活
動
は
シ
ャ
ー
の
ク
ー
デ
タ
後
、
前
警
察
長
官
の
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
ω
平
炉
警
あ
｝
津
プ
帥
日

の
知
事
着
任
（
一
九
〇
八
年
七
月
三
〇
日
）
に
よ
り
、
他
の
イ
ラ
ン
の
諸
都
市
と
同
様
、
一
時
的
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ク
ー
デ
タ
の
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
着
い
た
当
初
は
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
も
バ
ー
ザ
ー
ル
を
閉
鎖
し
、
抵
抗
を
試
み
た
が
、
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
議
長
の
逃
亡
、
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ

ハ
ム
に
よ
る
立
憲
派
活
動
家
の
迫
害
・
追
放
、
ラ
シ
ュ
ト
、
ア
ソ
ザ
リ
ー
の
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
か
ら
の
罰
金
取
立
て
等
が
強
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

最
早
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
で
は
立
憲
制
の
名
は
語
ら
れ
な
い
」
状
況
と
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
打
破
し
た
の
が
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
で
あ
る
。
蜂
起
直
後
に
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
結
成
さ
れ
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
の
秘
密
組
織
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ッ
タ
ー
ル
委
員
会
（
ぎ
昌
汁
⑦
虫
①
ω
霧
薮
目
）
と
密
接
な
関
係
を
保
っ
た
。
　
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
主
力
部
隊
が
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
進
攻
を
開
始

し
て
以
降
は
、
蜂
起
後
作
ら
れ
た
管
理
委
員
会
（
ぎ
鼠
ω
帯
冒
6
3
鼠
σ
障
）
を
基
礎
に
し
て
形
成
さ
れ
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
　
九
一
〇
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

月
に
中
央
か
ら
知
事
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
お
い
て
自
治
的
支
配
を
行
な
っ
た
。
各
部
門
と
そ
の
長
官
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
軍
事
委
員
会
（
閃
。
B
同
ω
帯
冒
－
Φ
圃
凝
）
…
・
：
後
述

　
市
政
局
（
σ
帥
一
㊤
α
岡
）
N
O
）
…
…
バ
ッ
ジ
ー
・
ミ
ー
ル
ザ
i
・
ハ
リ
ー
ル
如
9
ー
ヒ
同
三
月
N
卿
囚
ぴ
巴
昌

　
警
　
察
　
（
昌
。
掴
ρ
津
遡
㊦
）
：
・
：
・
サ
デ
ィ
ー
ク
・
ハ
ラ
ム
m
騨
α
同
ρ
畑
曽
目
ρ
ヨ

　
司
　
法
（
．
巴
一
契
Φ
）
：
：
：
マ
ジ
ド
ル
・
モ
ル
ク
竃
拶
寛
0
7
窯
。
欝

　
｛
郵
便
∵
蕾
勉
報
（
℃
○
ω
庁
。
げ
①
δ
σ
q
増
9
1
隔
Y
：
：
・
バ
シ
ー
ロ
ル
・
モ
ル
ク
じ
ご
ρ
q
。
び
胃
。
二
巴
9
犀
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表2　アンジョマソの人的構成

アンジョマソ代蓑または構成員名

HEjj’1　Mirza　Moljammad　Re4a　（議長），　eJ5jii　Akbar　Ar－

bab，　gajji　Seyyed　Malpmifd，　Shari’atmadar，　Molla　Mo－

ljarnmad　Rega－ye　Chektisari

Hajji　Mo‘in　o1－M乱m誠ek（議長），　Mirza　Asadollah　KhEn，

耳ajj王Seyyed　Maflmttd，　Shari‘atmadar，　Mollammad　Re毎一

ye　Chekitsari，耳ajji　Mirza　M的ammad　Rega（以上～ラシ

ュト代表），耳ajji　Re毎Aqa　Fakhra’i，　Ra‘is　ot－Tojjar（以

上，アソザリー代表）他不明

①

②

Aqa　Seyyed　‘Abd　ol－Vahhab，　Aqa　Sheykh　Lla＄an，　Ha－

jj－i　Moljammad　EslcandEni，　Mirza　Taqi　Khan　Mirab，

Mashhadi　Ya皐y混T議jer　Rashti

翠ajj三M1rza　Moljammad　Re轟，￥萌i　Sheykh琴［asani，

Seyyed　‘Abd　ol－VahhEb　＄Eleb，　BoyUk　KhEn　Raljma－

tabadi，　Aqa　Yabya　Tavvaf，　Mirza　Taqi　1〈han　Ta’ife，

HErtUn　GEIifstiyan，　MirzE　Javad　Naser　ol－Moll〈i，　Va－

k－il　ot－Tojj－ar，　Mo1iammad　Jatfar　Eskand－anl

a

b

c

輩琶jj1　M1rza　Moljammad　Re4E，耳昌∫j三Sheykh耳asan，

Aqa　SeyyeポAbd　o1－Vahhab，　Vakユ10レToj海・Mirza

AsadollEh　Khan，　ArtUn　Masllj1，　Mashhadi　Uajji　Aqa，

Llaj“　Moljarnmad　Aqa－ye　Tabrizl

xanM｛ii　MoxaM｝ten－Pe3a，　Ara　iueilx　XacaH，　Ara　Moxa“fsfen

BaicHnb－gT－Tynx｛ap，　xamKH　Aealloana，　xall＞Kn　Ara　hu｛p3a

AcaAonAa　xaH，　ABeTi｛c，　ApyTloH

d

③

（典拠）①一MG，§．9，②一MG，　S．45－6，③一a－MG，　S．82，③一b－

　　　G／M，S．139，③一。一　TBf，　j．　5，　S．314，③一d－VaBaHoB，　c。353

　
こ
の
う
ち
、
軍
事
委
員
会
は
サ
ヅ
タ
ー
ル
委

員
会
の
直
属
で
あ
っ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
他
の
諸
部
門
は
、
ほ
ぼ
州
ア
ソ
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
ン
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
市
政
局
は
主
に
民

生
面
を
担
当
し
、
道
路
や
路
地
の
舗
装
、
排
水

設
備
の
建
設
、
パ
ン
屋
や
肉
騰
の
調
査
、
市
内

の
清
掃
等
を
行
な
い
、
警
察
は
市
内
を
四
つ
の

地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
官
（
犀
㊤
一
帥
轟
伴
ρ
H
）

を
任
命
し
、
市
内
の
治
安
の
保
持
に
努
め
た
。

司
法
当
局
は
公
権
力
の
権
利
侵
害
の
排
除
と
法

に
よ
る
権
利
擁
護
を
謳
っ
た
声
明
文
を
発
行
し
r

⑪
た
。　

以
上
、
　
「
公
的
」
な
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
推
移

を
検
討
し
て
き
た
が
、
第
一
次
立
憲
鰯
期
の
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
と
蜂
起
後
の
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
と
の
基
本
的
性

格
の
相
違
－
勿
論
、
そ
れ
は
武
装
蜂
起
に
よ
る
知
事
権
力
の
転
覆
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
が
一
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

即
ち
、
前
者
が
知
事
権
力
と
の
拮
抗
関
係
の
中
で
地
方
行
政
の
補
完
的
役
割
を
果
た
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
ほ
ぼ
完
全
な
自
治
的
組
織
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
部
隊
と
の
連
絡
を
保
ち
、
シ
ャ
ー
と
そ
の
政
府
と
の
交
渉
の
任
に
当
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
相
違
を
人

的
構
成
の
側
面
か
ら
次
節
で
考
察
し
て
み
よ
う
。
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イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

（二）

ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
人
的
構
成

　
前
頁
に
掲
げ
た
表
2
中
の
①
、
②
、
③
欄
の
人
名
リ
ス
ト
は
本
章
冒
頭
で
述
べ
、
前
節
で
論
述
し
た
三
つ
の
時
期
の
「
公
的
」
ア
ン
ジ
ョ
マ

ン
の
代
表
ま
た
は
構
成
員
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
（
以
下
、
単
に
①
、
②
、
③
と
呼
ぶ
）
。
①
、
②
に
つ
い
て
は
う
ビ
ノ
の
記
述
に
拠
る
し
か
方
法

が
な
い
が
、
蜂
起
後
の
③
に
は
う
ビ
ノ
（
a
欄
）
、
フ
ァ
フ
ラ
ー
イ
ー
（
b
欄
）
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
（
c
欄
）
、
イ
ヴ
ァ
ノ
ブ
（
d
欄
）
の
示
す

人
名
リ
ス
ト
が
あ
る
（
以
下
、
a
、
b
、
c
、
d
）
。
　
c
、
d
は
蜂
起
直
後
に
結
成
さ
れ
た
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
a
は
既
に

第
二
次
立
憲
制
期
に
入
っ
た
一
九
〇
九
年
九
月
選
出
の
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
、
b
は
時
期
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
①
、
②
、
⑧
I
a
、
c
は
代
表
者
名

で
あ
り
、
b
は
構
成
員
名
、
d
は
い
ず
れ
か
判
じ
え
な
い
。

　
ま
ず
、
こ
の
表
の
①
、
②
を
比
較
し
て
、
即
座
に
気
付
く
の
は
①
の
代
表
五
人
の
う
ち
、
　
バ
ッ
ジ
ー
・
ア
ク
バ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ブ
畑
箇
嘗

≧
肉
び
錠
》
ぴ
飾
σ
を
除
く
四
人
ま
で
が
②
で
選
出
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
四
人
の
中
で
、
　
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
ル
栄
区
畠

寓
ρ
び
禽
Q
。
げ
霞
同
．
暮
B
巴
弩
と
バ
ッ
ジ
ー
・
セ
イ
エ
ド
・
マ
フ
ム
ー
ド
畑
鋤
嘗
ω
o
《
饗
α
寓
瀞
廿
壼
ま
は
立
憲
制
擁
護
と
い
う
立
場
か
ら
は
程

遠
く
、
む
し
ろ
反
立
憲
派
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
リ
！
ア
ト
マ
ダ
ー
ル
は
当
時
、
ラ
シ
ュ
ト
で
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
モ
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

タ
ヘ
ド
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
末
の
初
の
国
民
議
会
議
員
選
挙
の
際
に
は
、
そ
の
実
施
を
妨
害
し
よ
う
と
し
、
蜂
起
後
に
は
、
殺

害
か
ら
免
除
さ
れ
る
代
り
に
三
万
六
千
ト
マ
ー
ン
を
罰
金
と
し
て
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
に
よ
っ
て
取
り
立
て
ら
れ
た
。
彼
は
こ
の
罰
金
を
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

主
や
有
力
者
か
ら
立
憲
派
と
の
闘
い
の
為
に
集
め
て
い
た
十
万
ト
マ
ー
ン
の
中
か
ら
支
払
っ
た
と
い
う
。
バ
ッ
ジ
i
・
セ
イ
エ
ド
・
マ
フ
ム
ー

ド
は
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
ル
と
並
ん
で
最
有
力
で
あ
っ
た
反
立
憲
派
の
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
、
バ
ッ
ジ
ー
・
ホ
マ
ー
ミ
ー
倒
四
嘗
囚
プ
。
白
助
ヨ
一
の

女
婿
で
あ
り
、
一
九
〇
七
年
四
月
の
ウ
ラ
マ
ー
を
中
心
と
す
る
、
ラ
シ
ュ
ト
郊
外
の
ナ
ー
セ
リ
ー
工
二
黒
興
ゼ
。
に
お
け
る
立
憲
制
反
対
の
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

議
行
動
で
は
、
ホ
マ
ー
ミ
i
等
と
共
に
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
②
の
議
長
（
箪
．
圃
ω
）
で
あ
っ
た
モ
イ
ー
ノ
ル
・
マ
マ
ー
レ
ク
竃
。
、
ぎ
。
ゲ
冨
㌣

ヨ
入
玉
も
元
来
、
立
憲
制
に
は
同
調
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
末
、
バ
ク
ー
や
テ
ィ
フ
リ
ス
で
同
地
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
に
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脅
迫
さ
れ
、
立
憲
派
に
転
向
す
る
旨
の
誓
紙
を
取
ら
れ
た
。
し
か
し
シ
ャ
ー
の
ク
ー
デ
タ
が
成
功
す
る
や
否
や
、
知
事
庁
舎
（
◎
似
残
O
囲
一
げ
O
障
螢
ヨ
Φ
）

に
逃
亡
し
、
　
「
今
後
、
一
切
、
立
憲
制
に
は
用
は
な
い
。
」
　
と
言
明
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
①
、
②
の
代
表
（
特
に
ラ
シ
ュ
ト
代
表
）
間

に
は
、
共
に
階
層
別
に
選
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
殆
ど
差
違
が
な
い
こ
と
、
ま
た
代
表
間
で
立
憲
制
に
つ
い
て
見
解
が
必
ず
し
も
一

致
し
て
お
ら
ず
、
反
対
乃
至
は
動
揺
的
な
立
場
に
立
つ
者
も
存
在
し
た
こ
と
等
が
知
れ
よ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
③
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
以
下
の
諸
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
メ
ン
バ
ー
が
ほ
ぼ
一
新
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

僅
か
に
①
、
②
か
ら
一
貫
目
て
残
っ
て
い
る
の
は
ミ
ー
ル
ザ
…
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
レ
ザ
ー
竃
冒
畠
冨
。
冨
B
B
p
α
閑
①
母
の
み
で
あ
り
、
②

か
ら
は
、
・
・
ー
ル
ザ
上
・
ア
サ
ド
ッ
ラ
i
・
ハ
ー
ン
冨
騨
畠
諺
ω
ρ
α
o
瓢
餌
げ
囚
げ
9
（
c
、
d
）
だ
け
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
比
較
的
熱
心
な
立

憲
派
活
動
家
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
知
事
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
に
よ
っ
て
共
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
遽
放
さ
れ
て
い
た
第
一
次
国

民
議
会
の
ギ
ー
ラ
ー
ン
選
出
代
議
士
ヴ
ァ
キ
ー
ロ
ッ
・
ト
ッ
ジ
ャ
ー
ル
＜
ρ
露
一
9
肖
。
」
一
跨
（
b
、
c
、
d
）
と
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
の
セ
イ
エ
ド
・

ア
ブ
ド
ル
・
ヴ
ァ
ッ
ハ
ー
ブ
・
サ
ー
レ
フ
ω
Φ
団
《
㊦
α
、
》
σ
鳥
。
憎
く
㊤
げ
び
似
σ
⑭
鐘
①
＃
（
a
、
b
、
c
）
が
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
前
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
ロ
シ
ア
語
を
理
解
し
た
の
で
、
ラ
シ
ュ
ト
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
と
バ
ク
ー
の
革
命
家
グ
ル
ー
プ
と
の
仲
介
役
を
し
た
と
言
わ
れ
、
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
先
に
触
れ
た
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
リ
ー
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
創
設
者
で
あ
っ
た
。
更
に
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
の
一
員
で
も
あ
っ
た
ミ
ー
ル
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
・
ナ
ー
セ
p
ル
・
モ
ル
キ
ー
寓
冒
巨
星
く
9
1
α
重
罰
曾
0
7
嵐
。
切
図
（
b
）
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
何
故

な
ら
、
①
、
②
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
と
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
と
の
直
接
的
な
人
的
関
係
は
管
見
の
限
り
、
史
料
上
か
ら
は
殆
ど
抽
出
し
え
な
い

　
　
　
　
⑬

か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
跨
℃
鴇
6
踏
（
b
？
、
c
、
d
）
、
》
器
旨
。
（
d
）
と
い
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
事
実
の
背
景
に
は
、
当
時
ラ
シ
ュ
ト
だ
け
で
、
約
百
家
族
（
う
ち
四
〇
家
族
は
イ
ラ
ン
国
籍
）
の
ア
ル
メ
一
一
ア
人
が
居
住
し
、
商
業
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
蜂
起
、
進
軍
に
彼
ら
が
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
法
の
下
で
の
民
族
平
等

　
　
⑯

の
主
張
が
反
映
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
①
菊
騨
三
筆
9
ミ
9
ρ
二
7
H
這
に
よ
る
と
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
は
以
下
の
よ
う
な
　
　「
非
公
的
」
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
存
在
し
た
。
（
但
し
、
「
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
」
と
い
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う
語
は
省
略
し
、
名
称
・
構
成
主
体
の
み
掲
げ
る
）
、
　
ω
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
リ
i

》
σ
御
．
7
男
農
嵩
（
一
章
註
⑰
参
照
）
、
ω
ア
ス
ナ
ー
フ
〉
鴇
繰
（
同
職
組
合
）
、
㈲

　
マ
ヅ
ラ
ー
キ
ー
ン
鼠
巴
藪
内
冒
（
地
主
）
、
㈹
ヘ
イ
リ
ー
争
論
『
o
騰
昌
《
o
（
反
動
派

　
と
政
庁
職
員
㊤
岬
山
、
受
⑦
骨
O
評
q
ヨ
鉾
）
、
㈲
フ
ァ
ー
テ
ミ
ー
工
思
量
O
ヨ
望
O
．
（
セ

　
ィ
ェ
ド
ω
四
血
9
1
け
）
へ
㈲
ル
ー
ハ
ニ
ー
ヤ
ー
ン
国
鋤
σ
p
匿
望
似
コ
（
ト
ッ
ラ
ー
ブ
叶
。
〒

　
団
σ
）
、
ω
ノ
ス
ラ
ト
宕
。
質
舞
（
タ
ブ
リ
ー
ズ
商
人
）
、
㈲
ヴ
ァ
フ
ァ
ー
＜
餌
識
．

　
（
オ
ス
タ
ー
ド
サ
ラ
ー
○
ω
萄
胤
ω
P
識
区
っ
・
）
、
㈲
サ
フ
ァ
ー
・
頓
9
㌶
”
（
サ
ー
ガ
リ

　
ー
サ
ー
ザ
ー
ン
ω
訓
σ
q
げ
㊤
嵩
路
N
倒
p
区
）
、
鱒
モ
ア
ー
ヴ
ェ
ナ
ト
鑑
。
、
幽
く
。
口
暮
（
チ

　
ョ
マ
ー
ル
サ
ラ
i
O
ぴ
。
旨
四
同
o
o
9
「
創
区
）
、
⑪
サ
ッ
ヤ
ー
リ
ー
エ
ω
騨
望
顎
下
昌
望
。
（
各

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
か
ら
の
一
、
二
名
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
）
。
大
部
分
が
立
憲

　
派
で
あ
っ
た
と
ざ
れ
る
㈹
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
議
長
は
「
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
ー
」
運
動

　
の
指
導
者
ク
ー
チ
ェ
ク
・
ハ
ー
ン
鑓
同
震
創
囚
9
魯
。
障
聚
げ
ぎ
で
あ
っ
た
（
6
午

　
島
超
《
o
ぎ
≧
P
伊
G
。
O
　
）
。
．
㈲
～
㈹
は
居
住
区
岩
山
p
冨
一
一
Φ
）
住
民
に
よ
っ
て
結

　
成
さ
れ
た
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
で
あ
り
、
オ
ス
タ
…
ド
サ
ラ
L
区
は
ラ
シ
ュ
ト
の
七
居

　
露
霜
の
一
つ
、
サ
ー
ガ
リ
ー
サ
ー
ザ
ー
ン
区
、
チ
ョ
．
マ
．
ー
ル
サ
ラ
ー
区
は
そ
れ
ぞ

　
れ
、
．
ザ
ー
ヘ
ダ
…
ン
N
響
①
α
壁
区
、
キ
ャ
ー
ブ
穴
ぞ
似
ぴ
区
の
分
区
（
コ
9
ぞ
Φ
）

　
（
潟
9
◎
σ
一
昌
O
陶
．
．
℃
O
勺
、
．
、
℃
憎
．
Q
Q
①
I
Q
g
刈
）
。
ロ
シ
ア
側
史
料
（
肉
切
銘
。
押
。
も
．
＝
O
）
で

　
は
一
九
〇
七
年
秋
迄
に
一
二
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
ラ
シ
ュ
ト
に
存
在
し
た
と
さ
れ

　
る
が
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
、
　
「
公
的
」
な
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
を
除
く
一
〇
ア
ン
ジ
ョ
マ

　
ン
の
う
ち
、
名
実
共
に
一
致
す
る
の
は
㈲
、
㈲
、
㈲
だ
け
で
あ
り
、
先
に
掲
げ
た

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
以
外
に
も
数
多
く
存
在
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

②
　
9
ε
o
ヨ
9
。
苧
①
男
9
・
筈
ゴ
ρ
ユ
。
ヨ
簿
亭
。
日
蝕
貫
騨
ε
o
ヨ
㊤
亭
。
く
Φ
一
更
嘱
繋
同
（
ま
た

　
は
。
嘱
側
智
勇
Y
望
¢
O
認
雪
等
々
、
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が
、
特
記
し
な
い
限
り
、

　
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
選
出
迄
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
を
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ソ
ジ
ョ
噌
、
ン
、
そ
．

　
れ
以
降
に
つ
い
て
は
単
に
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
尚
、
一
般

　
に
エ
ヤ
ー
ラ
ト
。
愚
一
簿
は
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
ト
く
⑦
二
二
暮
の
上
位
概
念
と
し
て
想

　
定
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
区
別
な
く
「
州
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
る
コ

⑧
｝
九
〇
七
年
二
月
の
記
事
中
に
、
「
バ
ッ
ジ
ー
・
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
の
家
に
作
ら

　
れ
た
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
」
と
あ
る
（
菊
麟
σ
一
⇒
O
、
ミ
O
b
ρ
　
Q
o
）
。

④
涛
p
σ
貯
9
さ
．
m
」
。
。
山
ρ
同
文
中
に
は
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
法
で
は
な
く
選
挙

　
法
（
ρ
倒
呂
コ
ゐ
〇
三
辞
訂
σ
理
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
議
会
宛
の
電
報
文

　
要
旨
の
中
で
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
規
則
（
コ
。
猫
ヨ
鵠
創
旨
㊦
受
。
㊤
畠
0
5
塁
－
｝
感
－
矯
①

　
①
田
丸
p
自
）
が
要
求
さ
れ
（
§
　
し
◎
■
　
Q
Q
ω
b
σ
一
ω
ω
Q
σ
）
、
切
鼻
驚
酬
．
製
O
醤
ド
ρ
①
の
で

　
も
同
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
と
し
た
。

⑤
．
菊
即
三
8
、
ミ
9
伊
お
歯
P
こ
の
騒
動
に
婦
人
や
武
装
集
団
も
参
加
し
て
い
た

　
こ
と
は
興
味
深
い
。
　
「
店
が
閉
め
ら
れ
て
い
た
数
日
間
、
婦
人
で
さ
え
棒
を
持
つ

　
て
人
々
が
店
を
戴
こ
う
と
す
る
の
を
制
止
し
た
。
市
の
人
々
は
こ
こ
数
日
間
、
鉄

　
砲
を
携
帯
し
、
武
装
を
し
、
赤
旗
を
持
っ
て
バ
ー
ザ
ー
ル
内
を
行
き
来
し
て
い
た
。
」

　
（
男
P
σ
一
コ
O
㌧
　
ミ
O
℃
0
．
b
⊃
一
）
。

⑥
国
。
コ
毘
o
c
ロ
”
o
弓
●
お
悼
占
G
。
ω
◆

⑦
．
〉
．
辱
ω
噛
び
9
ヨ
σ
8
掌
卜
§
ミ
ミ
乱
ミ
ミ
国
含
ミ
畏
§
ミ
量
口
吻
○
蔦
。
同
鼻

　
お
q
ρ
『
o
冥
・
お
①
ρ
や
ミ
㊤
（
岡
晦
正
孝
訳
『
ペ
ル
シ
ア
の
地
主
と
農
民
』
岩
波

　
書
店
、
一
九
七
六
、
一
八
六
頁
）
。
マ
ン
ス
ー
レ
は
｝
出
．
＝
三
一
五
年
0
幾
緯

　
月
（
笙
／
四
月
）
の
法
に
基
づ
い
て
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
の
基
礎
が
確
立
し
た
と
し

　
て
い
る
（
m
鍬
上
月
と
す
る
の
は
同
法
の
議
決
時
だ
と
思
わ
れ
る
）
　
（
竃
ゆ
葛
母
P

　
、
遷
§
聴
罫
§
村
愚
犠
蓬
O
㍗
“
眺
言
＆
蕊
恥
遷
駐
押
ω
。
謀
㌣
一
q
O
）
。
ま
た
、
キ

　
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
は
同
法
の
幻
騨
σ
矧
．
o
臼
－
驚
喜
昌
月
成
立
時
か
ら
各
都
市
に
存
在

　
し
た
勝
手
な
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
消
え
失
せ
、
同
法
に
基
づ
い
て
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
が

　
選
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
る
（
囚
霧
隠
く
同
”
田
口
ミ
、
ρ
参
り
）
。

　
尚
、
同
法
の
評
緬
に
つ
い
て
は
、
　
O
言
国
軍
鎚
。
じ
。
》
o
ぢ
●
δ
心
ム
①
メ

⑧
　
野
匿
ぴ
ヨ
9
ミ
9
や
も
Q
Q
◎
曜

⑨
　
ミ
銀
噸
』
刈
。
。
ゐ
。
。
O
か
ら
の
抄
訳
。
以
下
の
引
用
も
同
所
。

⑩
　
第
一
に
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
で
規
定
さ
れ
た
。
蜜
蝕
暮
と
く
皿
3
・
馨
の
区
励

　
が
不
明
確
で
あ
っ
て
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
が
く
①
厨
望
鉾
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
（
両
者
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の
任
務
は
ほ
ぼ
岡
じ
で
あ
っ
た
が
、
中
心
都
市
選
出
代
表
数
は
。
滋
一
暮
一
二
、

ぐ
。
団
望
二
六
）
、
簗
二
に
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
の
選
挙
を
実
施
せ
ず
に
階
暦
別
に
選

　
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
第
三
に
地
区
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
（
雪
む
ヨ
豊
－
o
σ
o
一
－

　
欝
理
）
は
解
散
す
る
よ
う
決
定
さ
れ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、

　
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
以
下
の
よ
う
な
指
示
が
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
も
う
選
挙
は
実
施
せ
ず
に
、
六
階
層
（
窟
げ
p
ρ
理
）
、
即
ち
ウ
ラ
マ
ー
・
商
人
・

　
農
民
・
職
人
・
地
主
・
名
士
（
㊤
、
望
響
）
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
各
階
層
は
自
ら
の
代

衷
を
指
定
す
る
よ
う
に
。
戸
々
（
α
Φ
姦
梓
）
に
作
ら
れ
た
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
解
散

　
さ
せ
ら
れ
る
と
決
め
ら
れ
た
。
」
（
菊
騨
げ
一
昌
O
℃
ミ
O
、
o
o
・
幽
Q
Q
）
。

＠
　
§
ρ
ミ
㌣
b
。
謬
参
照
。
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
第
四
七
条
に
よ
る
と
管
理
委

　
員
会
は
選
挙
終
了
後
一
週
間
で
鯉
…
散
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

⑫
菊
ρ
ぼ
昌
9
ミ
9
や
お
．
ラ
シ
ュ
ト
近
郊
（
日
㊤
益
誠
）
を
除
く
と
ギ
ー
ラ
ー
ン

　
は
一
八
の
地
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
（
菊
ρ
σ
一
昌
O
㌧
　
．
鴨
H
v
O
勺
㌧
．
、
℃
℃
．
師
岡
l
O
◎
◎
）
か
ら
、

　
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
法
第
一
一
九
条
に
い
う
定
数
に
合
致
し
て
い
る
が
、
代
表
者
名

　
は
う
シ
ュ
ト
、
ア
ン
ザ
リ
ー
以
外
は
判
明
し
な
い
（
表
2
、
②
欄
参
照
）
。

⑬
潟
㊤
ぴ
貯
p
ミ
9
や
⑩
占
O
■

⑭
　
関
㊤
び
言
P
ミ
9
炉
蒔
メ
新
し
く
結
成
さ
れ
た
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
ア
ン
ジ
ョ
マ

　
ン
の
討
議
・
決
定
等
を
掲
載
し
た
鼠
ミ
。
ミ
§
る
」
§
§
込
鴨
導
ミ
㌣
ミ
Ψ
聴
9
ミ
盆

　
と
題
す
る
新
聞
を
〉
．
螢
一
三
二
五
年
菊
ρ
宣
σ
月
二
二
日
／
一
九
〇
七
年
八
月

　
三
一
日
付
よ
り
四
号
発
行
し
た
（
鴨
艶
ξ
卿
．
一
㌧
O
、
言
や
b
。
団
。
。
嚇
国
◎
9
じ
d
δ
婁
コ
①
㌧

　
§
恥
℃
鳶
頭
ミ
ミ
勺
。
ミ
曙
ミ
§
蹴
ミ
§
℃
馬
凌
奪
い
0
9
ヨ
σ
二
£
Φ
レ
リ
ド
劇
㌧
や
ミ
）
。

　
各
地
の
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
発
行
新
聞
の
史
料
的
重
要
性
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

　
（
八
尾
師
誠
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
と
新
聞
i
『
鼠
ミ
◎
§
ミ
畠
紙
の
分
析
に
む
け
て

　
一
」
護
雅
夫
編
『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
山
川
出
版
社
、
一

　
九
八
三
、
所
収
、
八
四
七
一
八
八
五
頁
、
参
照
）
が
、
同
紙
に
つ
い
て
は
筆
者
未

　
見
で
あ
る
。

⑯
　
菊
ρ
三
士
9
ミ
9
ρ
。
。
P
心
ρ
一
九
〇
七
年
六
月
に
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン

　
は
「
農
罠
は
地
主
に
小
作
料
を
支
払
う
べ
し
」
と
い
う
主
旨
の
布
告
（
①
、
蜜
ロ
）
を

　
貼
り
出
し
た
。
ま
た
、
農
民
に
小
作
料
不
払
い
を
呼
び
か
け
た
ラ
ヒ
ー
ム
・
シ
ー

　
シ
ェ
ボ
ル
国
”
7
7
岡
ヨ
ω
管
。
。
一
嵩
？
σ
巳
か
ら
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
代
表
権
を
ラ
シ
ュ
ト
・

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
剥
奪
し
た
（
国
P
σ
｛
コ
O
ヤ
　
§
、
ω
e
ω
b
二
）
こ
と
も
農
民
に
対
す
る

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
の
立
場
を
象
徴
す
る
一
、
例
と
言
え
る
。

⑯
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
地
主
か
ら
国
包
議
会
に
宛
て
た
電
報
（
一
九
〇
七
年
三
月
）
文

　
中
に
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
農
民
は
立
憲
制
政
治
の
意
味
を
全
く
の
自
由
で
あ
り
、
税

　
を
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
、
謀
反
を
起
し
て
い
る
、
と
あ
る
（
H
ハ
2
日
餌
昌
」

　
襲
こ
■
心
層
ρ
一
一
㊤
…
§
や
・
。
ω
令
卜
。
ω
窃
…
ぎ
喜
缶
、
酬
O
ま
ρ
一
8
）
。
更

　
に
、
日
付
不
明
で
あ
る
が
内
容
か
ら
し
て
恐
ら
く
一
九
〇
七
年
一
〇
月
頃
の
手
紙

　
文
中
に
も
、
政
府
か
ら
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
騒
動
を
鎮
静
化
す
る
命
を
受
け
て
国
㊤
7

　
σ
q
9
「
琶
地
方
に
向
か
っ
た
あ
る
軍
長
官
が
同
地
の
住
民
に
「
何
故
こ
の
よ
う
な

　
騒
ぎ
を
起
す
の
か
」
と
尋
ね
た
所
、
　
「
政
府
が
立
憲
制
に
な
っ
た
」
と
返
答
し
た

　
と
記
さ
れ
て
い
る
（
＞
h
ω
げ
9
一
「
ヤ
　
6
▼
8
ミ
　
噸
．
α
悼
I
q
Q
Ω
）
。

⑰
、
州
内
に
一
四
の
支
部
を
有
し
五
百
名
以
上
の
会
員
を
擁
し
た
と
さ
れ
る
（
菊
㌣

　
σ
ヨ
9
§
あ
■
綬
）
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
リ
ー
・
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
ア
ー
シ
ェ
ー
ラ

　
！
、
鋤
ω
げ
理
創
の
ホ
セ
イ
ン
哀
悼
行
事
．
㊤
N
匿
理
や
。
り
冒
。
－
N
螢
ロ
の
一
派
と
し
て
有

　
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
知
事
側
か
ら
の
干
渉
を
免
れ
自
由
に
政
治
．
社
会
問
題

　
を
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
（
司
更
耳
倒
、
同
b
O
ま
ρ
。
。
③
）
。
同
ア
ン
ジ
ョ

　
マ
ソ
は
一
九
〇
七
年
頃
に
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
．
〉
σ
鼠
訟
と
も
名
乗
り
、
知
窺
や

　
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ソ
の
一
部
と
対
立
し
、
同
年
一
一
月
に
は
最
高
責
任
者
を
含
む
幹

　
部
が
知
事
に
よ
っ
て
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
。
立
憲
派
と
目
さ
れ
た
ギ
ー
ラ
ー
ン
選

　
出
代
議
士
ホ
サ
ー
モ
ル
。
エ
ス
ラ
ー
ム
掴
。
路
ヨ
。
7
同
ω
碕
ヨ
も
ア
ッ
パ
ー
ス
ィ

　
一
・
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
を
次
の
如
く
敵
視
し
た
。

　
「
説
教
壇
か
ら
ホ
サ
ー
モ
ル
・
エ
ス
ラ
ー
ム
は
『
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
・
ア
ン
ジ
ョ

　
マ
ン
は
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
お
け
る
全
騒
動
の
火
元
と
な
っ
た
』
と
述
べ
た
。
そ
こ
に

　
居
合
わ
せ
た
聴
衆
の
一
人
が
立
ち
上
が
っ
て
『
地
主
が
農
民
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
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イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

我
々
は
許
さ
な
い
そ
』
と
言
っ
た
。
」
（
菊
P
σ
一
鵠
O
、
　
ミ
O
b
切
．
α
q
）
。
こ
の
記
述
か

　
ら
も
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
農
民
運
動
は
社
会
的
運
動
の
特
質
を
有
し
て
い
た
と
す
る

　
ア
ー
ダ
ミ
ヤ
ッ
ト
が
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
リ
ー
・
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
農
属
階
層
に
影

響
力
を
も
っ
た
と
主
張
す
る
の
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い

　
（
回
臼
ヨ
ぞ
饗
け
、
己
鼻
伊
①
。
。
畠
Φ
参
照
）
。
出
剛
、
　
「
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
ー
」
運
脱
甥
へ

　
の
農
民
参
加
を
分
析
し
た
次
の
論
稿
は
こ
の
隣
期
の
農
罵
騒
動
を
考
え
る
上
で
も
、

　
一
つ
の
視
角
を
与
え
て
く
れ
る
。
O
h
．
筆
姻
震
。
旨
｛
卿
国
．
〉
σ
薬
嚢
ヨ
冨
詳
、
．
8
げ
。

　
冥
。
ヨ
㊦
〈
o
素
望
。
器
蔓
℃
⑦
霧
p
簿
運
o
h
寓
0
9
ヨ
賢
雪
、
、
”
N
ミ
§
ミ
畑
9
畿
ミ
騎
㌧

　
区
剛
（
お
刈
◎
o
）
㌔
℃
や
さ
。
＄
－
ω
O
心
．

⑲
幻
p
σ
営
ρ
ミ
あ
』
。
。
．

⑲
刃
9
首
。
、
ミ
9
0
．
窃
9

⑳
　
潟
p
σ
言
9
ミ
㌧
ρ
紹
・
司
法
会
議
は
ウ
ラ
マ
ー
・
商
人
・
名
士
・
地
主
・
職

　
人
の
五
階
層
か
ら
二
名
つ
つ
の
一
〇
名
で
構
成
さ
れ
る
と
布
衡
さ
れ
た
。
エ
ス
フ

　
ァ
ハ
ー
ン
で
も
「
公
的
」
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
と
は
別
に
ウ
ラ
マ
ー
・
商
人
・
同
職
組

　
合
か
ら
各
々
二
名
つ
つ
で
構
成
す
る
〉
昌
甘
目
p
亭
一
．
＞
9
曙
。
（
ま
た
は
〉
呂
亭

　
ヨ
雪
㍍
、
〉
α
理
警
同
）
（
ω
凶
。
）
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う
（
い
餌
翠
黛
o
P
．
、
℃
頸
ω
貯
昌
勺
。
－

　
凱
鼠
0
9
ω
o
鼠
。
鉱
⑦
μ
、
．
や
お
）
。

⑳
ヵ
p
σ
貯
p
さ
る
・
器
・

⑫
　
＝
器
蓉
6
コ
リ
。
ゼ
．
一
お
り

㊧
　
鵠
。
・
壁
8
”
o
ゼ
．
卜
。
①
O
I
卜
。
①
一
．

⑭
　
曲
げ
習
σ
q
胃
の
酬
、
一
8
－
旨
㊤
ρ
創
昌
同
い
巴
‘
二
等
勘
寧
馬
↓
勘
為
ぎ
㌣
聴
　
斎
禽
．
馬
、
込
馬

　
§
肋
ミ
蟄
や
聴
謡
専
劇
§
ミ
貼
－
ミ
蝿
恥
誉
ミ
噛
。
寧
U
o
ミ
魯
8
Φ
ξ
ぎ
㌧
Q
D
．
出
」
。
。
軌
Q
。
”

　
や
b
。
典
テ
ヘ
ラ
ン
宛
の
》
・
国
・
二
二
二
六
年
｝
o
蔵
匿
倒
．
学
〉
＜
＜
巴
月
一
日
／
一
九

　
〇
八
年
六
月
一
日
付
電
報
文
か
ら
引
用
。

⑳
浮
壁
。
国
、
q
℃
』
。
。
O
I
器
ド

⑭
　
閃
螢
σ
首
9
ミ
9
覗
■
鶏
1
①
Q
。
…
囚
霧
毒
く
同
㌧
↓
ミ
℃
ρ
鵯
b
。
㎞
切
ρ
b
。
A
Q
。
＼
逡
ρ

　
累
。
幹
二
〇
占
一
ご
置
ζ
5
毘
o
P
o
↓
や
b
。
鳶
、
爬
。
。
O
I
卜
。
c
。
一
．

　
こ
の
時
、
バ
ー
ザ
ー
ル
を
開
け
さ
せ
る
為
に
派
遣
さ
れ
た
カ
ザ
ク
部
隊
に
向
け
あ

　
る
若
者
が
発
砲
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
騒
動
が
勃
発
し
、
一
入
の
役
人
と
三
人

　
の
住
民
が
死
亡
し
た
。
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
が
ラ
シ
ュ
ト
に
到
着
す
る
迄
、

　
市
内
は
騒
然
と
し
て
お
り
、
そ
の
模
様
を
ラ
ビ
ノ
は
一
九
〇
八
年
六
月
二
〇
目
付

　
の
テ
ヘ
ラ
ン
へ
の
通
信
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
「
…
…
バ
ー
ザ
ー
ル
は
目
下
、
閉
鎖
さ
れ
町
は
興
奮
状
態
に
あ
る
。
私
は
現
在
ま

　
で
暴
動
と
称
ざ
れ
る
も
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
（
人
々
の
）
感
情
は
ど

　
ん
な
些
細
な
墓
件
で
も
重
大
な
混
乱
に
陥
り
か
ね
な
い
程
で
あ
る
。
…
…
」
　
（
切
ρ

　
濾
Q
。
＼
譲
O
㌧
累
ρ
這
b
σ
）
。

㊧
　
涛
餌
び
貯
p
』
合
い
ρ
①
Φ
㎞
司
ρ
b
。
直
。
。
＼
逡
P
賭
。
．
一
ぬ
．

⑱
H
（
。
毒
斜
昌
壇
霞
こ
』
る
．
ω
暴

⑭
　
こ
の
時
期
の
自
治
状
態
の
一
つ
の
例
証
と
し
て
、
シ
ャ
ー
の
廃
位
後
、
権
力
奪

　
取
の
絶
好
の
機
会
と
み
て
イ
ラ
ン
に
帰
国
し
た
ゼ
ッ
ロ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
掴
⑦
一
｝

　
8
あ
。
一
罪
昌
（
シ
ャ
ー
の
伯
父
）
の
う
シ
ュ
ト
で
の
監
禁
事
件
を
巡
る
中
央
政
府

　
と
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
の
遣
り
取
り
を
挙
げ
て
お
く
。
立
憲
制
回
復
後
、
テ
ヘ
ラ

　
ン
に
戻
り
新
中
央
政
府
に
影
響
力
を
も
っ
た
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
の
薯
望
。
価
掴
霧
磐

　
目
p
ρ
冒
践
Φ
は
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
対
し
て
、
中
央
政
府
の
権
力
強
化
と
命
令
へ

　
の
絶
対
服
従
を
理
由
に
政
府
か
ら
ラ
シ
ュ
ト
に
派
遣
さ
れ
た
特
使
に
ゼ
ッ
ロ
ッ
・

　
ソ
ル
タ
ー
ン
を
引
き
渡
す
よ
う
に
強
く
迫
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
〉
．
出
◎
＝
一
一
二
七

　
年
ω
げ
㊤
．
σ
釧
口
月
四
目
／
一
九
〇
九
年
八
月
二
一
B
付
の
電
報
に
お
い
て
、
州
ア
ソ

　
ジ
ョ
マ
ン
は
ゼ
ッ
ロ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
反
論
す
る
の
み
な
ら
ず
、

　
逆
に
中
央
の
地
方
に
対
す
る
行
政
指
灘
の
怠
慢
を
難
詰
し
、
　
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
・
ア

　
ン
ジ
ョ
マ
ソ
は
六
か
月
の
問
、
戦
争
と
革
命
状
態
の
中
で
、
内
外
の
批
判
を
浴
び

　
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
全
外
園
代
表
か
ら
欝
面
の
感
謝
状
を
得
る
程
の
行
動
を
と

　
っ
て
き
た
。
」
と
そ
の
自
治
能
力
を
誇
示
し
た
（
＞
h
ω
薮
さ
O
賊
ミ
あ
。
ミ
朝
占
。
。
心
）
。

⑳
　
「
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
司
法
や
警
察
」
を
新
し
く
派
遣
さ
れ

　
た
知
築
は
知
事
職
へ
の
介
入
で
あ
る
と
非
難
し
た
（
夘
ρ
σ
㎞
昌
O
、
§
㌧
朋
．
o
Q
㊤
）
。
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⑪
臣
窪
蝕
．
鮒
O
ま
ρ
お
b
ひ
占
。
。
伊

⑫
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
一
九
〇
九
年
二
月
下
旬
に
早
く
も
テ
ヘ
ラ
ン
駐
在
の
主
要

　
五
か
国
の
外
交
代
表
に
電
報
を
送
り
、
自
ら
の
目
的
を
国
民
的
政
治
（
言
忌
ぎ
累
。

　
ヨ
。
葺
）
の
再
確
立
で
あ
る
と
し
（
霊
山
。
一
〇
訂
習
。
、
鴇
ミ
、
噺
．
伊
噸
’
H
譲
）
、
同
年

　
五
月
に
は
政
府
に
対
し
、
政
府
と
国
民
の
一
致
協
力
に
よ
っ
て
立
憲
制
の
再
建
を

　
目
指
す
よ
う
呼
び
か
け
た
（
図
9
8
ぎ
押
↓
ミ
、
馳
㎝
、
炉
お
。
。
ム
ω
①
）
が
、
実
効
が

　
な
か
っ
た
為
に
再
度
六
月
下
旬
に
「
我
々
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
篤
単
な
言
葉
で

　
包
み
隠
さ
ず
述
べ
ら
れ
よ
」
と
明
快
な
回
答
を
求
め
る
電
報
を
送
付
し
た
（
誕
。
吋
－

　
昌
習
押
↓
罵
こ
．
㎝
”
塑
■
ま
①
ム
O
◎
。
）
。

⑳
　
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
ル
の
父
モ
ッ
ラ
ー
・
ラ
フ
ィ
ー
嵩
。
嵩
倒
幻
p
口
．
は
ギ

　
ー
ラ
ー
ン
で
最
も
名
高
い
宗
教
指
導
者
と
評
さ
れ
た
（
譲
’
劉
図
㊤
σ
貯
P
、
．
菊
巳
⑦
話

　
o
h
9
一
雪
、
、
．
旨
袋
§
ミ
ミ
帖
ぎ
沁
遷
ミ
抵
詮
織
轟
“
い
暑
ミ
8
（
一
り
b
。
O
）
讐
．
H
H
H
噂

　
℃
や
b
二
。
。
。
。
凸
◎
。
偽
）
。
し
か
し
、
シ
ャ
リ
ー
ア
ト
マ
ダ
ー
ル
は
男
O
．
b
。
心
◎
。
＼
置
ρ
冥
？

　
欝
銘
。
ω
o
h
O
嬬
ρ
斜
鼻
ρ
笛
O
中
で
モ
ジ
ェ
タ
ヘ
ド
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

　
の
の
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
史
料
上
か
ら
不
詳
。

⑭
　
菊
ρ
三
昌
9
ミ
9
ρ
り
甲
り
ω
・
ラ
ビ
ノ
は
そ
の
理
由
を
体
制
の
変
化
に
伴
っ
て
、

　
彼
が
様
々
な
名
目
で
政
府
か
ら
得
て
い
た
収
入
に
損
害
が
生
ず
る
の
を
恐
れ
た
こ

　
と
に
求
め
て
い
る
。

⑳
　
涛
餌
σ
冒
P
ミ
9
や
ミ
■

⑳
　
聖
王
臼
翁
、
同
℃
Q
醤
8
や
一
二
占
お
．

⑳
　
バ
ッ
ジ
ー
。
ホ
マ
ー
・
ミ
ー
に
つ
い
て
は
、
国
騨
一
幽
『
『
四
．
同
㌔
Q
醤
へ
”
咽
’
り
恥
1
一
〇
一
参

　
照
。
こ
の
時
期
に
全
国
的
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
層
の
分
裂
的
傾
向

　
の
｝
環
と
も
言
え
る
ナ
ー
セ
リ
ー
エ
で
の
抗
議
行
動
は
ラ
シ
ュ
ト
・
ア
ソ
ジ
ョ
マ

　
ン
へ
の
不
満
が
そ
の
発
端
で
あ
っ
た
。
以
下
の
文
献
の
該
当
箇
所
参
照
。

　
切
p
σ
貯
P
ミ
9
ρ
道
占
Q
。
㌧
H
O
◎
。
山
O
舟
男
p
ド
芹
似
、
P
O
臨
調
。
一
〇
9
囚
段
臼
創
昌
℃

　
↓
切
㌧
こ
．
倉
ρ
路
◎
。
噛
ミ
ミ
印
』
α
O
…
ω
・
》
．
〉
二
〇
旨
9
ρ
＆
噛
、
、
8
ぴ
。
¢
冨
愚
僧
．
。
陰
円
『
㌣

　
紐
氏
。
影
濠
け
○
℃
℃
o
。
。
三
8
8
℃
ρ
ユ
ご
日
宇
け
程
断
面
”
δ
ミ
占
8
P
、
．
ミ
ミ
ミ
馬

　
肉
蕊
馬
ミ
§
砺
ミ
ミ
塗
〆
＜
＝
㌧
b
。
（
一
㊤
Q
Q
ド
）
悔
や
唱
◎
。
■

⑳
　
幻
㊤
σ
貯
ρ
ミ
9
ρ
り
G
。
㌧
㊤
①
．

⑱
ヵ
p
σ
貯
9
』
贈
る
，
＄
団
団
ρ
漣
。
。
＼
⑩
蒔
ρ
累
。
」
F

⑳
》
O
p
犠
飛
饗
二
三
画
ρ
罫
昌
」
●
同
所
に
よ
れ
ば
ヴ
ァ
キ
ー
ロ
ッ
・
ト
ッ
ジ

　
ヤ
ー
ル
は
カ
フ
カ
ズ
と
取
引
き
の
あ
っ
た
商
人
で
、
バ
ク
ー
の
ロ
シ
ア
人
学
校
で

　
薮
育
を
受
け
、
カ
フ
カ
ズ
の
社
会
民
主
主
義
的
な
思
潮
に
感
化
さ
れ
て
い
た
と
言

　
わ
れ
る
。

＠
出
㊤
喜
轟
．
同
、
O
S
貴
伊
ω
φ
為
p
畠
葦
g
」
之
O
、
や
ω
O
ピ

⑫
　
本
稿
五
三
頁
参
照
。

⑬
　
た
だ
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
の
一
員
、
ラ
ヒ
ー
ム
・
シ
ー
シ
ェ
ボ
ル
が
一
蒔
期

　
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
参
加
し
て
い
た
（
一
章
註
⑮
参
照
）
が
、
彼
が
こ
の
時
期
に
モ

　
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
で
あ
っ
た
確
証
は
な
い
。
｝
方
、
ラ
ム
ト
ソ
は
「
ラ
シ
ュ
ト
の
ア
ン

　
ジ
ョ
マ
ン
の
一
部
は
バ
ク
ー
の
社
会
民
主
党
と
関
係
を
有
し
て
い
た
と
言
わ
れ

　
る
」
と
す
る
（
い
p
旨
算
9
悔
、
．
勺
曾
の
ご
昌
℃
。
環
ぱ
巴
ω
。
9
⑦
江
。
ω
、
”
、
や
曾
）
。
勿

　
論
、
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

　
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
一
九
〇
七
年
春
に
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
の
要
求
で
モ

　
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
の
指
導
者
が
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
（
他
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
ず
）

　
と
い
う
記
蔀
黛
じ
。
舘
。
じ
。
」
。
ぢ
．
嶺
禽
）
も
あ
り
、
敵
対
関
係
と
ま
で
は
言
え
な
い

　
に
し
ろ
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
上
層
部
と
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ

　
ー
ン
と
の
人
的
交
流
は
殆
ど
無
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

⑧
国
9
貯
。
㌧
、
、
℃
O
や
．
．
や
謬
．

㊥
　
溺
帥
ぴ
貯
9
ミ
9
噸
■
鱒
？
卜
。
◎
。
所
収
の
〉
■
譲
．
一
三
二
五
年
國
9
σ
圃
、
O
昏
－
目
ケ
餌
呂

　
月
八
日
／
一
九
〇
七
年
五
月
一
＝
臼
付
の
声
明
文
に
お
い
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、

　
ユ
ダ
ヤ
人
等
も
国
民
、
国
家
の
権
限
や
権
利
に
つ
い
て
は
法
の
庇
護
下
に
あ
る
と

　
主
張
し
て
い
る
。
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第
二
章
　
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
と
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン

　
↓
　
　
「
社
会
民
主
主
義
」
ゲ
ル
ー
プ

　
（
　
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
お
け
る
「
社
会
民
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
（
ま
た
は
臣
①
α
帥
．
帯
雪
と
も
呼
ば
れ
た
）
の
組
織

や
活
動
を
詳
細
に
伝
え
る
史
料
は
、
そ
の
秘
密
性
と
も
相
倹
っ
て
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
。
た
だ
、
ラ
ビ
ノ
は
ラ
シ
ュ
ト
周
辺
に

も
影
響
力
の
あ
っ
た
組
織
の
一
つ
と
し
て
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
を
挙
げ
、
彼
ら
も
Φ
旨
Φ
日
帥
．
好
q
亭
①
．
帥
8
ぐ
創
P
鶏
。
．
ぴ
Φ
曵
Φ
の
既
ρ
習
と
名

　
　
　
　
①

乗
っ
て
い
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
驚
Φ
α
四
、
矧
た
ち
は
二
つ
の
会
議
（
筥
a
一
①
ω
）
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
公
然
（
．
。
ヨ
q
a
）
で
あ
り
、
人
々
の
面
前
で
議
論
す
る
。
望
む
者

　
　
は
誰
で
も
、
そ
の
場
に
出
席
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
別
の
厳
し
い
諸
規
則
を
も
っ
た
秘
密
（
B
ρ
導
3
の
も
の
で
あ
り
、
も
し
そ
の
秘
密

　
　
組
織
に
加
入
を
望
む
な
ら
、
ま
ず
そ
の
委
員
会
に
加
入
許
可
を
申
請
し
、
委
員
会
は
内
部
で
投
票
す
る
。
も
し
投
票
に
よ
っ
て
（
加
入
が
）

　
　
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
者
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
許
可
を
取
る
為
に
、
彼
の
名
を
バ
ト
ゥ
ー
ム
へ
伝
え
る
。
そ
の
会
議
の
人
々
は
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
ら
の
会
議
の
場
所
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
。
も
し
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
が
何
か
漏
ら
し
た
な
ら
、
彼
を
除
名
に
す
る
。
」

　
右
の
引
用
文
中
の
公
然
の
も
の
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ン
近
代
史
研
究
の
第
一
人
者
ア
ー
ダ
ミ
ヤ
ッ
ト
は
、
正
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
な
い
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
演
説
会
」
（
ヨ
魯
h
①
窄
①
ぎ
β
。
岸
冨
寅
び
①
）
の
よ
う
な
も
の
と
推
測
す
る
。
確
か
に
、
一
九
〇
七
年
九
月
に
マ
シ
ュ
ハ
ド
で
決
定
さ
れ
た
モ
ジ

ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
規
約
中
に
も
、
公
然
組
織
の
規
定
は
見
出
せ
な
い
が
、
た
だ
同
規
約
第
五
条
に
お
い
て
、
　
「
支
部
は
二
つ
の
会
議
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

即
ち
特
別
の
も
の
（
一
内
げ
O
ω
㎝
q
o
剛
）
と
一
般
の
も
の
（
．
。
諺
嫁
自
）
」
（
但
し
両
者
と
も
秘
密
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ラ
ビ
ノ
の
記
す
所
と
考

え
合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
。
と
も
あ
れ
、
秘
密
組
織
の
委
員
会
は
、
あ
る
時
期
か
ら
一
恐
ら
く
一
九
〇
八
年
後
半
以
降
…
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会

　
　
　
　
　
　
⑤

と
名
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ザ
リ
ー
に
も
支
部
が
存
在
し
、
そ
の
秘
密
組
織
は
バ
ル
ク
委
員
会
（
ぎ
臨
け
①
受
。
じ
σ
鍵
ρ
）
と
呼
ば
れ
、
会
員

中
に
は
両
替
商
（
ω
㊤
員
9
1
h
）
や
雑
貨
屋
（
憂
贔
N
）
等
も
含
ま
れ
・
ザ
カ
フ
カ
ズ
の
社
会
民
主
党
代
表
も
参
加
し
た
と
い
抽

51 （51）



　
ラ
シ
ュ
ト
と
ア
ン
ザ
ジ
ー
の
両
秘
密
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て
、
蜂
起
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
エ
プ
レ
ム
く
①
鴇
Φ
ヨ
は
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
5

自
ら
の
手
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
5
2

　
　
「
イ
ラ
ン
人
同
志
の
援
助
・
支
援
に
よ
っ
て
、
我
々
は
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
と
い
う
名
称
の
七
人
か
ら
成
る
委
員
会
を
結
成
し
た
。
そ
の

　
　
委
員
会
の
会
員
の
う
ち
、
型
名
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
他
の
下
名
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
私
が
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
議

　
　
論
に
参
加
す
る
の
を
望
ま
な
か
っ
た
為
に
、
何
度
も
解
散
さ
れ
て
は
新
た
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
委
員
会
は
五
度
解
散
さ
れ
た
後
に
、
再

　
　
び
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
何
事
も
十
分
に
為
し
遂
げ
て
い
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
委
員
会
は
自
ら
の
力
の
及
ぶ
範

　
　
囲
で
は
、
自
己
の
任
務
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
銘
記
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
元
来
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
は
社
会
民
主
主
義
者
た
ち
（
ω
o
口
ω
蔓
普
創
Φ
B
o
口
ξ
簿
占
似
）
の
信
条
に
従
っ
て
、
自
ら
を
社
会
民
主
主
義
の

　
　
委
員
会
と
名
乗
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
の
原
因
を
多
数
の
グ
ル
ジ
ア
人
の
ラ
シ
ュ
ト
へ
の
到
来
と
彼
ら
の
影
響
力
の
増
大
だ
と
看
倣
さ
な

　
　
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
実
際
に
は
我
々
（
即
ち
、
ダ
シ
ナ
ク
…
…
筆
者
註
）
の
綱
領
を
使
い
、
ダ
シ
ナ
ク
の
内
規
を
受
け
入

　
　
れ
て
、
実
行
し
て
い
た
。
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
は
何
も
為
し
得
ず
に
、
激
し
い
行
動
を
避
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
私
は
ア
ン
ザ

　
　
リ
ー
に
行
っ
て
、
バ
ル
ク
委
員
会
と
い
う
名
の
委
員
会
を
同
地
に
作
っ
た
。
こ
の
委
員
会
も
、
そ
の
会
員
の
う
ち
、
三
園
が
ア
ル
メ
ニ
ア

　
　
人
、
四
名
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
玉
名
か
ら
成
っ
て
い
た
。
バ
ル
ク
委
員
会
と
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
と
の
主
要
な
相
違
は
、
バ
ル
ク
委
員
会

　
　
が
実
際
に
は
革
命
的
社
会
主
義
老
た
ち
（
ω
2
ω
ぐ
農
ω
や
冨
受
①
窪
繭
。
蘇
ぴ
圃
）
の
綱
領
に
従
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
自
ら
を
社
会
民
主
主
義
者
（
①
客
Φ
ヨ
助
、
ψ
、
Φ
．
働
B
ぐ
ロ
戸
ω
o
信
ω
月
白
9
讐
。
¢
謝
原
簿
）
と
名
付
け
、
同
様
の
名
称
で
印
を
準
備
し
て
い
た
サ
ッ
タ

　
　
ー
ル
委
員
会
は
バ
ル
ク
委
員
会
を
自
ら
の
支
部
と
宣
言
し
た
。

　
　
　
バ
ル
ク
委
員
会
が
こ
の
事
を
知
り
、
手
紙
を
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
の
方
か
ら
受
け
取
っ
た
と
き
、
そ
の
委
員
会
の
決
定
の
実
行
を
拒
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
自
ら
単
独
で
、
別
個
に
活
動
し
始
め
た
。
こ
の
結
果
、
二
つ
の
委
員
会
間
で
、
論
争
が
起
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
も
続
い
て
い
る
。
」

　
サ
ヅ
タ
ー
ル
委
員
会
等
の
成
立
事
情
を
伝
え
る
数
少
な
い
史
料
の
一
つ
で
あ
る
以
上
の
記
述
か
ら
、
エ
プ
レ
ム
も
ア
ル
メ
ニ
ア
民
族
主
義
団
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体
ダ
シ
ナ
ク
の
一
員
で
あ
っ
た
為
に
、
自
ら
の
指
導
下
で
組
織
を
結
成
し
た
こ
と
や
ダ
シ
ナ
ク
の
指
導
性
の
強
調
等
は
差
し
引
い
て
考
え
る
と

し
て
も
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
は
是
認
で
き
よ
う
。
そ
の
第
一
は
、
ラ
シ
ュ
ト
の
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
は
独
自
の
綱
領
や
規
約
を
も
わ
て

お
ら
ず
、
自
ら
「
社
会
民
主
」
と
い
う
名
を
冠
し
て
い
た
も
の
の
、
　
「
五
度
の
解
散
」
や
「
何
事
も
為
し
遂
げ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら

す
る
と
、
政
治
方
針
や
活
動
の
点
で
必
ず
し
も
確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
社
会
民
主
主
義
の
サ

ッ
タ
ー
ル
委
員
会
と
社
会
主
義
の
バ
ル
ク
委
員
会
と
の
路
線
心
立
と
い
う
図
式
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
両
者
が
激
し
い
緊
張
関
係
の
状
態
に
あ

っ
た
事
実
で
あ
る
。
　
こ
の
対
立
は
、
ア
ツ
ザ
リ
ー
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
自
身
が
知
事
ザ
ヒ
ー
ロ
ッ
・
ド
ウ
レ
に
宛
て
た
手
紙
文
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
抑
圧
を
事
と
す
る
反
動
派
（
b
P
O
ω
け
⑳
一
）
Φ
α
創
同
旨
）
が
参
加
し
た
時
か
ら
、
ラ
シ
ュ
ト
支
部
を
党
派
（
h
Φ
β
①
）
の
隊
列
に
な
い
も
の
と
考
え
る
。
」

セ
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
　
「
反
動
派
」
が
誰
を
意
味
し
、
　
「
反
動
派
」
な
る
規
定
が
妥
当
な
の
か
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
先
に
述
べ
た
第
一
の
点
と
第
二
の
点
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
ラ
シ
ュ
ト
の
「
社
会
民
主
主
義
」
グ
ル
㌧
フ
ま
た
は
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会

は
ア
ン
ザ
リ
ー
の
そ
れ
に
比
し
て
、
政
治
的
に
穏
健
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
を
更
に
解
明
す
る
前
に
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
の
構
成

員
に
つ
い
て
次
に
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
は
以
下
の
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
　
置
三
助
囚
錠
巨
麟
鼠
昌
（
委
員
長
）
、
冨
。
、
①
N
N
O
ω
－
ω
o
一
富
p
、
諺
秀
出
。
ω
－
ω
。
一
癖
p
》
汀
ヨ
蝕
、
》
嵩
囚
菰
p
ω
①
嘱
饗
旨
く
呂
鼻
口
①
α
9
1
a

　
　
緊
習
Φ
同
。
暦
図
ω
断
雲
”
橿
8
①
蜜
出
歯
ρ
ω
ヨ
9
1
、
押
．
跨
財
団
。
ザ
p
導
B
帥
α
日
賀
び
営
団
暮
”
畑
a
腰
旗
。
ω
Φ
団
⇔
国
ω
閃
9
旨
α
助
窪
い
冒
く
鋤
α
囚
げ
帥
⇔
箔
留
①
H

　
　
o
ザ
鼠
。
涛
押
冒
器
び
げ
9
臼
鼠
。
焦
げ
仲
弩
》
巳
ゆ
露
芦
》
ρ
餌
Q
9
鷺
貯
げ
8
ヨ
昏
国
警
ρ
口
創
魑
づ
押
幻
ρ
甘
ヨ
ω
冨
ω
9
む
。
斜
竃
冒
N
9
1
竃
。
ザ
ゆ
8
ヨ
勲
α

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
．
諺
財
潔
ゆ
σ
q
げ
欝
Φ

以
上
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
、
ミ
ー
ル
ザ
i
・
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
以
下
小
名
は
、
サ
ミ
ー
ω
㊤
目
同
．
家
と
並
ぶ
当
時
の
ラ
シ
ュ
ト
の
二
大
名

門
の
一
つ
オ
ム
シ
ェ
○
ヨ
路
Φ
家
の
成
員
で
あ
り
、
ハ
ヅ
ジ
ー
・
ヴ
ァ
キ
ー
ル
燭
似
画
く
p
犀
ロ
の
そ
れ
ぞ
れ
四
男
、
次
男
、
三
男
、
五
男
で

あ
っ
た
。
オ
ム
シ
ェ
家
の
始
祖
バ
ッ
ジ
窪
・
ア
ー
ガ
ー
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
掴
効
強
跨
ρ
似
智
旨
は
ラ
シ
ェ
ト
近
郊
の
オ
ム
シ
ェ
村
の
農
民
出
身
で
、
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後
に
村
長
（
財
ρ
山
扇
げ
O
◎
帥
）
に
な
っ
た
が
、
そ
の
次
男
ア
リ
ー
・
ア
ク
バ
ル
、
》
ζ
》
昇
げ
鍵
は
ア
ソ
ザ
リ
ー
や
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
関
税
微
研
を
請

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
負
い
、
財
を
成
し
た
。
彼
ら
は
ア
リ
ー
・
ア
ク
バ
ル
の
甥
に
当
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
、
ア
ミ
ー
ド
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
や
ア
フ
マ
ド
・
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

i
・
ハ
ー
ン
は
ア
ン
ザ
リ
ー
、
ラ
ン
ガ
ル
！
ド
、
レ
シ
ュ
テ
・
ネ
シ
ャ
ー
等
の
代
官
職
に
任
命
さ
れ
、
モ
エ
ゾ
ヅ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
も
立
憲
派
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

怨
嵯
の
的
と
な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
人
累
ρ
話
の
下
で
か
つ
て
税
関
で
働
い
て
い
た
。

　
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
は
商
人
（
縞
資
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
ラ
シ
ュ
ト
の
サ
ー
レ
ハ
ー
バ
ー
ド
0
巴
①
冨
σ
9
1
α
（
オ
ス
タ
ー
ド

サ
ラ
！
区
に
あ
る
）
の
マ
ド
レ
セ
で
学
ん
だ
後
、
聖
地
ナ
ジ
ャ
フ
へ
赴
き
、
諸
学
を
修
め
て
モ
ジ
ュ
タ
ヘ
ド
と
な
り
、
ラ
シ
ュ
ト
へ
戻
っ
て
エ

マ
ー
ム
・
ジ
ョ
ム
エ
Φ
ヨ
似
ヨ
ー
U
o
ヨ
．
Φ
職
に
就
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
を
し
た
後
に
、
立
憲
派
の
隊
列
に
加
わ

り
、
　
「
ア
バ
ー
（
．
p
げ
飼
）
と
タ
ー
バ
ン
（
．
9
ヨ
巳
魑
日
Φ
）
を
コ
ー
ト
と
ズ
ボ
ン
に
取
り
替
え
た
」
と
い
う
。
ク
ー
デ
タ
後
、
彼
は
パ
リ
へ
逃
が
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

新
聞
売
り
で
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
と
連
絡
を
取
っ
て
、
秘
か
に
ラ
シ
ュ
ト
に
帰
還
し
て
い
た
。

　
イ
ヴ
ァ
ノ
ブ
は
彼
ら
を
「
封
建
階
層
の
代
表
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
、
彼
の
兄
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
、
地
主
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
層
の
代

表
ミ
ー
ル
ザ
i
・
ホ
セ
イ
ソ
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
」
と
紹
介
し
、
そ
の
出
自
の
故
に
、
ダ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
の
指
導
者
に
比
し
て
封
建
的
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
の
指
導
者
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
の
指
導
者
サ
ッ
タ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
や
．
ハ
ー
ケ
ル
・
ハ

ー
ン
じ
d
画
ρ
角
層
岬
山
の
よ
う
な
名
も
無
い
無
学
文
盲
の
人
々
で
は
な
く
、
む
し
ろ
先
に
述
べ
た
略
歴
か
ら
す
れ
ば
一
応
、
地
方
的
名
士
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

類
に
属
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
と
す
れ
ぼ
、
以
上
の
よ
う
な
出
自
で
あ
っ
た
彼
ら
が
何
故
、
モ
ジ
ー
ヤ
ヘ
デ
ィ
ー
ン
を
組
織
し
、
徹
底
し
た
武
力

闘
争
を
展
開
し
た
か
と
い
う
問
題
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
の
発
生
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支
援
が
決
定
的
誘
因
に
な
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
は
疑
い
な
い
が
、
蜂
起
計
画
自
体
は
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
地
元
の
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
が
主
導
的
に
作
製
し
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ

の
聞
題
解
明
の
糸
口
は
、
出
自
よ
り
も
む
し
ろ
、
彼
ら
の
外
国
と
の
接
触
に
よ
る
知
的
自
覚
、
換
言
す
れ
ば
広
い
意
味
で
の
「
知
識
人
」
的
側

面
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
、
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
、
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
は
蜂
起
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
に
最
低
一
、
二
回
は
ヨ
ー
p
ッ
パ
へ
旅
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
美
術
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を
修
め
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
を
研
究
し
イ
ラ
ン
に
革
命
を
生
み
出
す
条
件
を
考
え
る
の
に
時
間
を
費
や
し
て
い
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

　
　
⑱

で
あ
る
。

　
次
に
、
そ
の
よ
う
な
「
社
会
民
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
の
政
治
的
主
張
や
要
求
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
〇
六
年
一

二
月
の
い
わ
ゆ
る
バ
ク
ー
綱
領
や
一
九
〇
七
年
九
月
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
綱
領
は
前
掲
の
エ
プ
レ
ム
の
証
言
か
ら
す
れ
ぼ
、
ど
こ
ま
で
彼
ら
の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
な
い
。
た
だ
ラ
シ
ュ
ト
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
！
ン
の
機
関
紙
『
ミ
＆
悪
ミ
』
創
刊
号
（
｝
螢
　
一
三
二
五
年

。D

y
く
く
魁
月
九
日
／
一
九
〇
七
年
＝
月
一
五
臼
付
）
が
僅
か
な
が
ら
そ
の
解
答
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
巻
頭
に
お
い
て
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
目
的
は
三
つ
の
言
葉
「
神
（
瞠
財
O
創
餌
）
、
祖
国
（
奉
冨
昌
）
、
入
間
性
（
。
器
鏑
ぐ
寒
け
）
」

の
普
及
に
あ
る
と
し
、
　
「
財
産
も
生
命
も
な
げ
う
っ
て
奮
戦
す
る
者
（
B
β
協
匡
蝕
嵩
）
を
ア
ッ
ラ
ー
は
家
に
居
残
る
連
中
（
渦
．
一
α
貯
）
よ
り
何
段

　
　
　
　
　
　
⑳

も
上
に
嘉
し
給
う
」
と
い
う
コ
ー
ラ
ン
の
章
句
を
引
用
し
、
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
が
ア
リ
ー
を
三
人
の
カ
リ
フ
よ
り
優
れ
て
い
る
と
す
る
証
拠

の
一
つ
も
こ
の
章
句
に
あ
る
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
功
績
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ギ
リ
シ
ア
と
の
戦
争
に
お

け
る
イ
ラ
ン
人
の
勇
気
や
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
聖
戦
、
近
年
の
イ
ラ
ン
で
の
立
憲
派
の
勝
利
、
ロ
シ
ア
で
の
議
会
（
双
峰
凶
）
の
確
立
等
を
列
挙
す

る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
」
の
理
解
は
高
次
元
の
政
治
的
問
題
を
隠
蔽
し
、
一
般
民
衆
の
中
に
浸
透
を
図
ら
ん
と
す
る

戦
略
的
見
解
と
も
解
し
え
よ
う
が
、
逆
に
、
当
時
の
一
般
的
な
立
憲
制
理
解
が
反
映
さ
れ
た
一
典
型
と
も
君
徴
し
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
　
「
神
」

に
代
表
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
価
値
観
、
殊
に
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ま
ず
第
一
に
称
揚
さ
れ
、
次
に
そ
れ
と
並
ん
で
、
　
「
祖
国
」

や
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
、
後
の
イ
ラ
ン
人
の
民
族
的
優
秀
さ
の
強
調
に
み
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
及
び
「
人
間
性
」
や
イ
ラ
ン
の
立
憲
綱
、

諸
外
国
で
の
議
会
確
立
等
に
示
さ
れ
る
近
代
的
政
治
思
想
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
う
シ
ュ
ト
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ

が
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
単
な
る
「
影
響
」
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ン
の
実
状
に
即
し
た
思
考
方
法
を
も
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
彼
ら
の
政
治
的
主
張
に
も
見
出
せ
る
。
．
即
ち
、
専
ら
国
民
議
会
と
憲
法
の
擁
護
を
掲
げ
る
だ
け
で
、
自
ら
の
綱
領
（
津
錠
倒
ヨ
ロ
帥
讐
Φ
）
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に
従
う
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
綱
領
で
提
起
さ
れ
た
政
治
的
要
求
は
見
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
地
主
・
農
罠
関
係
に
関

し
て
「
地
主
が
不
正
や
抑
圧
を
行
な
わ
な
い
限
り
、
農
民
は
彼
ら
に
対
し
て
不
満
を
言
う
権
利
を
有
し
な
い
と
法
は
定
め
て
い
る
偏
と
主
張
し
、

バ
ク
ー
綱
領
以
上
に
イ
ラ
ン
の
現
実
に
適
合
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
マ
シ
ュ
ハ
ド
綱
領
第
七
条
の
「
生
活
維
持
に
必
要
で
あ
る
以
上
の
広
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

所
有
し
て
い
る
地
主
の
土
地
・
村
落
は
銀
行
を
通
じ
て
買
い
上
げ
、
農
民
に
再
分
配
す
る
こ
と
」
と
い
う
内
容
と
著
し
く
乖
離
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
性
や
土
着
的
要
素
は
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
中
心
的
産
業
の
　
つ
で
あ
る
養
蚕
業
の
改
良
の
提
言
の
中
に
も
一
層
鮮
明
に
表

わ
れ
て
く
る
。
、

　
　
「
こ
の
州
の
地
主
た
ち
は
約
四
〇
万
ト
マ
ー
ン
の
自
ら
の
金
を
蚕
卵
の
代
金
と
し
て
外
国
へ
送
っ
て
い
る
。
も
し
何
人
か
の
農
業
や
蚕
卵

　
　
業
の
教
師
を
招
い
て
、
正
し
い
学
校
を
作
り
、
同
じ
所
で
そ
の
気
候
に
馴
染
ん
だ
国
産
の
繭
か
ら
科
学
的
に
卵
を
取
る
な
ら
ぼ
、
費
用
の

　
　
四
分
の
一
は
省
か
れ
、
全
体
の
利
益
は
地
方
の
人
々
の
収
入
と
な
り
、
商
人
の
連
携
も
一
つ
と
な
り
、
工
場
を
作
り
、
国
家
を
繁
栄
さ
せ
、

　
　
国
民
を
不
足
か
ら
解
放
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
こ
の
提
言
は
当
時
の
養
蚕
業
に
つ
い
て
正
鴇
を
得
た
指
摘
で
あ
り
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
が
経
済
事
情
に
つ
い
て
も
見
識
を
具
え
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
こ
で
、
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
点
を
小
縄
し
て
お
き
た
い
。
ギ
ー
ラ
ー
ソ
に
お
け
る
門
社
会
民
主
主

義
」
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
は
少
な
く
と
も
ラ
シ
ュ
ト
、
ア
ン
ザ
リ
ー
に
組
織
を
結
成
し
て
い
た
。
特
に
ラ
シ
ュ
ト
の
組

織
は
ア
ン
ザ
リ
ー
の
組
織
に
比
し
て
、
そ
め
政
治
的
見
解
や
主
張
が
示
す
如
く
、
穏
健
的
、
逆
に
言
え
ば
、
イ
ラ
ン
や
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
現
実
に

即
応
し
た
土
着
性
の
強
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
一
転
し
て
武
装
蜂
起
に
移
行
し
た
背
景
に
は
、
指

　
　
　
　
ロ
ウ
シ
ヤ
ソ
フ
ェ
ク
ル

導
老
の
「
知
識
人
」
的
役
割
が
指
摘
で
き
る
一
方
、
そ
の
物
質
的
基
礎
を
形
成
し
た
の
が
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支
援
部
隊
で
あ
っ
た
。

（二）

ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支
援
部
隊
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カ
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ら
の
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的
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は
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キ
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ズ
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の
派
遣
と
同
地
の
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⑳

革
命
家
と
の
会
見
、
援
助
要
請
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
こ
の
派
遣
の
目
的
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
一
一
月
頃

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
バ
ク
…
及
び
テ
ィ
フ
リ
ス
発
の
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
か
ら
の
、
第
一
次
国
民
議
会
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
選
出
代
議
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

で
あ
り
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
中
で
あ
っ
た
タ
キ
1
ザ
ー
デ
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
三
千
ル
ー
ブ
ル
（
ヨ
ρ
鼠
け
）
の
「
取
引
」

（
鼠
鍵
ρ
伴
）
は
、
こ
れ
ら
の
手
紙
の
編
者
も
注
釈
す
る
よ
う
に
、
武
器
・
弾
薬
の
買
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
バ
ク
ー
か
ら
の
手

紙
に
は
、

　
　
「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
の
取
引
に
と
っ
て
こ
の
情
況
下
で
そ
れ
が
成
功
す
る
に
は
多
大
な
努
力
を
要
し
ま
す
。
バ
ク
ー
に
は
あ
ら
ゆ
る
形

　
　
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
条
件
つ
き
販
売
と
千
ル
ー
ブ
ル
の
保
証
で
三
千
ル
ー
ブ
ル
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
三
五
〇
ル
ー
ブ
ル
は
こ
こ
一
五

　
　
日
間
に
出
費
さ
れ
ま
し
た
。
」

と
あ
り
、
テ
ィ
フ
リ
ス
発
の
手
紙
に
は
、
　
「
取
引
に
つ
い
て
、
近
々
行
な
わ
れ
ま
す
。
多
分
、
大
き
な
利
益
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
合
同
の
資

本
は
三
千
ル
ー
ブ
ル
で
し
た
。
六
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
が
物
を
買
う
為
に
ラ
シ
ュ
ト
で
使
わ
れ
、
三
五
〇
ル
ー
ブ
ル
も
出
費
さ
れ
ま
し
た
。
二
千
ル

ー
ブ
ル
の
資
本
が
現
金
で
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
～
ン
等
の
活
動
に
伴
っ
て
、
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
派
遣
部
隊
が
一
九
〇
八
年
九
i
一
二
月
の
間
に
、
約
二
〇
～
三
五
名
到
来
し
た
と
推
考
さ
れ
る
。
彼
ら
は
う
シ
ュ
ト
市
内
の
三
か
所
の
拠
点

（
サ
ブ
ズ
・
メ
イ
ダ
ー
ソ
ω
p
げ
N
竃
畠
叡
ロ
区
の
ミ
ー
ル
ザ
…
・
ユ
ー
ソ
フ
・
ハ
ー
ン
二
藍
画
く
舘
。
h
深
げ
豪
邸
、
バ
ッ
ジ
ー
・
ヴ
ァ
キ
ー
ル

邸
の
庭
園
、
キ
ャ
リ
｝
ム
・
ハ
ー
ン
邸
）
に
秘
密
裡
に
分
宿
し
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
武
器
を
輸
送
す
る
こ
と
、
専
門
別
に
武
器
・
弾
薬
を
製
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
・

す
る
こ
と
、
ま
た
行
商
人
に
変
装
し
て
居
住
区
や
通
り
で
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
従
事
し
た
。
彼
ら
の
参
加
に
よ
っ
て
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会

の
下
に
二
次
委
員
会
（
ぎ
議
巴
旨
㌣
冨
歯
Φ
団
錠
．
同
）
と
し
て
財
務
委
員
会
（
ぎ
議
ω
参
差
ゐ
讐
幾
）
と
軍
事
委
員
会
が
作
ら
れ
た
。
軍
事
委
員
会

に
は
民
族
劉
・
出
身
地
別
に
代
表
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
指
導
部
は
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
と
エ
ン
テ
サ
二
日
ヅ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
閃
早

首
巻
増
。
甲
ω
o
＃
警
（
ギ
ー
ラ
ー
ン
代
表
）
、
エ
プ
レ
ム
（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
代
表
）
、
ヴ
ァ
リ
コ
フ
（
グ
ル
ジ
ア
人
代
表
）
、
サ
ー
デ
コ
フ
覗
豊
β
o
｛

（
カ
フ
カ
ズ
の
イ
ラ
ン
入
代
表
）
、
セ
イ
エ
ド
・
ア
リ
ー
・
モ
ル
タ
ザ
ヴ
ィ
ー
ω
Φ
署
①
働
、
と
一
働
。
ヰ
9
彊
く
凶
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
代
筆
）
に
よ
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っ
て
構
成
さ
れ
た
。

　
支
援
部
隊
の
協
力
を
得
て
サ
ヅ
タ
ー
ル
委
員
会
は
蜂
起
計
画
を
練
る
こ
と
に
着
手
し
た
。
最
も
計
画
に
お
い
て
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
点
は
第
一
に
、
知
事
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
ブ
ハ
ム
の
苗
穂
名
に
及
ぶ
重
装
備
の
兵
力
を
、
絶
対
的
少
数
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
部
隊
が

如
何
に
し
て
打
破
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二
に
、
当
時
、
有
数
の
兵
員
を
擁
し
て
い
た
ギ
ー
ラ
ー
ソ
北
部
の
タ
ー
レ
シ
ュ
地
方
の
部

族
と
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
鎮
圧
の
任
か
ら
部
隊
を
引
き
揚
げ
て
、
自
ら
の
故
郷
で
あ
る
ト
ノ
カ
ー
ボ
ソ
地
方
（
ギ
ー
ラ
ー
ン
東
部
の
隣
接
地
域
）

に
居
た
セ
パ
フ
ダ
！
ル
に
如
何
に
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
聞
題
は
情
勢
の
変
化
を
素
早
く
捉
え
る
こ
と

と
計
画
そ
の
も
の
を
奇
襲
攻
撃
に
す
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
た
。
蜂
起
の
直
前
の
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
日
（
一
九
〇
九
年
二
月
一
巨
）
に
、
サ
ー
ガ

リ
ー
サ
ー
ザ
！
ン
区
の
行
列
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
の
行
列
の
間
に
衝
突
が
起
り
、
治
安
に
当
っ
て
い
た
兵
士
の
発
砲
し
た
弾
丸
が
一
人
に

命
中
し
て
死
亡
し
た
。
怒
っ
た
大
群
衆
が
犯
人
の
引
き
渡
し
を
知
事
に
迫
っ
た
が
、
知
事
は
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
為
に
群
衆
は
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
指
導
者
に
武
器
を
要
請
し
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
は
多
く
の
史
料
が
蜂
起
に
至
る
序
章
と
し
て
強
調
す
る
所
で
あ
り
、

数
日
後
の
蜂
起
に
大
義
を
付
与
し
、
住
民
の
支
持
を
獲
得
す
る
の
に
役
立
っ
た
に
相
違
な
い
。
一
方
、
蜂
起
計
画
は
以
下
の
よ
う
に
作
製
さ
れ

て
い
た
。
ま
ず
知
事
側
の
部
隊
に
総
指
揮
・
命
令
権
を
も
つ
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
を
部
隊
か
ら
引
き
離
し
て
お
く
為
に
、
サ
ル
ダ
ー
レ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ホ
マ
ー
ユ
ー
ン
し
。
舘
仙
弩
－
Φ
出
o
B
身
冒
ま
た
は
サ
ル
ダ
ー
レ
・
モ
ォ
タ
マ
ド
を
通
じ
て
情
報
を
得
て
い
た
モ
デ
ィ
ー
り
一
工
隊
士
（
市
郊
外

に
あ
っ
た
）
に
お
い
て
宴
会
が
催
さ
れ
る
日
が
蜂
起
決
行
の
日
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
蜂
起
部
隊
を
三
か
所
の
拠
点
か
ら
出
撃
さ
せ
、
第
一

の
部
隊
は
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
1
ン
を
指
揮
官
と
し
て
、
モ
デ
ィ
ー
リ
ー
エ
庭
園
に
向
い
、
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
を
殺
害
す
る
。
第
二
の

部
隊
は
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
を
、
第
三
の
部
隊
は
ア
リ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ビ
ヤ
ッ
ト
と
エ
プ
レ
ム
を
指
揮
官
と
し
て
、
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

庁
舎
の
前
後
を
急
襲
し
、
モ
デ
ィ
ー
リ
ー
工
庭
園
で
の
爆
音
を
合
図
に
攻
撃
を
開
始
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
計
画
が
極
秘
裡
に
作
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
、
少
数
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
蜂
起
成
功
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
マ
レ
ク
ザ
ー
デ
は
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
の
問
題
は
、
サ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

タ
ー
ル
委
員
会
か
ら
タ
ー
レ
シ
ュ
の
部
族
に
は
エ
プ
レ
ム
十
二
名
が
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
の
許
に
は
ナ
ー
セ
ロ
ル
・
エ
ス
ラ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
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交
渉
の
結
果
、
両
者
と
も
支
援
を
約
束
し
た
こ
と
で
結
着
が
つ
い
た
。
特
に
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
の
支
持
は
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
し
、
こ
の
情
報

が
伝
わ
る
や
否
や
、
そ
れ
ま
で
に
立
憲
制
の
復
活
を
要
求
し
て
ト
ル
コ
代
理
領
事
邸
の
庭
に
避
難
し
て
い
た
約
八
○
名
の
ト
ヅ
ラ
ー
ブ
や
小
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

人
に
、
新
た
に
約
二
〇
〇
名
が
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
一
九
〇
九
年
一
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
か
く
し
て
、
困
難
と
さ
れ
た
問
題
が
除
去
さ
れ
た
後
に
、
蜂
起
が
諺
・
頴
．
＝
二
二
七
年
冨
。
ザ
幸
島
孟
月
＝
ハ
日
／
一
九
〇
九
年
二
月
七
日

に
勃
発
し
た
。
蜂
起
の
参
加
人
員
（
五
〇
～
七
五
名
）
や
経
過
に
つ
い
て
は
諸
史
料
中
で
や
や
差
違
が
み
ら
れ
る
（
こ
れ
は
当
然
で
、
当
時
現

地
で
竃
撃
し
た
と
思
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
代
理
副
領
事
ガ
ー
ド
ナ
ー
で
さ
え
「
事
実
に
到
達
す
る
の
は
不
可
能
」
と
報
告
し
て
い
る
）
も
の
の
、

大
筋
に
お
い
て
は
計
画
通
り
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
モ
デ
ィ
ー
リ
ー
工
庭
園
で
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
フ
ハ
ム
他
数
名
が
殺
害
さ
れ
、
知
事
庁

舎
で
は
約
三
時
間
の
戦
闘
の
後
に
庁
舎
に
火
が
放
た
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
守
備
部
隊
は
敗
走
し
た
。
ラ
シ
ュ
ト
の
主
要
な
公
共
施
設
は
解
放
さ

れ
、
庁
舎
に
あ
っ
た
現
金
や
武
器
・
弾
薬
は
奪
わ
れ
た
。
蜂
起
後
、
軍
事
委
員
会
は
公
然
化
し
、
治
安
保
持
に
当
り
、
既
に
述
べ
た
如
く
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ジ
ョ
マ
ン
が
再
建
さ
れ
、
自
治
権
力
の
中
核
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
蜂
起
及
び
そ
れ
に
至
る
過
程
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
へ
の
支
援
要
請
、
武
器
・
弾
薬
の
買
付
け
、
軍
事
的
脅
威
に

対
す
る
事
前
工
作
、
入
念
な
秘
密
計
画
作
製
等
、
蜂
起
自
体
は
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
を
中
心
と
し
た
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
部
隊
に
よ
る
極
め

て
計
画
的
な
所
産
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
が
モ
デ
ィ
ー
り
一
工
庭
園
で
の
宴
会
に
関
す
る
情
報
入
手
や
交
渉

団
の
派
遣
に
み
ら
れ
る
計
運
上
の
主
導
権
を
確
保
し
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支
援
部
隊
が
そ
れ
に
対
し
軍
事
的
技
術
的
協
力
を
行
な
っ
た
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
は
、
既
に
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
明
ら
か
に
注
意
深
く
計
画
さ
れ
た
」
性
格
を
も
つ
と
特
徴
付
け
た
が
、
タ

ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
の
「
自
然
発
生
」
的
性
格
と
著
し
い
対
照
を
な
す
と
言
え
る
。
勿
論
、
こ
れ
は
蜂
起
自
体
の
形
態
的
な
性
格
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
成
功
し
た
重
要
な
前
提
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
立
憲
運
動
や
そ
の
後
の
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
へ
の
住
民
参
加
の
意
義
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
①
口
ゆ
三
コ
9
ミ
9
伊
＝
O
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
菊
斜
三
昌
9
ミ
9
朝
．
δ
b
。
●
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③
卸
創
餌
ヨ
貯
嘱
p
r
巴
画
ρ
b
）
ド
ァ
…
ダ
ミ
ヤ
ヅ
ト
の
見
解
を
襲
付
け
る
一
例
が

　
カ
p
σ
ぎ
ρ
ミ
P
μ
ゆ
。
。
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
一
九
〇
七
年
一
月
に
市
内
の
ザ
ー

　
ヘ
ダ
ー
ン
区
の
サ
フ
ィ
ー
ω
＠
諏
モ
ス
ク
で
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
が
モ
ッ
ラ
ー

　
と
国
家
の
旧
秩
序
に
反
対
す
る
演
説
（
ロ
。
欝
－
訂
）
を
行
な
っ
た
と
い
う
。

④
じ
噂
．
切
8
も
睾
窪
。
蓬
芦
鵠
B
考
剛
（
旨
や
窃
§
δ
月
蓋
一
㊤
8
残
り
＝
鐸
鵠
q
g
姻
目
？

　
b
ゴ
員
閑
ω
畏
鎚
【
（
器
蜜
い
《
貯
§
鳶
§
賦
轟
、
さ
ミ
y
一
面
討
多
δ
画
∩
↓
℃
．
鵯
●

⑤
　
ラ
シ
ュ
ト
に
お
け
る
「
社
会
罠
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ

　
ィ
ー
ン
は
一
九
〇
六
年
宋
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

　
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
バ
ト
ゥ
ー
ム
か
ら
バ
ッ
ジ
ー
・
ホ
マ
ー
・
・
㌔
1
の
所
に
届
い

　
た
脅
迫
状
の
中
で
「
我
々
の
仲
間
（
似
O
ρ
旨
－
ぴ
餌
）
が
ラ
ツ
ユ
ト
に
い
る
」
と
述
べ

　
ら
れ
（
寄
σ
貯
9
黒
9
朔
●
．
り
日
）
、
同
年
一
二
月
に
百
着
の
フ
ェ
ダ
ー
イ
ヤ
ー
ン

　
の
衣
服
が
準
備
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
罰
騨
σ
一
瓢
O
℃
ミ
O
㌧
や
蒔
）
。
ま

　
た
、
一
九
〇
七
年
八
月
に
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
あ
る
反
物
商

　
（
σ
器
N
倒
N
）
が
逮
捕
さ
れ
た
為
に
ミ
ー
ル
ザ
i
．
・
ホ
セ
イ
ン
・
ハ
ー
ン
。
キ
ャ
ス
マ

　
ー
イ
i
窯
冒
畠
掴
。
器
切
切
内
『
ぎ
自
己
日
嗣
、
同
が
他
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
と

共
に
奪
還
に
出
か
け
た
爲
即
σ
貯
9
．
§
”
ρ
き
ム
H
）
と
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
ス
．
マ

　
ー
イ
！
が
こ
の
時
期
に
既
に
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
指
導
部
に
参
加
し
て
い
た

　
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
史
料
上
に
記
述
が
な
い
為
に
彼
ら
の
活

　
動
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
と
命
各
さ
れ
た
の
は
、
サ
ッ
タ
ー

　
ル
が
か
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
の
英
雄
サ
ッ
タ
ー
ル
・
．
ハ
ー
ン
ω
p
ヰ
9
1
憎
．
囚
7
倒
口
に

　
由
来
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
見
解
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
以
上
、
一
九
〇
八
年
後
半
に

　
か
か
る
も
の
と
想
定
し
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。

⑥
句
轟
訂
欝
㌧
O
母
5
ρ
H
謀
・

⑦
＜
o
管
。
鼻
」
8
炉
b
。
。
。
歯
μ

⑧
の
倒
．
一
ヨ
ー
ヨ
撃
。
ρ
餌
旨
同
㌧
〉
§
蕊
き
㍗
鴇
恥
誉
ミ
臓
。
甲
b
o
ミ
♪
ρ
二
。
尚
、
一
九
〇
七

　
年
四
月
に
シ
ャ
し
の
招
請
で
再
び
首
相
の
地
位
に
返
り
咲
い
た
ア
ミ
i
／
ッ
・
ソ

　
ル
タ
ー
ン
の
ア
ン
ザ
リ
ー
上
陸
阻
．
止
行
動
を
ア
ン
ザ
リ
ー
の
モ
ジ
ャ
：
ヘ
デ
擁
曙

　
ソ
は
扇
動
し
た
が
、
ラ
シ
ュ
ト
の
そ
れ
が
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
こ
と
も
一
つ
の
状

　
況
証
拠
と
な
ろ
う
（
切
P
σ
一
昌
O
㌧
　
ミ
○
”
0
曜
H
頓
一
μ
φ
｝
　
切
騨
〆
げ
鴎
倒
曽
同
「
　
O
㍉
篤
　
噸
’
0
“
I
O
↓
）
。

⑨
　
切
出
魯
幽
、
押
O
蚕
ρ
雛
。
。
’
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
当
時
、
立
憲
派
新
聞
と
し

　
て
高
い
評
」
髄
を
受
け
た
『
〉
⑤
鴇
遷
る
象
ミ
蕊
ミ
臨
紙
の
主
幹
ア
シ
ュ
ラ
フ
ォ
・
デ

　
ィ
ー
ノ
ル
・
ホ
セ
イ
ニ
ー
｝
。
嗣
げ
轟
h
o
争
∪
冒
o
γ
較
。
ω
①
団
昌
を
加
え
る
も
の
（
霞
響

　
一
〇
罵
N
倒
血
ρ
冨
ミ
馳
鈎
炉
μ
心
Q
g
嚇
8
p
O
ρ
名
望
。
ジ
≧
9
伊
b
Q
G
Q
H
）
、
　
エ
プ
レ
ム
や

　
グ
ル
ジ
ア
人
ヴ
ァ
リ
識
フ
く
豊
罠
。
断
を
加
え
る
も
の
　
（
譲
㊤
ω
B
く
同
㌧
罎
切
斜
μ

　
。
。
）
も
あ
る
。

⑩
切
9
貯
9
、
．
℃
0
や
．
．
や
謬
’

⑪
殉
9
貯
9
ミ
9
ρ
§
。
。
♪
も
。
①
．

⑫
国
ρ
b
、
幽
。
。
＼
雲
ρ
署
ρ
＃

⑬
ホ
セ
イ
ソ
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
総
合
し
た
。

　
　
殉
巴
臼
鐵
．
同
」
O
長
ρ
N
O
阜
ま
q
㎞
国
男
p
搾
ぴ
円
似
．
同
㌧
O
o
縞
§
込
馬
」
翫
S
爵
ミ
ー
恥

　
　
O
ミ
ミ
§
土
器
げ
計
ω
■
酸
’
一
ω
窃
q
o
、
μ
ω
α
1
画
O
㎞
周
p
げ
酬
ロ
σ
q
冒
図
p
ω
琶
倒
．
乞
い
、
、
ω
げ
鍵
廿
占

　
　
綴
弩
ゐ
蜜
碧
骨
困
乏
鎧
冒
N
闘
較
。
・
。
①
《
昌
国
四
隅
コ
譲
霊
祭
9
一
、
酬
、
．
§
譜
鋤
3
栖
野
珍
・

　
　
劇
（
一
㊤
ミ
）
」
ρ
臼
ド
ー
『
伊

⑭
誉
塁
。
じ
σ
』
ぢ
●
。
。
舅

⑯
た
だ
、
ホ
セ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
が
地
主
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
閏
身
で
あ
る

　
と
は
書
い
難
い
。
尚
、
経
済
的
基
盤
に
つ
い
て
付
欝
す
る
な
ら
、
キ
ャ
リ
ー
ム
・

　
ハ
ー
ン
等
は
オ
ム
シ
ェ
家
の
㎝
員
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
．
そ
の
本
流
は
ア
リ
ー
・

　
ア
ク
バ
ル
の
未
亡
人
を
量
り
財
産
を
耀
製
し
た
サ
ル
ダ
ー
レ
・
マ
ソ
ス
ー
ル
ω
脚
マ

　
鳥
理
－
o
冨
，
傷
Ω
吋
及
び
ア
リ
ー
．
ア
ク
バ
ル
の
娘
を
嬰
つ
た
サ
ル
ダ
ー
レ
・
モ
ォ

　
タ
マ
ド
ω
鴛
0
9
1
学
。
宕
。
、
＄
旨
9
島
に
あ
ろ
た
。
サ
ル
ダ
ー
レ
・
マ
．
ン
ス
．
L
ル
は
カ

　
ス
ピ
海
沿
岸
の
税
関
請
負
や
リ
ァ
ノ
ゾ
フ
9
一
一
塁
。
ω
畠
）
漁
業
利
権
の
下
請
等
で

　
年
間
一
〇
万
ト
マ
ー
ソ
以
上
の
収
入
を
得
て
い
た
と
い
う
（
善
玉
げ
鼠
．
國
、
O
蚕

　
ρ
鷺
l
Q
◎
G
◎
）
。

⑯
駕
巴
O
寄
ぎ
ρ
R
肖
旨
§
一
’
伊
切
．
δ
㊤
に
よ
る
と
「
明
ら
か
に
立
憲
派
指
導
者

60’　i　（　60．）



イラン立憲革命におけるラシニト蜂起（黒田）

　
が
カ
フ
カ
ズ
の
社
会
民
主
党
と
接
解
す
る
前
に
秘
密
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
が
作
ら
れ
、

ギ
ー
ラ
ー
ン
革
命
（
雪
ρ
①
団
げ
ゐ
O
鵠
9
）
の
計
画
が
準
備
さ
れ
て
い
た
」
と
地

元
の
主
導
性
が
強
調
ざ
れ
る
。
ま
た
、
ラ
ー
イ
ー
ン
が
菊
閻
．
圃
詳
図
§
和
や
Φ
G
。
I

　
O
鳶
国
．
国
酒
．
冒
い
穿
話
画
ミ
§
鋤
§
．
蓉
噸
轟
豪
、
押
ω
a
㊦
α
噸
↓
9
鼠
昌
㌔
b
。
0
繊
ω
げ
こ

　
ρ
お
。
。
占
δ
払
愈
に
お
い
て
イ
ラ
ン
人
社
会
民
主
党
党
員
で
あ
っ
た
ヘ
イ
ダ
ル
・

　
ハ
ー
ン
が
モ
フ
セ
ン
・
ナ
ジ
ュ
マ
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
窯
魯
ω
¢
昌
署
a
ヨ
似
σ
四
α
同
な
る

　
者
を
バ
ク
ー
か
ら
ラ
シ
ュ
ト
に
派
遣
し
て
革
命
運
動
の
指
導
に
当
ら
せ
た
と
し
た

　
点
に
対
し
て
、
フ
ァ
フ
ラ
ー
イ
ー
は
自
著
砺
騎
ミ
ミ
る
旨
“
蝿
ミ
㌧
」
§
重
織
§
－

　
暮
雪
§
織
蕊
の
第
五
版
（
ω
「
国
’
一
Q
O
切
蒔
）
に
は
な
い
恐
ら
く
最
新
版
の
巻
末
に
付

　
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
書
評
（
ω
・
　
q
幽
㊤
1
朝
α
一
）
に
お
い
て
、
ω
革
命
指
轟
は
一
個

　
人
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
も
の
で
な
い
、
側
ナ
ジ
ュ
マ
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
な
る
者
の

　
名
前
は
ギ
！
ラ
ー
ン
の
立
憲
運
動
の
中
で
は
発
見
で
き
な
い
し
、
ヘ
イ
ダ
ル
・
ハ

　
ー
ン
も
関
与
し
て
い
な
い
と
反
論
し
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と

　
を
認
め
つ
つ
も
、
基
本
的
に
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
立
憲
運
動
は
諸
党
派
、
秘
密
ア
ン
ジ

　
ョ
マ
ン
、
人
斑
諸
階
層
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
」
と
す
る
。

⑰
卑
9
毒
ρ
勺
知
℃
．
ら
。
。
①
…
月
騨
3
凄
。
p
」
≧
9
。
。
。
。
舟
壮
観
蜀
．
団
、
O
ま
朋
．

　
一
〇
9
U
冒
ω
餅
団
が
《
8
ρ
α
O
．
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
に
関
す
る
諸
文
献
か
ら

　
の
抜
粋
が
＞
h
悪
臣
び
O
↓
量
切
．
一
①
I
b
。
α
に
集
成
さ
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
参

　
照
さ
れ
た
い
。

⑱
む
ろ
ん
、
彼
ら
の
個
々
人
の
偶
発
的
な
資
質
の
次
元
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

　
ラ
シ
ュ
ト
の
地
理
的
、
社
会
・
経
済
的
な
位
置
に
も
関
連
す
る
こ
と
に
注
目
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
イ
ラ
ン
人
研
究
者
自
身
が
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。

　
曰
く
「
ラ
シ
ェ
ト
と
ア
ン
ザ
リ
ー
の
社
会
的
発
展
水
準
は
他
都
市
に
比
し
て
高
い

　
よ
う
に
思
え
る
。
ラ
シ
ェ
ト
が
カ
フ
カ
ズ
と
ロ
シ
ア
と
の
イ
ラ
ン
の
商
業
的
巾
心

　
地
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
総
て
の
生
糸
は
同
地
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

　
パ
へ
輸
出
さ
れ
、
常
に
外
国
人
の
一
団
が
同
地
に
居
住
し
て
い
た
」
（
囲
畠
ヨ
芝
－

　
縄
墨
、
轟
噸
・
b
コ
b
o
）
、
　
「
こ
の
地
方
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
い
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
民

　
族
・
文
化
の
旅
行
者
が
往
来
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
外
国
人
、
イ
ラ
ン
入
旅
行
者

　
が
民
主
的
で
自
由
な
世
界
か
ら
土
産
に
持
ち
帰
っ
た
自
由
な
思
想
の
中
心
地
で
あ

　
つ
た
。
こ
の
為
に
ラ
シ
ュ
ト
の
鋭
敏
な
人
々
は
こ
の
よ
う
な
思
想
を
受
容
す
る
の

　
に
イ
ラ
ン
の
他
の
ど
こ
よ
り
も
適
し
て
い
た
」
　
（
、
》
σ
α
o
ゲ
彊
。
。
。
Φ
肩
口
累
ρ
＜
閻
、
斜

　
．
、
悶
昌
ρ
①
扇
ぴ
ゐ
Ω
質
ぎ
9
甲
σ
Q
q
き
倒
σ
q
げ
似
N
。
・
H
6
α
り
．
、
憲
引
倒
3
一
．
倉
魯
．
、
。
。

　
（
お
ミ
y
ρ
薩
）
。

⑲
ラ
ヴ
ァ
ー
サ
ー
二
一
は
一
九
〇
八
年
初
め
に
ラ
シ
ュ
ト
組
織
の
ス
タ
ン
プ
が
付

　
さ
れ
た
マ
シ
ェ
ハ
ド
多
望
・
規
約
の
一
見
本
を
ロ
シ
ア
外
交
官
が
入
手
し
た
と
い

　
う
事
実
を
以
て
、
ラ
シ
ュ
ト
も
含
め
て
イ
ラ
ン
各
都
市
で
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン

　
の
活
動
が
強
化
さ
れ
た
証
左
と
す
る
が
、
綱
領
が
反
映
さ
れ
た
活
動
の
具
体
例
は

　
殆
ど
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
o
Q
畠
ρ
℃
o
霞
”
帥
く
2
。
の
ρ
コ
抄
い
9
鼠
ミ
篭
工
さ
、
簿
9
ミ
§

　
b
喰
い
Q
無
ミ
耕
畿
恕
富
毛
馬
§
笥
恥
ミ
爽
帖
§
N
ミ
壽
題
心
入
噛
N
§
§
恥
愚
曾
智
●
ミ
軌

　
遣
N
や
じ
⇔
o
鵠
一
P
H
㊤
¶
Q
◎
」
o
Q
．
一
劇
¢
ム
窃
P

⑳
『
ミ
ミ
§
ミ
』
ω
罫
押
U
曜
じ
⇔
。
N
。
『
σ
q
陶
Φ
α
‘
決
尋
番
上
寄
為
ぎ
㌣
黛
馬
繋
矯
§
塾
鴨

　
ミ
薦
ミ
型
の
ミ
窮
受
ミ
b
偽
謎
。
楠
ミ
義
鴇
ミ
騎
さ
ミ
§
国
恩
㌣
隻
恥
N
蕊
“
脚
こ
。
9
b
σ
郡
α
①
α
‘

　
8
象
鼓
P
ω
’
頃
」
。
。
α
。
。
ふ
．
＝
一
嵩
所
収
。
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
竃
。
間
げ
。
鋳
亭
⑦

　
胤
騨
9
ー
ヨ
母
N
図
窃
馨
と
発
行
主
体
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ

　
ー
ン
の
「
機
関
紙
」
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
同
紙
は
五
号
の
み
発
行
さ

　
れ
た
が
、
他
号
は
筆
者
未
見
で
あ
る
。
以
下
、
同
紙
か
ら
の
引
用
は
特
に
註
記
し

　
な
い
。

⑳
『
コ
ー
ラ
ン
』
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
過
酷
四
章
第
九
七
節
。
訳
文
は
井
筒
俊
彦
訳

　
『
コ
ー
ラ
ン
隔
上
、
岩
波
書
店
、
に
従
っ
た
。
こ
の
章
句
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
綱
領
前

　
文
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
を
惹
く
（
切
。
唱
－
℃
釜
窪
〔
冨
芦
胃
（
鎚
q
㌣

　
↓
詔
讐
。
↓
P
経
）
。
因
み
に
、
マ
シ
ェ
ハ
ド
綱
領
は
バ
ク
ー
綱
領
と
比
較
し
て
「
信

　
仰
の
自
由
」
の
要
求
も
な
く
、
組
織
構
成
員
の
条
件
に
真
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ

　
と
を
掲
げ
て
い
た
。
O
言
ρ
》
亀
虫
ρ
エ
窒
器
①
o
望
巴
岬
加
。
透
竃
①
琴
。
α
岩
皐
良
。
諦

　
8
ξ
§
ム
⑦
7
§
（
℃
窪
圃
鵡
①
臭
。
諦
鵠
℃
ヨ
塵
穴
9
羨
ヨ
野
芒
。
亭
。
＞
塁
塁
》
y
《
惑
－

（61）61



　
、
o
智
諏
い
§
冒
』
§
嚢
黛
y
一
8
9
護
b
Q
讐
。
壱
■
一
。
。
ω
－
一
ω
ρ

⑫
　
切
。
℃
も
象
窪
臭
順
鼻
養
薗
ω
亀
∩
一
二
茸
自
℃
。
呂
…
八
尾
師
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
に

　
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
紀
に
七
五
頁
。

⑳
　
イ
ラ
ン
全
体
の
絹
生
産
量
の
八
○
％
以
上
を
粛
有
し
た
ギ
1
ラ
ー
ン
の
絹
関
連

　
産
業
は
一
八
六
五
年
を
境
に
し
て
蚕
死
病
（
自
P
唱
ω
O
騨
『
〔
凶
一
昌
Φ
）
の
蔓
延
に
よ
り
長
期

　
停
滞
を
辿
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
産
、
次
い
で
ト
ル
コ
産
の
蚕
卵
輸
入
に
よ
り
、

　
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
生
産
量
は
回
復
の
兆
し
を
み
せ
た
も
の
の
、
価
格
の
大
幅

　
下
落
、
蚕
卵
輸
入
の
増
大
・
品
質
悪
化
等
に
伴
い
不
振
を
極
め
た
。
従
っ
て
蚕
卵

　
の
管
理
・
技
術
改
良
は
地
方
経
済
に
と
っ
て
死
活
的
奏
上
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
九
〇
八
年
蒔
の
蚕
卵
輸
入
額
は
約
三
三
万
ト
マ
ー
ン
で
あ
り
、
四
〇
万

　
ト
マ
ー
ン
と
い
う
情
報
は
精
度
が
高
い
部
類
に
入
る
と
言
え
よ
う
（
の
し
戸
．
〉
財

　
冒
ヨ
魁
N
四
α
ρ
O
垂
耳
志
い
ミ
．
暗
闘
斜
切
⑦
凱
貯
い
〉
．
蛮
’
一
Q
Q
Q
Q
α
、
ρ
鵯
）
。
尚
、
イ
ラ

　
ン
に
お
け
る
絹
産
業
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
導
論
が
発
表
さ
れ
た
。
Ω
．
｝
げ
毎
巴

　
の
。
鷲
、
、
．
ω
籠
（
層
「
o
血
g
凱
8
魯
α
目
屋
O
①
吐
露
『
謹
厚
筈
⑦
二
言
0
9
8
け
げ

　
O
o
曇
葺
ざ
．
、
N
曇
ミ
§
ド
切
ミ
§
登
×
＜
押
ド
凸
（
お
Q
。
ω
）
㌧
℃
や
臼
る
一
・

＠
　
ザ
カ
フ
カ
ズ
の
如
何
な
る
組
織
と
接
触
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
一
説
に
よ

　
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
　
爲
■
O
冨
自
国
）
や
一
九
〇
九
年
秋
に
ラ
シ
ュ
ト
に
到
来
し
、

　
輩
国
宣
俵
や
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ラ
ブ
」
な
る
輩
命
学
校
を
組
織
し
た

　
と
さ
れ
る
オ
ル
ジ
ョ
ニ
キ
ッ
ゼ
（
門
・
琴
○
ヨ
渓
O
塩
竃
員
ω
ε
と
会
見
し
た
と
い
う

　
（
句
更
穿
四
．
同
”
O
哀
切
．
訟
α
）
。

⑮
　
手
紙
に
は
日
付
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
消
印
が
一
一
月
四
日
で
あ
る
こ
と
、

　
テ
ィ
フ
リ
ス
か
ら
「
穴
ρ
昌
目
」
名
の
電
報
が
一
九
〇
八
年
｝
一
月
二
三
B
付
で
タ

　
キ
ー
ザ
ー
デ
に
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
頃
の
手
紙
で

　
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
手
紙
テ
ク
ス
ト
は
〉
於
鼠
び
O
↓
量
や
誌
占
薩
■
以
下
の

　
引
用
も
同
所
。

⑳
ラ
シ
ュ
ト
へ
の
支
援
部
隊
は
総
数
で
約
穴
○
～
一
二
〇
名
、
一
九
〇
八
年
一
二

　
月
の
最
初
の
戦
闘
員
集
合
罪
の
人
数
と
内
訳
は
、
グ
ル
ジ
ア
語
新
聞
角
き
≧

　
9
器
姦
紙
（
一
九
一
〇
年
二
月
六
日
）
に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ジ
ア
人
一
六
（
ロ
シ

　
ァ
社
会
民
主
労
働
党
℃
O
猶
勺
頴
党
員
一
一
、
同
党
シ
ン
パ
五
）
、
㍑
シ
ア
人
三
（
ア

　
ナ
キ
ス
ト
系
）
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
一
（
エ
ス
エ
ル
）
、
ユ
ダ
ヤ
人
一
、
ド
イ

　
ツ
人
一
の
総
計
瓜
二
名
と
雷
わ
れ
る
（
β
α
・
切
の
』
お
§
o
q
。
M
自
立
層
罫
團
〈
●
切
曾
。
閃
F

　
國
9
じ
。
田
①
o
じ
σ
鵠
同
幽
8
ξ
一
翼
二
尉
q
o
切
。
語
ξ
凶
昆
舘
臣
。
－
o
畠
o
O
o
下
辺
雪
び
き
譲
h
b
コ
晒
圃
－

　
｝
剛
§
議
2
（
き
0
9
器
。
ロ
艶
譲
宍
。
竃
壽
港
勺
塁
）
”
《
智
亀
ミ
》
恥
§
蜜
》
§
飛
覗
黛
y

　
一
り
『
ρ
〉
鯉
　
《
o
↓
℃
噸
α
b
二
℃
自
発
嵩
学
γ
ω
b
。
）
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
等
が

　
約
七
〇
名
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
（
内
訳
不
明
）
を
彼
等
の
邸
宅
に
三
か
月
間

　
滞
在
さ
せ
て
い
た
と
す
る
（
㌍
o
≦
コ
ρ
㌧
釦
や
蕊
①
）
。
従
っ
て
、
時
期
に
つ
い

　
て
は
一
応
一
一
一
一
二
月
と
想
定
で
き
る
が
、
　
九
〇
八
年
九
月
二
九
学
年
の
ギ

　
ー
ラ
ー
ン
領
玉
藍
書
記
の
報
雄
口
中
・
に
、
　
「
二
週
間
前
に
バ
ク
ー
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ

　
ィ
ー
ン
の
派
遣
団
が
ラ
シ
ュ
ト
へ
到
着
し
た
」
　
（
切
。
や
も
。
・
ン
幽
窪
。
話
㌣
蜜
目
算
｝
ω
・
o
↓
㌣

　
亭
鉾
臼
℃
．
①
甲
①
⑦
）
と
も
み
え
る
の
で
九
－
一
二
月
と
幅
を
も
た
せ
た
。
　
一
方
、

　
人
数
に
つ
い
て
は
諸
史
料
に
よ
っ
て
若
干
の
差
違
が
あ
る
。
マ
レ
ク
ザ
ー
デ
は
約

　
三
〇
、
フ
ァ
フ
ラ
ー
イ
ー
は
三
五
（
う
ち
一
四
の
名
前
を
挙
げ
る
）
、
　
キ
ャ
ス
ラ

　
ヴ
ィ
ー
は
約
五
〇
、
エ
プ
レ
ム
は
五
五
（
グ
ル
ジ
ア
人
三
五
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
二

　
〇
）
、
　
ア
ミ
ー
ル
ヒ
ー
ズ
ィ
ー
円
●
〉
ヨ
冒
出
鼻
母
は
約
二
〇
～
一
二
〇
ま
た
は
そ
れ

　
以
上
、
と
す
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
約
七
〇
も
含
め
て
五
〇
～
七
〇
名
と
い
う
数
字
は

　
恐
ら
く
蜂
起
直
前
の
総
数
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
約
二
〇
～
三
五
名
と
比

定
し
た
。

⑳
国
聾
鐵
．
鴎
㌧
O
三
島
薄
俸
「
匿
刈
．

⑳
国
H
（
訂
創
、
斜
O
S
ミ
。
■
二
介
疑
p
ω
鑓
く
㌍
層
瞭
砺
鼠
ゐ
」
b
。
闘
鑑
巴
㊦
ぎ
践
①
こ
・
α
”

　
ρ
旨
G
【
ム
刈
①
曾
倶
し
、
後
二
者
は
ギ
ー
ラ
ー
ン
代
表
を
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン

　
と
す
る
が
、
こ
れ
は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
方
面
へ
の
進
軍
開
始
時
の
こ
と
で
は
な
い
か

　
と
推
測
さ
れ
る
。

⑭
　
同
鉢
｝
胴
乱
．
P
O
装
ρ
一
嵩
ム
一
G
。
旧
潤
霧
鎚
ぐ
圃
㌧
遷
晦
ト
朋
．
9
竃
巴
①
ぎ
ぎ
ρ

　
鵠
ミ
㌧
噺
．
伊
覗
．
δ
Q
。
嚇
U
同
く
ω
餌
団
さ
《
8
炉
q
ω
1
綬
噛
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イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

⑳
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ホ
マ
ー
ユ
ー
ン
は
ナ
ー
セ
ロ
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
署
習
霞

　
o
早
U
冒
ω
訂
7
（
在
位
一
八
四
八
－
九
六
）
の
甥
に
あ
た
り
、
フ
ー
マ
ン
の
知
窮

　
で
あ
っ
た
。
モ
デ
ィ
ー
リ
ー
工
庭
園
（
か
っ
て
彼
が
窯
。
ユ
冒
。
や
霞
。
野
と
い
う

　
一
呂
。
げ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
命
名
）
は
彼
の
所
有
す
る
広
大
な
庭
國
で
あ
っ

　
た
。

⑳
　
男
帥
喜
轟
．
圃
㌧
O
建
ゐ
」
一
り
．

⑫
竃
巴
¢
寄
毬
ρ
醤
ミ
層
こ
娠
ら
。
嵩
リ
マ

魎
　
菊
闘
、
図
P
ざ
§
⑭
ρ
刈
α
1
刈
P
岡
所
に
よ
れ
ば
タ
ー
レ
シ
ュ
の
部
族
の
助
力
を
得

　
て
蜂
起
す
る
計
画
も
練
ら
れ
た
が
未
遂
に
終
っ
た
と
い
う
。

⑧
寓
巴
。
ζ
鑑
㊦
」
鵠
ミ
賊
こ
曜
窃
ら
．
嵩
ρ
U
回
〈
ω
第
三
℃
《
8
や
α
ド

⑳
　
凋
ρ
匿
。
。
＼
逡
ρ
累
9
一
。
。
O
刷
哨
ρ
隠
Q
。
＼
竃
O
㌧
署
。
ω
．
b
。
8
凸
一
P

⑳
イ
ラ
ン
側
史
料
は
総
て
置
。
督
舞
鑓
ヨ
月
一
六
目
ま
た
は
じ
ヴ
p
げ
き
穿
。
旨
月
一
九

　
日
と
記
録
し
て
お
り
、
西
暦
に
直
す
と
二
月
七
日
に
な
る
。
事
実
§
馬
、
悉
鈎

　
§
ミ
勺
。
ミ
迷
ミ
§
§
§
℃
ミ
恥
馬
＆
の
寓
O
裏
罫
ヨ
p
儒
．
〉
財
8
碧
羅
畷
矯
暮
の
手

　
に
な
る
序
文
中
に
も
、
立
憲
華
命
の
重
要
事
件
の
一
つ
に
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
革
命
」

第
三
章
　
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍

　
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
日
付
は
「
鼠
戸
魯
母
冨
ヨ
一
◎
〉
・
国
・
一
ω
b
⊃
刈
（
臆
晦
⑦
σ
・
8
お
O
O
）
」

　
（
℃
．
癖
）
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
欧
文
史
料
で
は
現
地
か
ら
の
領
事
報
告
も

　
含
め
て
二
月
八
日
と
記
ざ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
を
解
明
す
る
手
掛
り

　
を
筆
者
は
現
在
見
出
す
に
到
っ
て
い
な
い
が
、
取
敢
え
ず
こ
こ
で
は
イ
ラ
ン
側
の

　
記
録
に
従
っ
て
二
月
七
日
と
し
て
お
き
た
い
。

⑳
　
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
　
男
㊤
び
ぎ
9
ミ
9
μ
誤
為
9
男
薗
H
臼
益
、
斜

　
窮
ミ
”
ρ
一
旨
－
一
b
。
ご
囚
興
日
四
島
旨
国
こ
■
9
ρ
G
。
O
ω
1
。
。
O
餅
鎗
b
。
一
ω
H
距
囚
曽

　
ω
話
ξ
㌧
↓
霞
恥
誉
や
り
占
O
嚇
諸
蝉
一
⑦
ぎ
毬
P
爵
ミ
始
馳
伊
囎
◆
一
象
1
一
Φ
b
。
…
U
同
く

　
ω
銀
騨
さ
《
8
や
罐
占
①
…
月
巴
ρ
喝
嘱
o
p
≧
9
ρ
b
。
◎
。
Q
。
歯
ω
9
磯
①
℃
お
β
這
8
咽
■

　
卜
。
？
N
ご
緊
塁
餌
．
団
い
、
、
口
鵠
ρ
o
団
σ
－
o
O
戸
山
戸
、
、
ρ
自
象
b
。
嚇
日
p
臼
U
g
o
ω
戸
、
．
＜
餅
停

　
Φ
．
①
受
Φ
切
似
α
q
げ
－
①
ン
♂
α
胃
。
∵
竃
〇
一
目
〈
ρ
ρ
暮
7
①
ω
鍵
＆
『
－
o
＞
断
搾
冨
β
、
、
§
－

　
恩
ミ
劃
。
辱
罷
－
①
N
ρ
一
箋
占
Φ
P

⑳
　
切
機
9
苺
Φ
㌧
℃
拍
℃
．
卜
。
Φ
b
。
■

⑲
　
八
尾
師
「
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
」
七
八
－
七
九
頁
。

　
立
憲
革
命
史
の
重
要
な
構
成
部
分
の
一
つ
を
な
す
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
に
つ
い
て
本
章
で
は
考
察
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
概

観
し
て
み
よ
う
。

　
ラ
シ
ュ
ト
を
占
領
下
に
お
い
た
モ
ジ
ャ
…
ヘ
デ
ィ
ー
ン
部
隊
は
同
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
、
テ
ヘ
ラ
ン
方
面
へ
進
軍
を

開
始
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
当
初
よ
リ
テ
ヘ
ラ
ン
を
射
程
に
入
れ
て
進
軍
を
企
図
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
政
府

軍
の
包
囲
攻
撃
を
回
避
す
べ
く
予
防
的
行
動
に
出
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
エ
プ
レ
ム
の
誤
想
は
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
　
　
「
私
は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
方
面
へ
出
発
す
る
準
備
を
し
た
。
イ
ラ
ン
人
の
同
志
た
ち
は
私
に
反
対
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
市
に
残
留
し
、
そ
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こ
で
政
府
軍
と
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
私
は
市
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
危
険
性
を
説
明
し
、
例
と
し
て
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
場
合
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
し
た
。
結
局
、
激
論
の
末
、
彼
ら
は
私
と
協
力
し
て
市
か
ら
出
る
こ
と
に
同
意
、
決
定
し
た
。
」

　
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
軍
事
委
員
会
は
志
願
兵
（
渇
く
富
冨
げ
）
を
募
り
、
訓
練
を
施
す
一
方
、
資
金
調
達
の
為
に
州
ア
ン
．
ジ
ョ
マ
ン
と
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
募
金
（
Φ
㊤
口
①
）
を
実
施
し
、
二
二
万
か
ら
三
五
万
ト
マ
！
ン
に
及
ぶ
多
額
の
現
金
が
集
め
ら
れ
た
。
因
み
に
、
こ
の
募
金
額
を
二
〇
万
ト

マ
ー
ン
と
低
額
に
想
定
し
て
も
、
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
ギ
ー
ラ
ー
ン
か
ら
の
徴
税
額
、
一
八
八
八
／
九
年
の
三
四
万
五
千
ト
マ
ー
ン
、
一
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
年
の
約
二
七
万
五
千
ト
マ
ー
ン
の
ほ
ぼ
六
〇
～
七
〇
％
に
相
当
し
、
い
か
に
広
範
な
住
民
が
間
接
的
で
あ
る
に
せ
よ
立
憲
制
回
復
の
為
の
モ

ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
行
動
を
支
持
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
の
行
動
と
並
行
し
て
、
一
九
〇
九
年
二
月
下
旬
頃
か
ら

小
部
隊
の
派
遣
が
開
始
さ
れ
、
三
月
中
旬
迄
に
は
ラ
シ
ュ
ト
”
テ
ヘ
ラ
ン
幹
線
道
路
の
マ
ン
ジ
ー
ル
迄
の
三
地
点
に
要
塞
（
ω
鍵
σ
q
鴛
）
が
築
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

軍
事
委
員
会
は
通
行
証
明
書
を
発
行
し
、
検
問
体
制
が
敷
か
れ
、
郵
便
物
も
検
閲
さ
れ
た
。
く
口
N
b
U
留
錺
O
げ
騨
、
同
に
お
い
て
進
軍
部
隊
は
政

府
軍
と
の
最
初
の
戦
闘
に
勝
利
を
収
め
る
が
、
即
刻
マ
ン
ジ
ー
ル
に
取
っ
て
返
し
、
同
地
で
ラ
シ
ュ
ト
の
軍
事
委
員
会
か
ら
の
代
表
団
の
参
加

を
得
て
、
　
「
我
々
の
今
後
の
任
務
は
何
か
。
防
御
（
日
。
α
繰
Φ
、
）
直
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
攻
撃
（
漏
話
置
旨
）
の
道
を
選
択
す
べ

き
な
の
か
。
も
し
攻
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
行
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
」
　
と
い
う
議
題
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
。
ア
リ
ー

・
モ
ハ
ソ
マ
ド
・
タ
ル
ビ
ヤ
ヅ
ト
及
び
こ
の
段
階
で
最
高
指
揮
権
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ソ
は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
γ

の
住
民
蜂
起
を
期
待
し
、
彼
ら
に
援
助
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
見
で
あ
り
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
に
従
っ
て
ラ
シ
ュ
ト
に
到
来
し
進
軍
部
隊
の
一
指

揮
官
と
な
っ
て
い
た
デ
ィ
ー
ヴ
・
サ
ー
ラ
ー
ル
冨
同
自
尊
、
諺
嵩
囚
げ
9
1
口
∪
同
く
ω
贈
鍵
及
び
エ
プ
レ
ム
は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
へ
の
進
攻
を
唱
え
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
が
最
終
的
に
後
難
の
主
張
を
採
用
し
た
為
に
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
進
攻
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
事
実
と
す

る
な
ら
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
地
方
の
動
脈
と
も
言
う
べ
き
ラ
シ
ュ
ト
”
テ
ヘ
ラ
ン
道
の
マ
ン
ジ
ー
ル
の
地
点
迄
を
制
圧
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
進

軍
部
隊
の
指
揮
官
レ
ヴ
ェ
ル
で
戦
略
上
の
意
思
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
特
に
蜂
起
、
進
軍
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル

タ
ー
ン
に
す
ら
、
既
成
事
実
、
つ
ま
り
ラ
シ
出
ト
を
中
心
と
す
る
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
自
治
的
状
態
を
背
景
に
地
域
的
防
衛
に
専
心
し
よ
う
と
す
る

64　（64）



イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
、
…
九
二
〇
年
六
月
に
成
立
す
る
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
共
和
国
」
に
み
ら
れ
る
地
方
的
分
離
、
独
立
傾
向

の
萌
芽
的
意
識
形
態
と
君
座
す
に
は
や
や
無
理
が
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
と
い
う
行
動
が
当
初
か
ら

の
既
定
路
線
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
予
防
的
行
動
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
も
未
だ
流
動
的
要
素
を
多
分
に
孕
ん
で

い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
へ
の
橋
頭
墨
た
り
得
た
の
は
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
の
制
圧
（
鋭
串
＝
二
二
七
年
男
ρ
寓
．
◎
夢
，
↓
叡
嵐
月
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

日
／
一
九
〇
九
年
五
月
五
日
）
で
あ
っ
た
。
約
二
か
月
に
わ
た
る
進
軍
部
隊
の
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
駐
留
は
、
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
ー
部
族
軍
の
エ
ス
フ

ァ
ハ
ー
ン
占
領
と
共
に
、
国
内
外
の
政
治
動
向
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
、
部
隊
の
戦
略
上
の
手
直
し
を
図
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
っ
た
。
政
治
動
向
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
の
代
表
例
と
し
て
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
・
シ
ャ
ー
の
立
憲
制
回
復
へ
の
態
度
変
化
と
立
憲

派
内
部
で
の
意
見
対
立
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
シ
ャ
ー
は
英
露
両
国
の
外
交
的
圧
力
も
あ
り
、
点
出
・
一
三
二
七
年
菊
㊤
び
矧
．
o
夢
肖
鼠
巳
月
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

日
付
の
勅
令
（
伍
騨
ω
什
閃
げ
ρ
峠
挫
）
で
「
立
憲
制
の
諸
原
則
」
（
8
離
－
①
旨
重
訂
暮
好
雲
門
）
の
回
復
を
約
束
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
同
勅
令
の
文
中
で

は
「
親
愛
な
る
祖
国
の
必
要
性
、
時
代
の
要
請
、
明
快
な
る
聖
女
（
ω
げ
舘
．
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
の
調
整
に
よ
る
難
事
の
解
決
と
諸
法
の
制
定
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

等
、
極
め
て
抽
象
的
な
表
現
が
多
か
っ
た
が
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
制
圧
直
後
の
菊
ρ
げ
同
、
o
窪
肖
げ
帥
昌
月
一
八
日
／
五
月
九
日
付
の
勅
令
で
、
シ
ャ

ー
は
「
一
片
の
欠
落
（
α
冨
踵
①
受
Φ
冨
。
。
H
。
8
暢
9
1
”
）
も
な
い
同
じ
憲
法
（
潟
葛
甲
・
舘
四
ω
圃
）
に
基
づ
く
議
会
開
設
」
に
言
及
し
、
　
一
九
〇
六

年
一
二
月
三
〇
日
発
布
の
憲
法
復
活
の
意
図
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
の
態
度
軟
化
を
更
に
確
定
的
な
も
の
に
す
る
為
に
、
カ
ズ
ヴ
ィ

ー
ン
占
領
の
数
日
後
、
ラ
シ
ュ
ト
か
ら
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
に
到
来
し
総
指
揮
権
を
得
た
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
は
五
月
一
七
日
に
、
　
「
五
一
条
か
ら
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

憲
法
と
一
〇
七
条
か
ら
成
る
同
法
補
則
の
完
全
復
活
」
を
明
記
し
た
勅
令
を
要
求
し
た
。
菊
p
寓
、
o
夢
肖
募
巳
月
二
七
B
／
五
月
一
八
日
付
の

　
◎
勅
令
中
で
「
憲
法
の
一
五
八
条
に
基
づ
く
立
憲
制
」
と
明
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
要
求
は
文
面
上
は
一
応
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
形
式
的
で
あ
る
に
せ
よ
立
憲
制
回
復
が
同
意
さ
れ
る
と
い
う
事
態
の
進
展
に
伴
っ
て
、
立
憲
派
内
部
で
も
見
解
が
二
分
さ
れ
る
状
況
が

　
　
　
　
　
⑫

生
み
出
さ
れ
た
。
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
の
見
解
は
そ
の
典
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
簡
略
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
｝
出
．
一
三
二
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⑬

七
年
、
甘
B
9
、
島
、
憎
響
く
＜
鎗
月
／
僧
九
〇
九
年
六
月
一
一
日
付
の
タ
ブ
閣
L
ズ
か
ら
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
忙
宛
て
た
電
報
文
中
に
お
い
て
、
彼
は
モ

ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
が
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
に
進
軍
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
「
政
治
的
基
本
間
題
」
（
讐
霧
、
巴
Φ
毫
。
ρ
。
。
助
。
。
回
受
Φ

臨
愚
ω
同
）
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
巡
っ
て
「
国
内
外
の
微
妙
さ
を
考
慮
し
、
状
況
の
悪
さ
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
政
府
と
和
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
す
る
見
解
と
「
立
憲
制
を
与
え
る
と
か
云
々
の
総
て
の
こ
の
よ
う
な
政
府
の
方
法
は
策
酪
で
あ
る
」
為
に
「
イ
ラ
ン
の
解
放
は
国
民

（
昌
Φ
一
欝
挫
）
が
テ
ヘ
ラ
ン
を
攻
撃
し
、
、
腐
敗
の
循
環
を
断
ち
、
専
制
の
実
体
を
根
絶
す
る
こ
と
に
の
み
あ
る
」
と
す
る
兇
解
之
を
併
記
し
、
槽
己

の
立
場
は
前
者
で
あ
る
と
す
る
。
β
そ
し
て
、
英
露
両
国
の
存
在
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
時
の
立
憲
運
動
の
複
雑
性
も
反
映
し
て
、

そ
の
論
拠
を
「
他
国
の
干
渉
」
の
危
険
性
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
で
結
成
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
に
よ
っ
て
六
月
下
旬
に
同
地
に

招
喚
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
は
h
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
の
か
か
る
見
解
仁
対
し
A
あ
か
ら
さ
ま
な
批
判
は
避
け
つ
つ
竜
、
タ
キ
ー
ザ
」

　
　
　
　
⑭

デ
宛
の
電
報
の
中
で
、
一
「
貴
兄
が
勇
敢
な
る
モ
ジ
ー
㍗
r
ヘ
デ
ィ
ー
ツ
の
代
表
に
対
し
て
性
急
さ
（
．
a
鉱
Φ
0
8
ゴ
a
欝
く
矧
）
を
非
難
さ
れ
允
こ
と
な
、

国
外
で
は
事
の
真
実
が
誤
ら
れ
た
と
し
て
も
、
我
々
は
疑
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
過
ん
島
・
と
述
べ
馬
　
タ
キ
ー
ザ
q
デ
が
論
拠
乏
七
賢

「
他
国
の
干
渉
」
に
対
七
て
は
（
　
「
ラ
シ
ュ
＋
と
ヵ
ズ
ヴ
ィ
コ
ン
北
は
約
五
千
多
の
武
装
駐
逆
軍
が
い
ま
す
が
一
極
め
て
治
妥
は
良
く
、
一
般

民
衆
は
平
安
と
安
心
の
中
に
い
ま
す
。
常
に
外
国
人
は
方
策
と
口
実
を
得
よ
う
と
躍
起
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
に
幸
い
に
も
目
的
に
達
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
」
と
「
治
安
の
良
好
さ
」
を
強
調
す
る
。
更
に
、
デ
ィ
ー
ヴ
．
サ
ー
ラ
ー
ル
は
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
の
「
こ
の
亮
解
が
セ
パ
フ
ダ
ー

ル
の
表
裏
（
冨
冨
寓
。
温
げ
Φ
目
回
Y
の
意
図
に
合
致
す
る
乏
し
て
も
（
軍
指
揮
官
は
∀
～
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
不
満
℃
あ
り
、
　
一
致
し
て
テ
ヘ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
占
領
と
モ
ハ
ン
マ
下
．
ア
ツ
ー
．
シ
庫
コ
の
廃
位
層
望
ん
で
い
た
。
」
　
と
明
言
し
、
既
に
指
揮
官
内
で
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
が
確
発
的
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

∴
七
月
四
月
の
英
露
両
国
の
外
交
代
蓑
に
よ
る
説
得
工
作
、
毛
月
八
日
の
ロ
シ
ア
軍
の
フ
ン
ザ
リ
ー
上
陸
に
も
拘
ら
ず
、
進
軍
が
再
開
さ
れ
、

コ
ム
か
ら
来
る
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
り
1
部
族
軍
と
共
同
し
つ
つ
、
帽
9
目
㊤
馳
じ
d
帥
＆
ヨ
鴇
で
の
戦
闘
を
経
て
ハ
七
月
一
三
日
未
明
一
テ
入
ラ
ツ
に
進

攻
し
、
、
四
日
間
の
市
街
戦
の
末
、
シ
ャ
…
億
ロ
シ
ア
公
使
館
に
避
難
し
、
立
憲
制
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
と
癒
つ
た
。
r
シ
㍗
コ
の
譲
歩
、
立
憲
派
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内
部
で
の
対
立
、
英
露
の
圧
力
等
を
排
し
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
攻
が
実
現
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
シ
ャ
ー
の
矢
継
ぎ
早
の
立
憲
制
回
復
の
勅
令
発

布
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
実
行
段
階
に
移
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
は
ロ
シ
ア
軍
が
駐
留
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
防
衛
の
為
に
政
府
軍
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

陸
続
と
集
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ナ
ジ
ャ
フ
等
か
ら
の
精
神
的
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
、
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
占
領
下
に
お
い
た
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

リ
ー
部
族
軍
が
コ
ム
に
進
撃
し
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

r
次
に
進
軍
部
隊
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
逃
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
駐
留
が
戦
略
的
な
面
で
も
重
要
な
意

義
を
も
っ
た
こ
と
は
、
進
軍
へ
の
参
加
人
員
の
数
的
増
加
に
も
特
徴
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
制
圧
迄
の
進
軍
部
隊
は
僅
か
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

～
一
〇
〇
名
か
ら
成
る
い
わ
ば
「
ゲ
リ
ラ
部
隊
」
に
等
し
か
っ
た
の
に
対
し
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
占
領
時
に
は
一
五
〇
～
二
五
〇
名
、
占
領
後
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

び
テ
ヘ
ラ
ン
進
攻
時
に
は
少
な
く
と
も
八
○
○
名
、
最
大
限
に
見
積
っ
て
約
二
〇
〇
〇
名
か
ら
成
る
大
部
隊
へ
と
激
増
し
た
。
デ
ィ
ー
ヴ
・
サ

ー
ラ
ー
ル
の
部
隊
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
「
ラ
シ
ュ
ト
を
出
発
し
た
と
き
、
私
は
僅
か
二
〇
名
の
騎
兵
（
ω
ρ
〈
ρ
冠
）
し
か
所
持
し
て
お
ら
ず
、
カ
ズ
ヴ
ィ
」
ン
迄
、
私
の
・
（
部
隊
）
の

　
　
数
は
同
じ
二
〇
名
で
あ
っ
た
。
た
と
え
途
中
で
騎
兵
の
方
か
ら
自
発
的
に
私
の
部
隊
に
入
り
た
い
と
望
ま
れ
て
も
私
は
受
け
付
け
な
か
っ

　
　
た
。
　
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
モ
エ
ゾ
ヅ
・
ソ
ル
タ
ー
ン
や
他
の
立
憲
派
（
9
1
N
9
1
伽
回
ー
ド
げ
餌
げ
）
指
揮
官
か
ら
の
強
い
要
望
で
一
〇
〇
名
を
私

　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
は
受
け
入
れ
た
。
」

　
ラ
シ
ュ
ト
に
作
ら
れ
た
軍
事
委
員
会
と
岡
様
に
、
進
軍
部
隊
も
ま
た
民
族
別
・
出
身
地
別
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
マ
レ
ク
ザ
ー
デ
に
よ
る
と
、

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
進
軍
部
隊
は
六
隊
に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
隊
が
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
他
の
部
隊
は
マ
ー
ザ
ン
ダ
ラ
ー
ン
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
出
身
者
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
ギ

ー
ラ
ー
ン
か
ら
参
加
し
た
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ソ
も
定
住
性
の
強
い
都
市
や
平
野
部
か
ら
は
少
数
で
、
む
し
ろ
タ
ー
レ
シ
ュ
や
デ
イ
ラ
マ
ー
ン

の
山
岳
地
帯
の
部
族
や
ハ
ル
ハ
ー
ル
か
ら
ギ
ー
ラ
ー
ン
に
季
節
労
働
者
と
し
て
来
て
い
た
人
々
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
全
体
と

し
て
み
る
な
ら
進
軍
部
隊
は
ギ
ー
ラ
ー
ン
ま
た
は
う
シ
ュ
ト
住
民
の
均
一
な
武
装
部
隊
と
は
言
い
難
く
、
多
様
な
民
族
・
地
方
出
身
者
に
よ
る
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混
成
部
隊
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
蜂
起
後
に
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
参
集
し
た
支
援
部
隊
（
そ
の
中
に
は
イ
ラ
ン
人
移
住
者
・
亡
命
者
も
含
ま
れ
る
）
も
蜂
起
前
に
サ
ッ
タ
ー
ル
委

員
会
に
派
遣
さ
れ
た
少
数
の
政
治
活
動
の
経
験
を
豊
富
に
も
つ
グ
ル
ー
プ
と
は
若
干
、
性
格
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
レ
ク
ザ
！
デ

の
表
現
を
借
り
る
な
ら
、
前
者
は
「
普
通
」
（
の
餅
α
Φ
　
O
　
H
P
伊
鱈
B
鋤
一
剛
）
の
人
々
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
「
老
練
」
（
葦
角
ぎ
ヨ
＆
。
）
な
者
た

　
　
　
　
⑳

ち
で
あ
っ
た
。
ラ
ビ
ノ
も
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ソ
が
「
カ
フ
カ
ズ
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
」
た
ち
に
武
器
を
捨
て
、
故
郷
に
帰
還
す
る
よ
う
に
説
得
し

た
と
き
、
　
「
彼
ら
は
『
自
分
た
ち
は
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
略
奪
品
の
約
束
に
よ
っ
て
ギ
ー
ラ
ー
ソ
へ
来
る
よ
う
に
勧
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
』
と
言
っ
て
帰
還
を
拒
否
し
た
こ
と
」
を
伝
え
て
い
る
（
一
九
〇
九
年
五
月
）
。
　
こ
の
記
述
に
は
多
少
の
悪
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
彼
ら
の
到
来
の
団
的
が
必
ず
し
も
革
命
の
支
援
と
い
う
大
義
に
の
み
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
エ
プ
レ
ム
と
グ
ル
ジ
ア
人
を
率
い
て
い
た
ヴ
ァ
リ
コ
フ
と
が
対
立
し
て
い
た
事
実
も
史
料

　
　
　
　
　
　
⑱

上
か
ら
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支
援
部
隊
と
て
決
し
て
一
枚
岩
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
占
領
以
降
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
総
指
揮
官
と
な
り
、
第
二
次
立
憲
制
期
に
は
軍
務
大
臣
、
首
相
を
歴
任
し
た
セ
パ
フ

ダ
ー
ル
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
き
た
い
。
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
（
一
八
四
七
～
一
九
二
六
）
は
マ
ー
ザ
ソ
ダ
ラ
ー
ソ
の
ト
ノ
カ
ー
ボ
ソ
一
帯
の
最
も
有

力
な
一
族
無
げ
9
．
p
遊
客
圃
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
二
歳
で
公
務
に
入
っ
て
以
来
、
主
に
軍
人
と
し
て
イ
ラ
ン
各
地
を
転
戦
し
た
。
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
比
較
的
、
住
民
の
福
利
の
為
に
尽
力
し
た
こ
と
は
、
彼
の
最
初
の
ギ
ー
ラ
ー
ソ
知
事
在
任
（
一
八
九
九
～
一
九
Ω
二
）
中
に
、
彼
の
知
事
解
任

の
報
に
接
し
た
イ
ギ
リ
ス
副
領
事
A
・
F
・
チ
ャ
ー
チ
ル
が
「
窯
ρ
ω
霊
ω
Q
D
曇
霞
器
げ
（
跨
）
は
良
い
知
事
で
あ
り
、
私
見
で
は
彼
の
ラ
シ
ュ
ト

へ
の
留
任
が
良
策
で
あ
ろ
う
。
も
し
彼
が
ラ
シ
ュ
ト
を
去
る
な
ら
、
彼
の
出
立
は
後
悔
の
念
で
振
り
返
ら
れ
よ
う
。
何
故
な
ら
、
彼
は
人
々
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

抑
圧
し
な
か
っ
た
し
、
寛
大
で
あ
る
。
」
（
一
九
〇
〇
年
＝
一
月
）
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
セ
パ
フ
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ル
は
イ
ラ
ン
で
も
随
一
の
大
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
か
つ
五
〇
年
に
及
ぶ
宮
廷
と
の
関
係
か
ら
、
立
憲
制
の
出
現
に
は
快
い
感
情
を
抱
い
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
蜂
起
鎮
圧
の
指
揮
官
へ
の
任
命
に
対
し
て
は
余
り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
こ
と
が
彼
の
手
記
か
ら
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イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

も
窺
え
る
。

　
　
「
シ
ャ
ー
に
拝
謁
し
、
そ
し
て
そ
の
翌
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
平
定
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
神
は
何
を
も
た
ら
せ
よ
う
と
さ
れ
る
の
か
。
（
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
の
）
遠
征
が
如
何
な
る
運
命
を
持
っ
て
い
る
の
か
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
仕
方
な
く
引
き
受
け
る
。
」

　
か
く
し
て
、
彼
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
へ
赴
い
た
が
、
包
囲
軍
の
指
揮
官
と
な
っ
て
い
た
エ
イ
ノ
ッ
・
ド
ウ
レ
．
国
団
昌
。
祭
U
o
巳
Φ
へ
の
遺
恨
と
作

戦
上
の
不
満
か
ら
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
に
自
分
の
息
子
た
ち
の
争
い
を
収
め
る
と
い
う
名
目
で
、
生
地
ト
ノ
カ
ー
ボ
ン
に
帰
還
し
て
し
ま
つ

⑳た
。
蜂
起
を
計
画
し
て
い
た
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
が
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
と
交
渉
を
持
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
は
蜂
起
前
に
出

発
し
、
蜂
起
の
一
両
日
後
に
ラ
シ
ュ
ト
に
迎
え
ら
れ
、
州
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
よ
っ
て
知
事
の
権
限
を
委
託
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ど
実
権
を
握
っ
て
お
ら
ず
、
実
施
さ
れ
て
い
た
募
金
の
状
況
や
金
額
す
ら
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会

は
彼
が
ト
ノ
カ
ー
ボ
ン
か
ら
率
い
て
き
た
部
隊
を
彼
に
無
断
で
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
へ
出
発
さ
せ
、
彼
を
巧
妙
に
武
装
解
除
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ

　
　
⑰

と
い
う
。
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
占
領
後
は
総
指
揮
官
と
な
っ
た
も
の
の
、
数
多
く
の
史
書
が
一
致
し
て
指
摘
す
る
如
く
、
彼
は
実
際
の
統
率
力
を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
再
三
テ
ヘ
ラ
ン
進
攻
を
中
止
し
よ
う
と
さ
え
し
た
。
例
え
ば
、
エ
プ
レ
ム
は
「
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
は
我
々
の
絶
対

的
権
威
を
も
っ
た
代
表
で
な
い
」
と
述
べ
、
デ
ィ
ー
ヴ
・
サ
ー
ラ
ー
ル
は
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
が
「
あ
な
た
方
の
軍
隊
が
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
を
出
発
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
な
ら
、
（
β
シ
ア
）
帝
国
軍
が
あ
な
た
方
を
追
撃
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
脅
迫
し
た
と
し
て
、
両
者
共
、
彼
の
ロ
シ
ア
寄
り
の
態
度
を
批
判
し

て
い
る
。

　
で
は
、
何
故
、
こ
の
よ
う
な
人
物
が
進
軍
部
隊
の
名
目
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
総
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
立
憲
革
命

へ
の
主
体
的
参
加
の
動
機
に
つ
い
て
は
議
論
の
分
か
れ
る
所
で
あ
り
一
元
的
に
は
確
定
し
か
ね
る
が
、
サ
ヅ
タ
ー
ル
委
員
会
の
側
か
ら
の
彼
の
、

存
在
価
値
は
極
め
て
高
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
ギ
ー
ラ
ー
ソ
知
事
を
過
去
に
二
度
も
務
め
、
し
か
も
比
較
的
、
好
印
象
を
残
し
て
い

た
為
に
、
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
の
力
量
で
は
到
底
為
し
得
な
い
広
範
な
住
民
の
支
持
を
促
進
す
る
上
で
、
ま
た
雑
多
な
分
子
を
内
包
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

進
軍
部
隊
の
統
一
性
を
保
持
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
彼
の
参
加
が
立
憲
派
の
「
天
秤
の
皿
」
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⑩

（
翠
嵐
Φ
受
Φ
＄
轟
昌
）
を
重
く
し
た
と
讐
え
ら
れ
、
ま
た
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
自
身
も
自
ら
の
名
が
世
界
の
大
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
自
信
を
深

　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
「
地
方
的
反
乱
」
が
一
躍
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
シ
ャ
ー
と
英
露
両
国
（
特
に
ロ
シ
ア
）
に
と
っ
て

も
侮
り
難
い
存
在
と
な
っ
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
シ
ャ
ー
に
老
っ
て
は
、
特
に
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
占
領
以
降
顕
著
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
こ
の
地
方
的
枠
組
み
を
越
え
た
、
実
態
は
と
も
あ
れ
「
立
憲
制
回
復
」
を
旗
印
に
し
た
統
一
的
傾
向
i
そ
れ
は
進
軍
部
隊
内
で
あ
れ
、

パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
ー
と
の
共
同
行
動
で
あ
れ
一
こ
そ
が
最
も
畏
怖
す
る
所
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
際
立
っ
た
軍
隊
・
官
僚
組
織
を
も
た
な

か
っ
た
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
シ
ャ
ー
専
制
支
配
は
地
域
・
宗
派
・
言
語
等
の
社
会
各
分
野
に
お
け
る
間
断
な
き
諸
グ
ル
ー
プ
間
闘
争
の
微
妙
な
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

衡
の
上
に
立
脚
し
て
き
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
選
択
肢
が
幾
つ
も
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
何
故
シ
ャ
ー
が
か
く
も
急

い
で
ロ
シ
ア
公
使
館
に
庇
護
を
求
め
た
の
か
、
と
自
問
し
た
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
引
き
出
し
た
團
答
の
一
つ
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
刻
々
と
コ
ム
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
、
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
、
ケ
ル
マ
ン
シ
ャ
」
、
シ
ー
ラ
！
ズ
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
、
ラ
シ
ュ
ト
、
更
に
ア
ゼ

　
　
ル
バ
イ
ジ
ャ
ソ
か
ら
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
の
許
に
援
助
が
届
け
ら
れ
よ
う
。
今
日
政
府
軍
が
一
万
で
、
、
最
大
二
万
に
達
し
よ
う
と
も
“
国
民
軍

　
　
が
例
え
今
日
一
万
に
到
ら
な
く
と
も
、
翌
日
に
倍
、
そ
の
翌
日
に
倍
と
、
一
〇
日
も
経
ず
し
て
一
〇
万
に
達
し
よ
う
、
と
（
シ
ャ
L
＞
は

　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
考
え
て
い
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
0
3
貝
、
い
。
ロ
ユ
O
斜
一
G
◎
り
N

①
　
く
。
℃
目
。
ヨ
b
試
8
ρ
b
o
刈
南
Q
◎
●
エ
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レ
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は
「
病
難
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す
る
最
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防
御
形
能
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は

　
占
領
し
た
塑
壕
に
隠
れ
て
敵
の
攻
撃
を
待
機
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
敵
に
攻
撃
を

　
仕
掛
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
が
、
　
「
危
険
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冒
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。
搾
か

　
ら
の
引
用
）
。

⑤
　
下
山
、
冒
”
蓉
9
炉
目
①
1
に
メ

⑥
U
國
く
ω
巴
貫
《
8
ρ
O
？
＄
◆

⑦
　
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
囚
器
話
く
斜
霧
鉢
や
b
。
甲
b
。
ご
竃
鱒
♂
ζ
甲
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イラケ立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

　
畠
Φ
こ
’
q
、
0
．
“
⊃
謡
ー
ミ
？
団
巴
《
耳
倒
．
同
」
O
寺
山
」
＆
占
お
“
く
Φ
導
Φ
ヨ
層
抵
」
ρ

　
ω
鱒
1
ω
心
“
U
同
＜
o
o
弩
蓼
．
」
《
N
6
0
．
①
り
一
Q
◎
O
■

⑧
　
勅
ム
p
文
テ
ク
ス
ト
、
穴
0
『
ヨ
倒
島
、
冨
ト
聴
9
ρ
漏
O
O
l
・
δ
ド
・

⑨
勅
令
文
テ
ク
ス
ト
、
緊
①
H
ヨ
習
r
冨
N
こ
幽
㎝
、
や
き
N
I
蒔
O
曽

⑩
切
『
o
≦
コ
ρ
℃
釦
や
。
。
O
b
。
●
こ
の
他
に
、
外
国
軍
隊
の
撤
退
、
シ
ャ
ー
の
非
正
規

　
軍
の
武
装
解
除
、
宮
廷
か
ら
の
反
動
派
の
追
放
を
要
求
し
た
。

⑪
勅
令
文
テ
ク
ス
ト
、
閑
Φ
§
画
鼻
翼
鴇
．
伊
や
亀
①
1
心
一
N

⑫
キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
は
シ
ャ
ー
の
譲
歩
と
帰
塁
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
立
憲
派
内
が

　
動
揺
（
α
o
ム
。
財
）
し
た
だ
け
で
な
く
、
二
派
（
ほ
？
σ
q
o
感
訂
）
に
分
裂
し
た
と
し
、

　
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
も
含
め
た
「
妥
協
派
」
の
本
質
を
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
宮
廷
体
制
護
持

　
に
よ
る
自
己
保
身
と
審
理
す
一
方
、
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
等
の
言
動
を
革
命
の
最
終
的

　
勝
利
が
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
掌
中
に
帰
す
こ
と
を
危
惧
し
た
為
だ
と
論
難
す

　
る
（
H
（
騨
ω
村
曽
ぐ
同
㌧
　
弩
軍
職
㌧
　
o
o
■
　
b
σ
Q
Q
I
Q
Q
O
）
。

⑬
〉
誘
鼠
斜
O
↓
室
ρ
。
。
？
蒔
P
以
下
、
引
用
は
同
所
。

⑭
『
ミ
§
｝
ζ
9
§
脚
ミ
隔
紙
（
第
四
四
号
、
冒
華
麗
蹴
夢
野
冨
昌
月
一
〇
日
／

　
六
月
二
九
日
付
）
上
に
掲
載
さ
れ
た
（
〉
富
薮
さ
O
↓
』
8
ρ
毒
ム
。
。
．
以
下
、
引
用

　
同
所
）
。

⑮
∪
回
く
ω
倒
蜀
び
《
8
ρ
刈
O
．

⑯
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
陸
軍
武
官
ス
ト
ー
ク
ス
鼠
a
自
ω
邑
6
ω
と
ロ
シ
ア
公
使

　
口
付
通
訳
官
・
ハ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
．
ゆ
巷
臣
。
零
M
ハ
轟
が
共
同
で
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
と
会

　
見
し
、
席
上
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
は
ω
彼
と
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
ス
ア
ド
ω
帥
巳
理
ゐ

　
鎗
ω
、
巴
（
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
ー
部
族
軍
最
高
指
揮
官
）
が
以
下
の
諸
点
を
議
論
す
る

　
為
に
州
五
〇
名
の
部
隊
に
随
伴
ざ
れ
て
テ
ヘ
ラ
ン
に
入
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
る
べ

　
し
、
②
隣
接
列
強
の
イ
ラ
ン
領
土
か
ら
の
撤
退
、
㈹
国
民
議
会
開
設
ま
で
内
閣
の

　
地
方
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
に
よ
る
選
出
、
㈹
下
用
の
お
け
な
い
、
ま
た
は
裏
切
り
者
と

　
潜
倣
さ
れ
る
人
物
の
追
放
、
㈲
非
正
規
軍
の
武
装
解
除
、
㈲
軍
隊
の
軍
務
大
臣
に

　
よ
る
完
全
か
つ
直
接
的
統
制
、
ω
電
信
大
臣
の
解
職
、
㈲
地
方
知
事
の
地
方
ア
ン

ジ
・
マ
ソ
に
よ
る
承
認
、
の
八
項
目
を
シ
ャ
ー
に
伝
達
す
る
よ
う
要
請
し
、
一
百

間
の
休
戦
を
認
め
た
（
】
W
「
。
薫
臥
ρ
∀
勤
唱
や
ω
O
O
－
G
。
一
9
ピ
国
訳
葺
。
ジ
、
．
勺
興
の
一
鴛

　
℃
o
葺
一
。
鋤
一
〇
Q
o
o
8
鉱
⑦
。
・
㌔
、
、
娼
や
◎
。
令
Q
。
ヨ
圃
診
睾
8
層
q
O
．
も
。
。
。
馴
－
ω
。
。
ρ
同
窪
鉱
．
繋
7

　
霞
酬
甲
命
卜
ρ
b
◎
Q
。
）
。

⑰
例
え
ば
、
エ
プ
レ
ム
は
手
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
過
去
何
度
か
と
同
様
に
今
度
も
シ
ャ
ー
は
我
々
を
欺
こ
う
と
考
え
て
い
た
。
と

　
い
う
の
は
、
…
方
で
我
々
の
代
表
と
議
論
し
て
お
き
な
が
ら
、
他
方
で
自
分
の
軍

　
を
囚
錠
a
峡
谷
に
集
結
さ
せ
、
日
に
日
に
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
て
い
た
か
ぢ
だ
。

　
こ
の
状
況
を
み
て
我
々
も
自
軍
を
以
前
に
も
ま
し
て
強
化
し
、
今
後
シ
ャ
ー
の
紺

　
束
に
は
欺
か
れ
ま
い
と
決
意
し
た
。
」
（
く
⑦
℃
お
旨
”
箆
8
ρ
。
。
窃
）
。
他
方
、
キ
ャ
ス

　
ラ
ヴ
ィ
ー
は
、
シ
ャ
ー
が
立
憲
派
の
要
求
の
大
部
分
を
実
行
せ
ず
、
宮
廷
を
守
ろ

　
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
の
ロ
シ
ア
軍
の

　
悪
業
が
シ
ャ
ー
の
要
請
で
為
さ
れ
た
こ
と
が
進
軍
の
原
因
だ
と
す
る
（
隈
碧
霧
謡
、

　
↓
題
き
ρ
。
。
G
。
1
謹
）
。

⑯
議
会
費
目
を
求
め
た
ラ
シ
ュ
ト
住
斑
六
百
名
連
名
の
電
報
の
中
で
も
ナ
ジ
ャ
フ

　
か
ら
の
教
令
（
h
乾
く
酬
）
を
自
ら
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
食
せ
ら
れ
、
セ
パ
フ
ダ
ー

　
ル
自
身
も
間
様
に
考
え
て
い
た
（
鳴
p
犀
び
萄
．
騨
O
豪
0
」
無
ム
ω
◎
。
㍉
α
り
）
。
国
外

　
の
シ
ー
ア
派
聖
地
か
ら
の
立
憲
運
動
支
援
の
重
要
性
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

　
特
に
こ
の
時
期
に
関
し
て
は
、
O
h
■
〉
．
頃
鉱
碁
．
．
≦
ξ
臼
α
昏
㊦
d
ご
ヨ
似

　
℃
胃
蔑
。
ぢ
鉢
Φ
貯
夢
。
℃
o
冨
一
9
口
O
o
欝
空
読
註
。
鵠
巴
即
。
＜
o
一
霞
氏
9
0
臣
お
呂
1

　
一
㊤
8
四
、
、
b
驚
．
§
黛
§
弓
隠
ミ
ミ
肋
㌔
×
＜
H
H
㌧
H
ム
（
お
刈
①
＼
刈
y
旭
や
お
Q
。
i
ぱ
蒔
’

⑲
　
デ
ィ
ー
ヴ
・
サ
ー
ラ
ー
ル
は
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
り
1
部
族
軍
の
進
軍
が
如
何
に
重

　
要
で
あ
っ
た
か
を
次
の
如
く
証
言
す
る
。

　
「
サ
ル
ダ
ー
レ
・
ア
ス
ア
ド
と
パ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
ー
に
よ
る
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー

　
ン
援
助
の
為
の
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
か
ら
コ
ム
へ
の
出
発
は
セ
パ
フ
ダ
」
ル
に
関
す

　
る
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
指
導
者
の
悩
み
を
解
消
さ
せ
た
。
総
て
の
者
は
再
び
団

　
結
し
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
へ
向
か
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
」
e
M
〈
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ω
跳
倒
び
風
↓
ゐ
．
○
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一
）
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㊥
曜
Φ
箕
。
β
」
担
炉
悼
O
で
は
七
〇
名
以
上
、
ゆ
剛
ぐ
ω
酬
団
さ
《
8
ρ
Φ
ω
で
は

　
「
イ
ラ
ン
人
、
ト
ル
コ
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
グ
ル
ジ
ア
人
か
ら
成
る
約
一
〇
〇

　
名
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
ド
」
と
あ
る
。

⑳
　
一
五
〇
名
は
各
隊
か
ら
の
騎
兵
選
抜
部
隊
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
勿
論
、
こ

　
れ
以
上
の
人
員
が
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
一
）
向
く
ω
9
1
一
鋤
「
「
　
《
8
臼
隅
巳
刈
O
）
。

　
ご
五
日
越
は
し
6
円
9
く
昌
O
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℃
釦
や
ω
O
O
に
拠
る
。

＠
　
八
○
○
名
は
臨
器
工
。
一
三
℃
・
Q
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Q
。
劇
、
強
面
〇
〇
〇
名
は
し
尊
『
o
≦
ロ
ρ
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沁
㌧
℃
・

　
膳
G
。
ご
窯
鴇
爵
錨
山
ρ
8
閃
ミ
ト
馳
ρ
朋
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塾
。
ざ
歯
刈
◎
。
に
拠
る
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＠
　
U
同
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。
α
似
碕
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ウ
尋
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Q
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㊤
●

⑳
　
鍔
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⑦
H
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錨
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①
㌧
『
鞘
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ご
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伊
咽
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二
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洲
噛

⑮
　
男
ρ
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ら
Q
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㊤
『
P
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卜
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⑭
　
竃
巴
①
言
毬
ρ
鵠
ミ
こ
．
伊
噸
．
謀
〒
置
b
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「

⑳
　
頃
ρ
怒
ひ
心
。
。
＼
紹
ρ
壌
ρ
b
o
。
φ
9

⑳
両
者
の
対
立
は
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
前
か
ら
の
主
遵
権
争
い
に
起
因
し
（
幻
岡
、
冒
、

　
蒙
9
ρ
Q
。
腿
I
Q
。
窃
）
、
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
制
圧
後
の
エ
プ
レ
ム
の
ロ
シ
ア
領
事
と
の

　
単
独
接
触
や
進
軍
指
揮
官
内
の
無
秩
序
な
行
動
に
反
発
し
た
ヴ
ァ
リ
コ
フ
が
戦
線

　
か
ら
離
脱
し
、
魔
下
の
グ
ル
ジ
ア
人
部
隊
を
率
い
て
バ
ク
ー
に
帰
還
す
る
と
い
う

　
購
態
に
発
展
し
た
と
い
う
（
句
跳
ξ
倒
、
同
》
O
蚕
伊
嶺
ゲ
嵩
b
。
）
。

⑳
今
ま
で
単
に
セ
パ
フ
ダ
！
ル
と
呼
ん
で
き
た
が
、
彼
の
ぼ
ρ
餌
σ
の
変
遷
は
以

　
下
の
通
り
。

　
冨
。
廿
g
。
旨
旨
p
α
＜
即
擬
図
げ
酬
ロ
↓
ω
霞
O
理
－
o
≧
幽
舜
旨
↓
翼
穿
。
鷲
。
。
・
あ
巴
冨
昌
Φ
（
ト
ル

　
コ
マ
ン
族
平
定
の
ア
ス
タ
ラ
ー
パ
ー
ド
遠
征
後
）
↓
ω
霞
舞
学
Φ
㌶
o
．
p
彊
㊤
ヨ
（
第

　
一
回
ギ
ー
ラ
ー
ン
知
事
在
任
中
）
↓
の
㊦
℃
餌
げ
α
倒
『
－
¢
》
．
一
8
卯
旨
　
（
ギ
ー
ラ
ー
ン
・
マ

　
ー
ザ
ン
ダ
ラ
ー
ソ
連
隊
指
揮
権
獲
得
後
）
↓
。
っ
。
膨
実
施
鋒
ゐ
》
．
怒
ヨ
（
第
二
次

　
立
憲
欄
期
以
降
）

　
更
に
詳
細
な
彼
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
に
つ
い
て
は
、
　
誘
」
の
前
に
付
さ
れ
た
同

　
書
の
編
者
に
よ
る
略
伝
（
以
下
器
き
物
ぎ
暮
ム
ミ
客
ミ
ゑ
ミ
と
呼
ぶ
）
を
参

　
照
。

⑳
　
ラ
シ
ュ
ト
布
内
の
サ
ブ
ズ
・
メ
イ
ダ
ー
ン
庭
園
建
設
、
ギ
ー
ラ
ー
ン
横
断
幹
線

　
道
路
建
設
、
教
育
の
奨
励
等
（
男
P
搾
ぴ
吋
四
、
一
、
　
O
旨
8
　
鵬
．
Q
◎
N
）
。
特
に
、
森
林
・
沼

　
地
の
密
集
す
る
ギ
ー
ラ
ー
ン
地
方
に
お
い
て
は
、
道
路
建
設
は
極
め
て
緊
急
の
察

　
業
で
あ
り
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
の
努
力
は
住
民
か
ら
高
い
賞
賛
を
受
け
た
（
〉
．
国

　
O
げ
母
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置
一
r
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、
男
9
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昌
跨
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O
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o
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ミ

　
偽
愚
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量
♪
犀
p
‘
銑
ω
o
砥
ω
ω
摯
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。
。
℃
お
O
ど
や
O
）
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句
ρ
b
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献
Q
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＼
刈
b
。
《
翼
。
■
ミ
腿
◆

⑳
）
土
地
の
他
に
も
数
多
く
の
利
権
（
o
ヨ
菖
黛
創
N
）
一
例
え
ば
、
塩
・
石
油
・
税
関
執
嗣

　
負
・
電
報
局
管
理
・
道
路
建
設
i
を
獲
得
し
て
い
た
　
（
誘
鉢
防
ぎ
態
盛
§
轟
一

　
ミ
ゑ
翁
8
ψ
ド
Q
。
）
。

⑳
　
譲
げ
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一
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暮
げ
9
。
葺
誘
き
炉
冨
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馬
§
o
ぎ
ミ
器
3
炉
鱒
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丙
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．
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命
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殉
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逡
P
緊
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⑳
渕
げ
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ω
b
阜
b
。
伊
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磁
p
鳥
p
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9
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⑳
　
欄
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箕
⑦
β
睡
8
伊
ω
①
．
ま
た
、
b
⇔
『
9
く
類
。
」
、
釦
℃
や
蒔
し
。
刈
－
隠
ω
G
。
に
よ
れ
ば
セ

　
パ
フ
ダ
ー
ル
は
名
圏
上
の
指
導
者
（
導
p
け
碧
ω
”
か
か
し
）
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の

　
だ
と
い
う
。

⑳
∪
冒
留
鰯
5
《
δ
。
・
9
。
。
ド

⑳
　
幣
舞
ξ
鋤
、
同
噌
O
ま
伊
這
一
に
よ
れ
ば
ロ
シ
ア
の
武
力
干
渉
の
可
能
性
と
全
員

　
が
一
個
人
に
従
う
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
に
「
革
命
の
旗

　
持
」
（
智
『
魯
留
日
α
理
－
o
㊦
ロ
ρ
o
闘
σ
）
が
任
さ
れ
た
と
い
う
。

＠
　
㌶
p
一
〇
寄
倒
α
ρ
鵡
辱
§
馳
9
炉
一
綬
．

⑫
同
巴
3
賓
g
「
之
9
噸
』
お
．
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ヨ
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o
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ρ
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鍵
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雷
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｝
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轟
。
鳶
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ミ
§
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織
ミ
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偽
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W
9
画
ミ
凡
3
く
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H
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鐸
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唱
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Q
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巽
．

⑭
丙
Φ
暮
鍵
田
㌧
↓
国
こ
．
q
る
』
O
。
。
．

結
び
に
か
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て

イラン立憲革命におけるラシュト蜂起（黒田）

　
以
上
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
を
主
体
的
に
担
っ
た
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
分
析
を

試
み
た
が
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
不
明
な
点
も
多
々
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
端
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら

の
諸
点
を
「
は
じ
め
に
」
で
提
示
し
た
課
題
と
の
関
連
で
再
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
ギ
ー
ラ
ー
ソ
の
「
公
的
」
な
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
蜂
起
前
と
後
で
は
、
そ
の
性
格
及
び
人
的
構
成
の
両
側
面
で
基
本
的
に
相
異
な
っ
て
い
た
。

蜂
起
前
の
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
の
立
憲
制
擁
護
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
蜂
起
が
生
み
出
さ
れ
る
前
提
と
し
て
の
役
割
は
否
定
し
え
な
い
が
、
農
民
と

の
関
係
で
は
地
主
の
利
害
を
代
表
し
、
人
的
な
面
か
ら
み
て
も
立
憲
制
へ
の
対
応
は
一
致
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
知
事
権
力
へ
の

対
抗
軸
を
創
出
し
、
行
政
へ
の
全
般
的
関
与
を
行
な
っ
た
点
で
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
国
民
議
会
が
シ
ャ
ー
に
対
峙
し
た
の
と
同
様
に
、
旧
来
の
知

事
専
横
体
制
に
模
を
打
ち
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
体
と
し
て
み
る
な
ら
、
蜂
起
前
の
ア
ン
ジ
ョ
マ
ン
は
地
方

行
政
の
補
完
的
役
割
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
蜂
起
後
の
州
ア
ソ
ジ
ョ
マ
ン
は
自
治
的
組
織
と
し
て

の
全
容
を
ほ
ぼ
完
備
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
の
後
方
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
社
会
民
主
主
義
者
」
と
し
て
の
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
は
ギ
ー
ラ
ー
ン
で
は
う
シ
ュ
ト
と
ア
ン
ザ
リ
ー
に
組
織
が
存
在
し
、
あ
る
時
期
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
、
バ
ル
ク
委
員
会
と
称
さ
れ
た
。
ラ
シ
ュ
ト
の
「
社
会
民
主
主
義
」
グ
ル
ー
プ
は
ア
ン
ザ
リ
ー
の
そ
れ
に
比

し
て
政
治
的
に
穏
健
な
立
場
、
つ
ま
り
イ
ラ
ン
や
ギ
！
ラ
ー
ン
の
実
情
に
妥
協
的
な
、
い
わ
ば
土
着
性
の
色
濃
い
性
格
を
有
し
て
い
た
。
こ
の

背
景
に
は
「
社
会
民
主
主
義
者
」
と
て
一
般
住
民
の
立
憲
制
理
解
、
即
ち
ラ
ビ
ノ
が
「
町
や
村
の
人
々
は
立
憲
制
の
意
味
を
正
し
く
知
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
い
。
多
く
の
学
舎
、
自
分
で
こ
の
言
葉
を
理
解
し
て
い
る
。
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
立
憲
制
」
が
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
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た
の
で
は
な
く
、
一
般
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
中
に
混
在
し
た
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
現
実
を
無
視
し
え
な
か
っ
た
事
情
が
訪
っ

た
の
で
あ
る
。
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
は
こ
の
サ
ッ
タ
ー
ル
委
員
会
が
主
導
鮒
に
周
到
な
準
備
を
行
な
い
、
計
画
を
立
案
し
、
ザ
カ
フ
カ
ズ
か
ら
の
支

援
部
隊
が
そ
れ
に
人
的
物
的
素
材
を
提
供
し
た
と
い
う
の
が
実
態
で
象
ろ
う
。
そ
し
て
㍉
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
は
こ
の
蜂
起
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
り
、
当
初
か
ら
企
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
が
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
の
制
圧
で
あ
り
、
こ
れ
が
シ
ャ
ー

の
譲
歩
と
立
憲
派
内
の
相
克
を
惹
起
し
た
が
、
結
局
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
攻
が
実
行
に
移
さ
れ
、
国
民
的
勝
利
（
臨
ρ
汁
げ
し
①
　
目
P
①
一
一
同
）
と
も
呼
ば
れ
る
立

憲
綱
の
回
復
が
現
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
は
、
何
よ
り
も
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
を
前
面
に
出
し
た
統
一
性

の
保
持
に
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
第
二
次
立
憲
制
期
が
開
始
さ
れ
、
第
二
次
国
民
議
会
開
設
（
一
九
〇
九
年
二
月
）
迄
ぼ
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
の
指
揮
官
や
立
憲
派

指
導
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
最
高
評
議
会
（
ヨ
ρ
驚
ω
－
Φ
．
農
）
が
選
出
し
た
臨
時
執
行
委
員
会
（
げ
畠
、
簿
け
み
ヨ
。
α
ぎ
曲
①
ヨ
。
奉
露
ρ
汁
圃
）
が
内
閣

を
監
視
し
、
事
実
上
の
政
府
権
力
を
代
行
し
た
。
同
委
員
会
中
に
は
立
憲
制
回
復
の
功
労
者
と
し
て
モ
エ
ゾ
ッ
・
ソ
ル
タ
レ
ソ
ギ
ア
ミ
ー
ド
第

・
ソ
ル
タ
ー
ン
、
ア
リ
i
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ビ
ヤ
ッ
ト
等
の
テ
ヘ
ラ
ン
准
心
軍
部
…
豚
の
指
揮
官
［
及
び
パ
フ
テ
ィ
ヤ
！
リ
ー
部
族
軍
事
概
「
官
も

　
　
　
②

含
ま
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
憲
西
新
政
府
は
幾
つ
か
の
困
難
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
一
旦
、
、
立
憲
制
再
建

と
い
う
大
厨
標
が
成
就
さ
れ
る
と
、
セ
パ
フ
ダ
ー
ル
と
進
軍
指
揮
官
の
間
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
対
立
が
表
面
化
し
、
第
二
次
国
民
議
会
で
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
③

対
立
す
る
二
大
政
党
一
「
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
」
と
「
エ
ッ
テ
ダ
ー
ル
」
！
の
出
現
と
い
う
形
で
噴
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
旧
法
会
か

ら
引
き
継
い
だ
財
政
破
綻
の
克
服
及
び
中
央
政
府
の
権
力
強
化
と
治
安
維
持
も
至
上
の
課
題
と
な
っ
た
。
特
に
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
で
の
反
立
憲

派
残
党
ラ
ヒ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
図
ρ
甘
口
囚
げ
9
1
昌
の
反
乱
の
掃
討
に
は
テ
ヘ
ラ
ン
に
進
軍
し
た
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
ー
ン
の
軍
事
力
が
そ
の
ま
ま
利

用
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
治
安
の
強
化
を
輿
指
す
新
政
府
に
と
っ
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
お
け
る
彼
ら
の
駐
留
が
脅
威
に
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
の
武

装
解
除
が
強
制
執
行
（
一
九
一
〇
年
八
月
）
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
、
進
軍
は
第
二
次
立
憲
制
期
の
政
治
過
程

に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
立
憲
綱
新
政
府
が
財
政
再
建
を
中
心
と
し
た
改
革
計
画
を
実
施
し
始
め
た
矢
先
に
、
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一
九
＝
年
末
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
直
接
的
軍
事
干
渉
と
イ
ギ
リ
ス
の
黙
許
が
こ
れ
ら
を
頓
挫
さ
せ
、
立
憲
革
命
を
潰
滅
に
追
込
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。　

尚
、
ギ
ー
ラ
」
ソ
の
地
方
史
的
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
な
ら
、
ラ
シ
ュ
ト
蜂
起
は
第
一
次
大
戦
中
の
「
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
ー
」
運
動
並
び

に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
の
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
成
立
し
た
「
ギ
ー
ラ
ー
ン
共
和
国
」
の
前
史
的
役
割
を
果
た
し
た
と
も
言
え
る
。
例
え
ば
、

「
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
i
」
運
動
の
指
導
者
ク
ー
チ
ェ
ク
・
ハ
ー
ン
は
立
憲
運
動
に
身
を
投
じ
、
テ
ヘ
ラ
ン
進
軍
に
も
参
加
し
た
し
、
ホ
セ
イ
ン
・

キ
ャ
ス
マ
ー
イ
ー
は
h
ジ
ャ
ン
ギ
ャ
リ
i
」
の
機
関
紙
司
§
晦
ミ
』
の
編
集
者
で
も
あ
っ
た
。
更
に
、
モ
ジ
ャ
ー
ヘ
デ
ィ
…
ソ
の
参
加
や
農
民

運
動
の
組
織
等
、
共
通
点
も
多
く
、
両
者
の
比
較
検
討
に
よ
る
一
層
の
解
明
が
待
た
れ
よ
う
。

　
①
　
涛
葛
貯
P
ミ
9
伊
＝
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
》
阜
譲
o
U
塁
8
r
§
馬
顕
§
馬
ミ
」
§
鴇
画
。
醤
ミ
ミ
～
ぎ
℃
馬
誘
皆
掴
O
o
苫
見
識
ミ
ー

　
②
　
穴
。
「
日
習
ど
鍾
こ
．
㎝
ふ
。
お
恥
－
儀
㊤
窃
…
白
鳥
①
ぎ
理
ρ
鵠
ミ
U
・
㊦
ら
曜
り
b
。
。
　
　
　
　
§
9
§
雨
乞
遷
。
N
ミ
画
§
、
竃
向
自
＄
℃
o
済
㍉
㊤
課
㌧
℃
や
◎
。
。
。
占
誤
日
蝕
巴
鼻
、
o
呂
あ
7
？

　
③
テ
ヘ
ラ
ン
綱
圧
か
ら
第
二
次
立
憲
鋼
の
確
立
に
至
る
過
程
を
分
析
し
た
も
の
と
　
　
．
㊤
蝕
．
じ
d
ρ
団
び
『
鋤
嵩
ぎ
慮
§
隷
ミ
a
ミ
古
出
語
§
壷
的
骨
駐
八
三
占
心
胸
福
田
O
や

　
　
し
て
は
以
下
が
示
唆
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
醤
二
型
聴
㌧
8
①
算
似
P
ψ
踏
．
H
c
。
b
。
。
。
島
．
加
－
這
■
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：Tombs　of　Warrior　States　Period　in　Haojiaping赤隊坪，

Qingchuan　County青川県，　Sichuan　Province四川省

by

Kazuyoshi　Mase

　　In　Wen　wu　r文物』，no．1，1982　was　pub！ished　a　report　of　a　group　of

the　tombs，　dating　to　Warrior　States　Period，　excavated　in　Haojiaping，

Qingchuan　County，　Sichuan　Province．　By　examining　this　report，　we　can

find　some　points　which　correct　the　popular　interpretation　of　tke　buried，

the　date　of　the　burial　and　the　excavated　mudu木取of　the　land　law　in

Qin秦Dynasty．　This　report　is，　we　think，　a　rare　source　for　studying

the　historical　realities　of　the　making　of　Qin　Dynasty　in　the　latest　years

of　warrior　States　Period．　The　buried　consist　chiefiy　of　the　influential

persons　of　old　Chu楚，　who　were　removed　there　after　Ying呈β，　capitaI

of　Chu，　was　occupied　by　Qin，　and　the　rest　are　the　people　of　Qin，　Han’

韓，Wei魏，　Zhao趙，　and　the　natives．　Therefore，　the　date　of　the　buriaI

is　after　B．　C．　278，　year　of　the　fall　of　Ying．　And　land　1aw，　which　has

so　far　been　considered　connected　with　the　dry　fie！d　farming　in　the　basin

of　Wei－he潤河，　should　be　considered　having　been　revised　and　adapted

to　the　paddy　field　in　Sichuan．　Furtherrnore，　we　can　gttess　that　the　new

mixed　group　of　the　removed，people　had　some　autonorny　based　on　the

high　traditional　culture　of　Chu　though　it　was　organized　under　the　system

of　the（1ianmo　l汗β百．

The　Uprising　of　Rasht　in　the　lranian

　　　　　　Constitutional　Revolution

by

Tskashi　Kuroda

　　The　armed　uprising　which　broke　out　in　Rasht，　the　main　town　of　the

province　of　Gilan，　in　February，　1909，　has　high　reputation　in　the　history

of　the　lranian　Constitutional　Revolution，　because　it　was　one　of　the　main
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factors　in　putting　an　end　to　the　period　of　“Lesser　Tyrany”　brought

about　by　the　c6hp　d’6亡at　of　Moham±nad‘Ali　Sh議h．　aエ1d　reestablishing　the

constitutional　r6gime．　However，　it　has　not　been　fully　and　totally　investi－

gated　as　yet，　except　for　some　mention　of　it　as　a　part　of　the　process　of

the　Revolution．

　　So　this　article　chiefiy　discusses　the　uprising　of　Rasht　and　the　march

to　Tehran　fo11owing　it，　by　analizing　．the　anfomans　which　tended　to　have

a　character　of　the　autonomous　organizatlons　of　the　inhabitants　and　the

魏。ブ盈6漉％．which．．played　the．decisive　part　in　the．uprising　and恥e　ma．rch，

both　the　anjomans　and　the　moja－hedin　observed，commop　to．the　uprising

of　Tabriz．　And．1　would　try　’firstly．　to　・compare・　the　“・oMcial”　anfomans

befere　and　after’the　uprising，　secondly・to．　grasp　the／・rea1ities　of．　the，　up－

rising　by　examination　of　the甥。ブ励64魏as．th¢．“Socia1．　Democrati¢．”

・groups．　and　the　support　forces　from・／Transcaucasusi’and．　，thirdly　to　con－

sider　the　meanings　of　the　march　to　Tehran．

The　Philosophic　OppOskion　・under　the，’Early”Principate

・by’

Takashi　Minamikawa

　　In　the　latter　half　of　the　first　century，　some　Roman　emperors　perse－

cuted　philosophers　because　of　their　opposition．　Especially　the．　Eniper．or

Ne士6　persecuted　Thrasea　Paetus　and　Vespasian． 垂浮煤@to　dea伍耳elvidius

Priscus．　The　historian　Tacitus　called　Thrasea　and　Helvidius　champions

of　liberty，　so　some　scholars　regard　them　as　repub1icans．　But　others

consider　that　their　oppositioエ10riginated　not　from　republicanism　but　from

their　own　philosophic　creed，　Stoicism．

　　In　this　paper　we　examine　this　opposition　and　persecution　which　scho－

lars　call　the　Philosophlc　Opposition．　Our　re－examination　of　historical

sources　shows　us　that　their　aim　of　opposition　against　emperors　wasn’t

the　overthrow　of　the　Principate　apd　that　the　opposition　didn’t　necessarily

originate　frQエn　the　Stoic呈sm．　We　may　infer　that圭t　was　caused　by　a

sort　of　conservatism・originated　from．the・rise　of　the　new　e1ite　of　the

Roman　Empire．
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